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北陸自動車道の建設に伴う埋蔵文化財の発掘調査は昭和47年8月以来継続し

てきたが,昭和61年7月をもって一応終了し,現在その報告のための整理作業

を進めている。

本書は,新潟県が日本道路公団の委託を受けて実施した糸魚川市小出越遺跡

の発掘調査報告書である。

西頸城地方は最近の諸開発事業で低位段丘や沖積地の発掘調査例も多くな

り,そこに散在する古代の遺跡について注目されてきている。この地方は天下

の驗と言われる親不知子不知に代表されるようにけわしい山々が海岸部にせ

まっており,昔から交通の難所とされてきた。しかし,河川の中・下流部に段

丘や沖積地がわずかに展開し,ここに当時の遺跡が散在している。

小出越遺跡は,平安時代の士師器焼成遺構を中心とする遺構群と考えられ,

本県でも数少ない遺跡のーつである。全国的にも不明な点の多い土師器造りの

一端を明らかにしてくれたものと思われる。本調査の成果が,古代の歴史的解

明の一助になり得るとすれば意義深く,本書が広く活用されることを望むもの

である。

なお,本調査の際,日本道路公団には特段の御配慮を賜り,また,地元糸魚

川市教育委員会並ぴに市民の方々には多大な御協力と御援助をいただき心より

謝意を表するものである。

序

昭和63年3月

新潟県教育委

教育長

員会

田中 邦正



1.本書は新潟県糸魚川市大字大和川字小出越樋称苧山に所在する小出越遺跡の調査報告書である。

調査は,北陸自動車道建設に伴ない,新潟県か旧本道路公団から受託して実施したものである。

2.本遺跡の発掘調査は,新潟県教育委員会が調査主体となり実施した。調査期間は,昭利58年4月9日

(分布調査)・昭和59年8月20日~22日(確認調査)・昭和60年4月19日~ 7月26日(本調査)の 3 回にわ

たっている。なお,昭和60年度の調査体制は以下のとおりである。

昭和60年度

調査主体新潟県教育委員会俄育長有磯邦男)

管理総括高橋安噺潟県教育庁文化行政課長)

管理田中浩一( 課長補佐)ι゛

庶務高橋幸治( 主事)0

調査調査指導中島栄一( 埋蔵文化財係長)0

調査扣当鈴木俊成( 文化財専門員)0

調査員和田壽久( 文化財主事)ι

調査員遠藤孝司( 文化財調査員)0

調査員高橋保雄( 文化財専門員)0

調査員小池義人( 文化財専門員)0

調査作業員糸魚川市大和川・梶屋敷・田代・羽生・厚田・京ケ峰・平牛・竹ケ花・

成沢・坂井・押上・寺町・横町・中央及び青海町の地元有志

3.発掘調査に至る経緯にっいては「北1堕自動車道糸負、川地区発掘調査報告書1」の序説で述べている

のでここでは省略する。

4.遺物の整理,復原作業,報告書作成は新潟県教育庁文化行政課埋蔵文化財係職員があたった。

5.発掘調査の出土遺物は,一括して新潟県教育委員会 U斯愛,本文では県教委と呼ぶ)が保存,管理し

ている。なお,出士遺物の注記記号は rKK」とした。

6.本書の執筆作業は,鈴木俊成が第Ⅱ章 2 ・ 3,第Ⅲ章 1 ・ 2 A ・ B (1・ 2 ・ 5号住)・ c a9・20号土

坑),第V章 1 (縄文時代前期)・ 2 ・ 3 ・、4,和田壽久が第 1章,第Ⅲ章2B (3号住)・ C (A ・ B群土坑)・

D ・ 3,遠藤孝司が第Ⅱ章4 ・第Ⅲ章2A ・ B (4号住)・ C (C ・ D群土坑),第V章2,山本肇が第

Ⅱ章1,高橋保雄が第Ⅱ章2 (試掘調査),國島聡が第Ⅲ章1(縄文時代中期),第V章1 縄文時代中期)

をそれぞれ分担し,鈴木・遠藤が編集した。

フ.注・引用文献は,第Ⅳ章を除きすべて本文末に記した。

8.実測図の番号は挿図・写真図版とも時代別に通しで共通の番号としたが,第Ⅲ章はその限りでない。

9.本書の示す方位はすべて真北である。磁北は真北から西偏約7度である。作製した図面のうち既成の

地図を使用したものは,それぞれの図に出典を記した。その他は日本道路公団が測量した地形図を用い

た。

10.図版の空中写真は,側泊本地図センター発行の1947年撮影のものを使用した。

Ⅱ.土師器の胎土分析は奈良教育大学三辻利一氏に依頼し,その結果にっいて原稿をいただいた。

例 言



12.発掘調査から本書の作成にいたるまで,下記の方々から貴重な御教示をいただいた。厚く御礼申し

げる。(敬称略五十音順)

小野昭・金子拓男・川田壽文・木島勉・久々忠義・小池邦明・甲崎光彦・小島幸雄・小林達雄

駒形敏朗・桜田正信・高松俊雄・玉田芳英・田中耕作・土田孝雄・前山精明・山本正敏・渡辺朋和
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第1章遺跡の立地と周辺の遺跡

1.位置と地形第1・詠

西頸城地方は,新潟県の南西音1弘こ位置し,南は白馬岳(標高2,933m),小蓮華山(標高2,769m
くずけ

が連なり,葛葉峠を経て長野県と,西は青海町の親不知子不知の峻畭を越えて富山県と接して
'ま、

いる東は能生町の鉾ケ岳,権現岳や名立町の心、峻な山地を経て頸城平野に至るその中心部

に仁智する糸負、川市は山地や丘陵が海岸線のすぐ近くまで接近しており,日本海海岸や河川に

沿った地域にわずかに広がる低地に立地しているこれらの山地や丘陵の間をぬうようし、して

早川や海川,姫川などの急流河川が流れ,それぞれの河岸に段丘を形成している特に段丘は

姫川河口山や海川河口岸などに階段状に発達し,その地形面は海や河川に向かて傾斜してい

る段丘は高位の洪積段丘より低位の沖積段丘まで6段に細分される(鈴木 1983の中でGtl

~GtⅥとしたものを本書では,仮に第1段丘~第6段丘と呼称した)第 1段丘は姫川右岸に存在し,

標高220~Ⅱomを寸る縄文時代の長者ケ原遺跡で知られる長者ケ原段丘面が代表的である

第2段丘は長者ケ原段丘の西側や海川右半に発達し,標高100~30mである第3 ・ 4段丘は

第2段丘の前面周辺の狭い範囲に発達し,標高は20m前後である第5・6段丘は糸魚川市街

や海川右岸などに形成され,標高は数m~10mである

砂丘は海岸線と平1丁に走り,現在の市街地や主要幹線はこれらの砂丘上ι、、地している砂

丘の内陸部に形成された沖積地は河川谷口までの心、激な傾斜から平野に移る際に堆積,沈降の

第1章遺跡の立地と周辺の遺跡
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2 周辺の遺跡

くりかえしによってできた届状地状の低地と考えられている住令木 1983)。

糸負、川地域の地形傾斜区分については,鈴木(1983)の傾斜区分図を用い,ここでは前述の

地形分類と同様に姫川と早川に狭まれた段丘地域を概観する。第1・第2段丘付近は傾斜8度

未満の緩斜面が大きく広がっている。その周辺は8度~20度未満の比較的急、な傾斜となってい

る。奈良・平安時代の遺跡のほと人どは,傾斜3度未満の平坦部に存在するが,3度以上8度

未満の区域にも若干見られる。

小出越遺跡は海川とほほ併流する谷幅の狭い前川の右岸,海岸より内陸へ約3kmの位置にあ

る。特に,ここは標高約55m前後で,地すべりに起因する傾斜8度以上15度未満の緩やかな丘

陵西斜面上にあたり,前述したように他遺跡の多くが比較的平坦な面に立地するのと対象的で

ある。遺跡周辺の早川丘陵(鈴木 1983)は傾斜30度未満であり,小起伏山地が焼山(標高2,40om)

や火打山(標高2、462m)を頂点とした山地に続く。前川をはさ人で対岸には標高約60mの第2

段丘が遠望でき,北方には大和川集落の立地する砂丘地や日本海が眺望できる。

2.周辺の遺跡佛3・4圃

小出越遺跡周辺の奈良・平安時代の遺跡を概観すると,海川右岸と姫川右岸の河岸段丘上に

集中して分布していることがわかる。

海川右岸では小出越遺跡と前川をはさ人で対岸の第2段丘の先端部に中原A遺跡が立地して

いる。西側の一段低い段丘上に岩野A遺跡(高橋 1986,士田 1986)や岩野E遺跡(高橋 1986)
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第1章遺跡の立地と周辺の遺跡

がある。他に同一段丘上の北側に山崎A遺跡,山崎B遺跡,西隣の一段低い段丘上に山崎C遺

跡がある。岩野E遺跡の存在する段丘の下に発達する標高10m前後の第5段丘上には岩野下遺

跡(和田 1987)が立地している。

姫川右岸では標高70m前後の第2段丘上に原山遺跡仕田 1986,県教委発掘 1986),標高60m

前後に新割遺跡(士田 1986)がある。原山遺跡より一段低い段丘上に美山遺跡(県教委発掘 1986)

と道者ハバ遺跡(士田 1986)が存在する。これら両者の段丘の問に標高50~60mの段丘があり,

そこに鰐口下遺跡(県教委発掘 1986)が立地している。

以上のように今までに確認された奈良・平安時代の遺跡は,その多くが海岸に舌状に張り出

した段丘上に分布しているが,近年,沖積地や低湿地における該期の遺跡も発見されてきてぃ

る。

多

中原A小出越 山崎A 山崎B 山崎C543 6 7

岩野B 岩野A 岩野E 坂井A岩野下 14.13.

15.後生山 16 チ吊ナ0・菊畑城跡 下畑 2120

22.張出 幅上 久保角地宮屋敷 苗代坪23 2827

29.三本松 30.道者ハバ 31 35.苦竹原A美山新割 鰐口下 鳳山33 2432

36.苦竹1亰C 37.奴奈川

第 3 図周辺の遺跡(奈良・平安時代)と地形(拓00,000)(国土地理院,昭和44年3月30n発行,レ60,000)
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1.昭和59年度確認、調査憐5・6凶

硫,忍胴査は昭和58年4月9日に実施した北陸動卓道6 ・7次の分布調査時に,多数の士器

片か'小出越の畑で採集されたことを受け,昭和59年8月20~22日の 3日問実加した嗣査は,

劇査に係る予算積算に必要な基礎資料・を得る・め遺跡び時期・範磁1・遺物包含層までの深さ等

を,捌ぺる、とを目的とした

8月20日,現地にて県教委と日本道路公団糸魚川工事事務所との問で恊議し,嗣査は士地所

有老の f解が得られ六本剖査予定範1川南側の畑地に限って実施することとした嗣査区はグ

リッド成定図第 51刈のA ~

G 2 10の地域としオ、なお

＼艇遡詠趨
嗣査Xの北例沢を境いじ北側

の畑地は村H乍中であり,まナ、嗣 '

査期問が3日前後と限られて、

たため,本,凋査時に確,忍例査を 、^

磨
＼

実施し,対応することとしオ ▲q

4穿、▼
舮例査地区の現状は畑地と部

＼4VO

_1ノ

杉林となっており,,式掘は畑の i 、 、、゛
_.ノ' 之

みを主としてイ丁った i＼一
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ノ
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コ
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＼ C ヘ
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B A界線にほぼ平イ1する形で,内側 ＼

J 59年度硫,忍嗣査
へ15m寄った地点にA トレンチ 、〒

匂
'

゜コ◎

(長さ 36m,ψ1,1 2 m),それより (し
くb
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北西寄りに B ・ C トレンチ南

北 o m,東西2 m)を設定しナ'

A トレンチは北東から南西に

2 m母の X画をし,各々 AI・

A2-ーーA18 と 11乎称した遺物

は各区画毎に収納したまたグ

リッド,斐定図 1 ラインから西側

は,畑耕作により上位の平畑面

より2段ほど階段状に低く

り,さらに急傾斜となって落ち

込人でいる周辺から遺物は採
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昭和59年度確認、調査

集されていない。またA トレンチの遺物出土状況も A18 まで下ると希薄となり,この地域へ

のトレンチ設定は見合わせた。また,グリッド設定図H ・1ライン上に走る沢部の北側畑地に

ついては,士地所有者の了解が得られず,本調査時に合わせて確認調査を行うこととした。

遺物の出士状況は, B ・ C トレンチからは検出されず,おもにA トレンチから多く出土した。

A トレンチ内でも, AI・ AI0~A13 に分布の密集が認められた。特に A1 では作物の根にか

ら人で器種の判明する大きい破片が出土している。

1・2 は須恵器蓋で,口縁端部が屈曲して垂下するものでシャープさに欠けるものである。

口径12.6Cm前後のものである。つまみは欠損している。 1 は A1 と SD12 に出士,2 は A12

出土。 3は須恵器杯の口縁と考えられるが,器壁が6mと肥厚しており,他の器種の可能性も

ある。口径14.8師, A13 出士。 4 は士師器杯で内外面とも赤色塗彩を施す。胎土は緻密なも

のである。内面下半には縦位,口唇部は横位に赤彩が施される。口径16.oom, A1出士。 5 は

底部に糸切り痕を有する土師器杯である。外面体部下半に横位のへラ削りが施される。口径

14.OCI",底径8.4Cm, A1 出士。 6 ・ 7 は士師器甕の口縁部と体部である。 6 の口縁端部は丸

く撫でられておわる。 A12 出士。 7 は外面平行叩き,内面へラ調整痕を残す。 A13 出士。 8

は縄文土器である。単節縄文RLの縄文原体を使用したもので,焼成の硬質なものである。

A11 出土。

調査の結果,1.遺物包含層は耕作等で荒されており,確認、できなかった。地山までの深さ

は10~20師ほどであった。 2.遺構は判明しなかったが, A1 や A11 に遺物が集中すること

から,住居跡等の遺構が想、定される。 3.遺物は士師器が主体をしめ,須恵器が少なかった。

わずかに縄文士器もあり,縄文時代と平安時代の複合遺跡であろう。 4.遺跡の範囲は,標高

55mから上の比較的平扣.な山と考えられる。西側は急傾斜になっており遺構の存在はないもの

と考えられる。

以上,調査区南側の標高の高い地域では,遺跡の内容がほほ把握されたため,これ以上の試

掘坑はあけず本調査に期待した。翌22日埋めもどし作業を完了し,確認、調査を終了した。



2.昭和60年度調査

調査区の設定陣5帥

調査範囲内に存在する,日本道路公団設定の"上り車線ステーシ,ンN0347杭"を基点とし,

それを国士地理院の座標軸に合せ南北,東西方向へ各辺10mの区画を碁盤目状に配した。区画

は調査範囲南西隅を基点とし,そこから東方向化軸)へ 1・ 2 ・ 3-ーー真北方向(y軸)へA ・

B ・ C-・・ーの記号を付した。なお,各調査区 QO×10m)の呼称は,"・y 軸の記号の順に 5・

D区,9・G区等と表した。また, G ・ Hライン付近を境に便宜的に南側の標高の高い地域を

上段,北側の低い地域を下段と呼ぶこととした。

調査の方法と経過(第1表)

4月19日,器材搬入等,諸準備を行ない,4月22日より作業員を導入し調査を開始した。 59

年度試掘調査で結果の出せなかった北側(下段)についても表面採集,試掘を実施した。当初,

調査は59年度に実施した確認、調査の結果を積算の基準とし,調査員3名,作業員20名,調査期

問3 ケ月,調査範囲2,70orイで実施する予定であったが,前述した下段への調査の結果,遺物

集中地点が確認され,調査面積は上・下段合せ約9,500,イにふくれ上った。その時点で,作業

員の倍増,重機導入の必要性が生じたが,それらの補強が成ったのは5月の半ぱ過ぎであった。

調査方法は,59年度実施の確認調査または,調査当初におこなわれた表面採集,試掘等の結

果を考慮し,遺物・遺構が集中すると推定される 5 ・ 6 ・フ・B ・ C ・ D区(上段),3 ・ 4・J ・

K区(下段)を人力による調査と{一他の部分は,バ"クフォーにより表士剥ぎを実施した。

また当初より発掘中に出た排土の置き場がなく,調査範囲内で処理せざるをえなかった。そこ,

で9・F ・ C ・ H区の試掘を実施1ハ遺構・遺物の無いことを確認、した上で排士場所とした。

遺構内の遺物取り上げ方法は,プラン確認の段階で遺構の重複が見られ,遺物の帰属遺構をと

らえるため,基本的には分布図を作成し取り上げをおこなった。また,遺構外のものしこ関して

は,10×10mのグリ、,ド単位で冒序毎に取り上げを実施した。

第Ⅱ章調査の経過

遺構実測(下段)

第1表 60年度

5月

^表土剥ぎ(上段)

表土剥ぎ(下段

発掘調査経過

6月

表土剥ぎ・遺構確認、(上段)
^^^^^^ ^^^^^^^^^^^^^^

遺構掘り

遺構確認、(下段)

(上段)

遺棧実劇(上段)

遺枇掘1)(下段)



3 61年度整理作業

上段で表士剥ぎ力沫冬了したのは5月中旬である。遺物包含層は存在せず,その時点で.遺構

の分布がほぼ確認された。これらは試掘,表面採集の結果とほほ一致し,平安時代に属する住

居跡・土坑群は,南側の 5 ・ 6 ・フ・B ・ C ・ D区に集中し,西倒徐1面には時期不明の士坑群と,

近代の畝状小溝が分布していた。おのずから,調査の主体を平安時代の住居跡と士坑群に向け

た。遺構は近代の撹乱により,遺存状態が悪く,個々の形状をとらえることに苦慮した。遺構

内の調査は,5月中旬より着手し7月下旬に終了した。

下段で表士剥ぎが終了したのは,5月末である南側の沢部より,良好な遺物包含層が確認

されているが遺構は検出されなかった。この地区は湿地のため,植物性の遺物・遺体の出土が

期待されたが,皆無であった。 4 ・ 5・L区に平安時代の土坑・住居跡が検出されたが,他の

範囲からは,近代の耕作痕と思われる落込みが多数発見されている。遺構内の調査は,6月上

旬から7月末までである。また遺物の取り上げに関しては,上段と同様である。

以上,上段・下段を合せ,全ての作業が終了したのは 7月26日である。

試掘調査佛5圃

本遺跡の南西部には,約90omX50mの平地が存在する。この平地は,グリッド設定区域よ

リー段低く,現状では杉林・湿地・荒地であったが,遺物の有無を確認するため,7月15日~

17日の3日間試掘調査を実施した。試掘溝は幅2 m長さ約10~30mを6本入れた。その結果,

層序は表土層(暗褐色士)が約10~20伽であり,その下に礫層(茶褐色土●卜礫の混合土)が厚

く堆積することが確認、され,前川の氾濫原の一部と推定された。遺構・遺物の存在も認、められ

ないため,調査を終了した。

3.61年度整理作業

報告書にともなう整理作業は,昭和61年8月から翌年3月にかけてであったが,実際の整理

作業は断続的であった。当初,調査員と作業員の比率が不安定で,作業量にもかなり影響した

が,後半,現場作業終青と同時に,調査員の増加および,作業員の安定確保がなされた。

遺物洗浄,注記作業に関しては,発掘綱査の期間中にほほ終了したため,実際には8月当初

土器接合から作業を開始した。また,士器の遺存状態が非常に悪く,ほと人どは,接合作業前

にバインダー処理をおこなわねばならなかった。

作業は,土器量がかなり多く(遺構内出土士器は他遺跡のそれに比べ,比較できないほど多量である。)

接合可能な資料も多数含まれることから,接合・実淑上復原等にかなりの日数を費し,人員を

投入した。
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4 遺跡の層序

4.遺跡の層序隠8圃

調査前の状況は,荒地及び一部畑地で,良好な状態で土壌が堆積してぃるものと想定された。

しかし,実際は遺跡の上段と下段とではかなり異なる様相を呈している。基本的な層序は1層

表土剛作土),Ⅱ層黒褐色粘質士(平安時代の遺物包含刷,Ⅲ層黒色粘土層,Ⅳ層明褐色粘質

士縄文時代の遺物包含圖, V層黄褐色粘土(地山)である。上段では1・Ⅳ. V層の順に堆積

しているが,Ⅳ層は頂部西側の傾斜地に残存するだけである。下段では 1.Ⅱ.Ⅲ. V層の順

で,このうちⅡ・Ⅲ層は埋没して沢

地周辺の底地面のみに残存する。こ
7E C'

6Eれらの状況からⅡ・Ⅲ・Ⅳ層は傾斜 V1 」.

Ⅳ
地や低地へ流れ込人だ2次堆積と推

V

定される。よって上段及び下段の頂 5E
a

部付近では,遺構外から出士する遺 V

物は少なく,極端な場所では表士約 I f.

4E

20mを削平すると,すぐ地",1面に至 Ib

'FA'るといった,丘陵特有の土壤堆積状 4D
1し

態を示す。 V

1且眉新作土(表士)黒褐色土*占性,
しま 1)なし

Ib層 1県褐色土粘性なし,若干し
ま 1〕を有する。基木的には上
屑と同様であるが,近代の適
接の緋作痕か認められない
1~2叩ほどの赤色焼土粒,
たは1~2nⅧほどの口ーム枝7
%ほど含有する。遺物を少量
含む(上層も同ヒ)

Ⅱa層黒褐色粘質土*劇生
わずかに有り,しま
り良好,Ⅱ1眉と 1
層の泥合土と思われ

。遺斗勿を多量に含
、0

nb眉暗褐色ネ占土*占性良
,しまり弱い。 4E

きめの非常に釧 1

Ibかい粒子によっ

て枇成され,
灰白色のlm

V
大の細粒.をわ
ずかに含む。
道物を多是
に含む

K

na

Ia
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叫色粘土粘性,
しま 1)良好、 1
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下部には大小の
礫を多暈に含む
造物を3・雄に含
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検出された遺構と出士した遺物の概要は次の通りである。

縄文時代遺構士坑数基

遺物前・中期の土器,石器,扶状耳飾

平安時代遺構竪穴住居跡5,士坑18,畝状小溝

遺物士器平箱約70箱,鉄製品,(銭貨)

近・現代遺構畝状小溝,性格不明遺構

遺物陶磁器,鉄製品,砥石

第Ⅲ章遺構と遺物

1.縄文時代佛9勵

遺物を出土した遺構は検出されていない。遺物は,上段
ノ

の5・C区を中心に下段にも若干分布する。包含層はⅣ層 C

と考えられるが,後世の遺構まオ'は表士層からの出士も若 B .土器

0石器
干含まれる。土器は,それぞれ小破片で遺存状態もかなり A 7 8 943 652

悪く全体を窺い知るものは少ない。
第9図縄文時代遺物分布

,

器(第10図,図版20)土

1.3~9は,前期初頭から前半にかけてのものである。 1は口縁部が外反し2単位のゆる

い波状を呈する。胴部下半は若干ふくらみ底部は丸底になるものと推定される。内面は様位の

細かな条痕が施されるが,条痕で消しきれなかった指圧痕が散見される。外面は地文にRLR

とLRLの羽状縄文が施され,口縁端部と頸部に文様帯をもっ。端部内外面には刻みが施される。

頸部は粘士紐を貼り付け刺突が施される。さらに上下より爪形が加えられている。隆帯下には

縄文→頸部隆帯→刺突→爪形→半戡半裁竹管により鋸歯状文が施されている。施文順位は,

竹管である。胎士は精練され,細かな繊維が混和材として混入されている。また頸部に補修孔

が見られる。 3.6 は胎士が極めて似ており,胎土・焼成・内面の調整等,1と同様である。

3 は地文に原体RLの羽状縄文をもち,頸部上位に観察される瘤は,刺突により盛り上からせ

る。下位は,竹管状の工具により3条の押し引きが見られる。 4 は不明瞭ながら,上位に原体

LR を押圧しその後,下位に RL を回転させ、ぐいる。 4 ・ 5 は同一個体と思われ,5 が6 の上

に位置すると考えられる。 5は網目状撚糸文,6は半裁竹管によっている。内側には条痕が見

られ,胎士には細かな繊維が混入している。 7の胎土は粗い水晶粒が多量に含まれる。 8は,

半戡竹管による連続刺突が底部と胴部に施される。9は,外面に断続的な深い沈線が施される0

10は肥大する口縁外面に大きな原体RLが施され,下位には横位の沈線が見られる0

2は,一対の環状把手をもっ短頸壺形士器である。無文の口縁部は鋭く外反し,胴部とは連

続した刻み目文を付した隆帯によって画されている。頸部から肩部にかけて付けられた把手に

は,縦方向に五列の刺突文が施されてぃる。また同様な工具で施文されたと思われる横方向の

G

第Ⅲ章遺構と遺物

M

κ

J

H 1
E
 
D
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第10図縄文時代の士器 1・2 14,他は1

刺突列が,隆帯を上下から挟むようし、列巡る胴部プ、らは緩やかに内湾しながらすほまり,

底部に至るなお,胴部文様は縄文LRが方向を変え又ほぼ全面に施文されてぃる時期的に

は中期取終末に比定されよう Hは,中翊前葉に比定Xれ,文様帯は半戡竹処ι・よる横仁の沈

線によって区画され,上位には,半戡竹管による刺突,下位ι、は原体ιRが施される

器(第11・12図,図版2D石

石鉄2,磨製石斧4,石匙1,スクレイパー 1,快状耳飾 1,剥片31が出士してぃる,

下1

石鎌 12'13)は,いずれも凹共無茎鍬である両者とも周辺は押圧剥離により丁寧に仕上

け'られている。石質は12が鉄石英,13が黒耀石である 14は頁岩製の未成品と思われる。

扶状耳飾(15)は,滑石製であり,約半分を欠預する

石匙(16)は,片面に原石面を残す横長の剥片を糸材とする周辺への次加工は,素材の

形状を損わない程度に施されている石質は頁岩である

スクレイパー(2のは,横長の剥片を素材'とし,側辺ι、細かな次加工を施してぃる裏面に

は細かな刃こぽれがみられる石質は、山てある
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21

18

24

第11図縄文時代の石器 12 15 23,16

磨製石斧 1719 は<て蛇紋山製である小型扣

で薄く片刃となるものが般的である

剥片(21 25)は,正・裏面が剥雜面で構成され

るものと,礫表皮を剥ぎ取ったように正面が原石面

を残すものとに大別される前者は 1点(21),他 5

は全て後者である第13図は,後者に該当する剥片

の長帽比であり,7Cm台の小刑のものが多数含まれ

る中には縁辺の1部に刃こぼれ様の細かな剥離が

みられるが,磨滅・光沢等は観察されない
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実測図の表わし方

0須恵器断面は黒塗り,士師器は白ヌキにし両者を区別した。

0撫ではーーーで表わし,削りはーーで表わした。また,撫でと削りの境線はー(沈線または,

器体が明瞭にくびれる部分も実線で対応している)とした。

0削りの方向は→の矢印で表わし,削りの始めと終りの不明瞭なものはーで表わした。

0赤彩部分は,[1^で,黒色処理部分は,[^のスクリーンで表わした。

各器種の細分(第14・15図)

小出越遺跡から出土した遺物は多量でありその主体は平安時代の士師器である。これらは,

ほと人ど遺構内から出土している。士師器には,杯・椀・鉢・ロクロ成形甕似後,甕とする)
(注2)

非ロクロ成形甕・小型甕・鍋・盤・足高杯・台付大型皿等が存在し,各器種の中でも器形や口

縁端部の違いにより数タイプが存在する。

また,本遺跡は第V章2で説明するように土師器焼成遺構と考えられるものが検出されてお
(注3)

り,一般の土器消費地と士器組成が異なる。焼成遺構内から出土した士師器は同一器種.同一
(往4)

タイプを焼成する可能性もあり,遺構内出土のものが特定の器種で同ータイプに片寄ることも

考えられる。したか'つて,遺構内出士の士器様相の違いが即,時期的な違いとは言えず,同一



時期の器種の違いに起因する可能性も存在する。そこで,これら多種の遺物にみられる時期幅,

または同一時期のタイプ差等を整理してゆくためにも,各遺構内出士遺物を説明する前に土器

の分類を行なう。

実際の分類作業は,多量に出士している士師器杯・椀・甕・小型甕・鉢・鍋に関して行ない,

出士量の少ない須恵器の各器種・土師器非ロクロ成形甕・盤・足高杯・台付大型皿については

割愛する。また分類したものは,器種別に若干分類基準が異なる。杯・椀・鉢は,器形全体の

プロポーション・調整技術等を考慮し,甕・小型甕・鍋については,口縁から底部まで全体を

復原できる資料が少ないため,口縁端部の成形によって分類作業を行っている。

杯A類口径の割合に器高・底径が大きく,体部は内湾して立ち上がる。器壁が厚手で体部

下半にへラ削りが施されないもの(AO。器壁がやや薄手で体部下半に回転へラ削りが施され

るもの(A力の2種類に分けられる。ル類には,ごく希にへラ削りの施されないものがある。

杯B類底径の割合に器高が低く,撫でによりくびれた体部下半から急陽処こ内湾し口縁部に

達する。底部外縁部が無調整のもの(BO,底部外縁部の突出部分をへラ削りにより調整し丸

第Ⅲ章遺構と遺物

杯A,

杯AO

杯且杯0

甕
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椀A

杯&
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杭C
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ー《、1、U.

杯C.

杯C.

杯E

第14図士器分類(杯・椀・鉢=レi.5,その他は殆)
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2 平安時代

味をもたせるもの(B力の 2種類に分けられる。

杯C類口径の割合に底径が非常に小さく,体部はやや緩やかに内湾して立ち上がる。口縁,

部が明瞭に屈曲して立ち上がるもの fo),器高が高く大型のもの(CD,底部外縁部の角を撫

で調整により丸味をもつもの(C0 の3種類に分けられる。

杯D類器壁は薄く,体部の形態は緩く立ち上がり口縁部で外反する。ロクロ撫での凹凸が

顕著で,凸部に限ってミガキが施されるものが多い。

杯E類底部から直線的に立ち上がり,ラ、,パ状に開くもの。器壁が厚く,内外面にはロク

口撫での凹凸が顕著に残る。

椀A類体部は内湾して立ち上がり,やや小ぶりのもので体部下半に削りは施されない。

椀B類体部はやや内湾気味に立ち上がり,大型のもの。体部下半にへラ削りが施されるも

のが多い。

椀C類体部はやや直線的に開き,内外面とも入念にへラミガキが施される。

鉢A類小ぶりの底部から内湾して立ち上がり,体部下半に手持ちのへラ削りが施されるも

の。このうち,口縁部が内傾するもの(A'),口緑部を入念にロクロ撫でし,くびれを有する

もの(A2)の 2種類に分けられる。

鉢B類器面調整に入念なミガキが施されるもの。

甕A類口縁部は内傾気味に立ち上がり,端部は丸味を帯びる。口縁端部がつまみ上げられ

ただけのもの(AI),端部の内面を押えつけ外側へ折り返すもの(A力の2種類に分けられる。

体部には粘士紐の凹凸を顕著に残す。

甕B類外側に開いた口縁部を端部で屈曲させ上方へつまみ上げるもので,口縁端部を直立

気味につまみ上げるもの(B,),内傾気味にっまみ上げるもの(B力の2種類に分けられる。

甕C類 B2類で作り上げた内傾気味の口縁端部外面を,新たに押さえ平担な面に仕上げるも

の。

甕D類 B類で作り上げた口縁端部の屈曲部を,新たに撫でにより丸く仕上げるもの①'),

端部内面を隆帯状に盛り上がらせるもの①力の2種類に分けられる。

甕E類頸部の屈曲がほと人ど目立たないもの。

小型甕A類口縁部は内傾気味に立ち上がり端部外面に明瞭な屈曲部をもたないもので,端

部無調整のもの(AO,端部の内面を押えつけ先端部を外側へ折り返すもの(A力の2種類に

分けられる。

小型甕B類外側に開いた口縁部を端部に至って屈曲させ上方へつまみ上げるもので,口縁

端部を直立気味にっまみ上げるもの(B,),内傾気味にっまみ上げるもの(B力の2種類に分け

られる。

鍋A類口縁部は内傾気味に立ち上がり端部外面に明瞭な屈曲部をもたないもので,端部無

調整のもの(A,),端部を肥厚させ丸く仕上げるもの(A2)の 2種類があり, A2 には希に端部

-16-



内面を隆帯状に盛り上がらせるものがある

鍋B類外側に開いた口縁部を端部で屈曲させ上方へつまみ上げるもので,口縁端部を直立

気味につまみ上げるもの(BO,内傾気味にっまみ上げるもの(Bりの2種類に分けられる。

赤彩土器

第Ⅲ章遺構と遺物
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2 平安時代

B.住居跡

1 号住居(第16~18図,図版7)

検出区は 5・ 6・C区にまたがっている。北西から南東に走る数本の畝状小溝によって,か

なりの部分が破壊されている。壁面の立ち上がりは,撹乱の影響範囲外で部分的に確認、される。

中でも西側半分は,ほと人ど破壊されており,復原の部分が多い。また,19・20号土坑が竪穴

埋没後,構築されている信¥しくは, C群土坑で説明する)。

規模は,長軸4.2m,短軸3.8mのほぽ方形を呈するものと推定され,床面積は約16可である。

主軸方位はN・90゜・Eである。遺構確認面での掘り込みは,中でも遺存状態の良い竪穴東側で

約44師を測る。

覆土は全部で9層に識別されるが,19・20号土坑の覆土を除き本住居自体の覆土としては8

層に分けられる。大きくは2~ 5層の黒褐色士を主体とするものと,6 ~9層の黄褐色士を主

体とするものに大別される。後者は基本士層Ⅳ層にきわめて近似する。各層には炭化物・焼士

粒が粒の大小・量を問わず含有されている。

d

1

(D

^

@

Cよ)

マ四
◇心
§、
ト@山

19号土坑

to

UI

⑲

"、、、ーーよー'

＼

57.92m
AG-

1 】邑

↓如

3井品色土焼士粒 1~10
m7%,炭化粒1~5叩
5%,よくしま0ている
煕褐色土焼土粒・炭化
粒 1 ~ 3mm3 %。
岫褐色土焼土粒 1~10
脚 5 %,炭化村.1 ~ 3叩
2%。黄色土と従介
坐褐色土焼土粒1 10
m7%。 3層に近似
帖祝色土黄色士と況合
が多い。 3屡に近似

d,

19号土坑
'.、1.立f、」

〔口火床

9 8

20号土坑

1

第16図

^^

6府 にぷい典褐色士焼土粒
炭化村 1~ 3伽 1%。

黄色土と混合
禍色士焼土粒1~5叩
250。

樹色土焼土村11~ 5朋
100,炭化料n~2m 2%
栂色土地山プロノク泥

8 眉にi斤似仁1,

霞闘撹乱

2

1号住居(140)

→A'
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硬化した床面等は確認、されな 6、'る肝
→.'ニ

かった。 9層は,地山(V層)ブ

ロ、,クが多量に含まれ,下面は凹 寸^^^

ーーーπ一ーーー L υ)ー'气

凸が著しく本住居の掘り形面と考 一庁 、
゛ノ

下^
^^^^

'、、、1_、ノ て,
えられる。 U)

/＼
ノ

yノ

周溝は検出されなかった。
X;_ー

ピ・"トは 3基検出され竪穴のほ
、

ぼ中央に位置する。いずれも深さ
、

、、、、は10cm前後と貧弱で主柱穴となる S一石 ノノ、

、、

、、___ノEコ火床ものは無さそうである。

第17図 1号住居カマド(レ色5)カマドは,竪穴の東壁ほぼ中央

に位置するが,ほと人ど破壊された状態で検出された。構築時に使用したと考えられる角閃石

安山岩の自然角礫が6個,中央にまとまって出土している。周辺には炭化物・焼土が多数出士

しており,特に礫集中部の西側には,火床と思われる落ち込みが確認、され地山が硬く焼けてい

た。また,カマド

N
両脇の壁は,撹乱

、120号土坑部分にあたるた

、、、、
め,明確に検出す

ー...

,,';".. ゛:......
.... .

ることは出来な ..
.

.'.
.

.、ノ. ....

かった。 .

'、ノ'
..

出士遺物(第19
..

、ノJ__、ーーーー、、!、

~ 22 図,図版21・

22)

本住居から出土

した遺物は,須恵

器・土師器・礫に

分けられる。須恵

器は杯と蓋の細片

が5 点と少なく,

図化できなかっ

た。礫に関しては,

その多くがカマド

構築の際,使用さ

れたものと考えら

;(

Z
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2 平安時代

れる。したがって遺物の大半は土師器である。

遺物分布状態は,19・20号士坑内出土のものを除き,ほほカマドとその焚き口部周辺に集中

している。遺物のほとんどは,2~ 5層の黒褐色士を主体とする層に含有されており,床面付

近と考えられる8 ・ 9層に含まれるものは,小破片のみ僅かである。カマド範囲から出士した

ものも前述のように浮いたものが大半を占めるが,中でも第19図にレイアウトしたものは,崩

れた礫の下から重なるように出土しており,しかも個体の半分以上の破片であるため,本住居

出士遺物中では最も信頼性の高い共伴資料と考えられる。

接合状況は,19・20号士坑との関係が少数見られるが,大方はカマド付近とその焚き口部周

辺での接合が多い。したか'つて,ここではカマド付近のものと覆土出土のものに分けて説明す

る。

カマド付近出士遺物佛19圓

杯(1~田器形全体の特徴よりC2・ E類の 2種類が含まれる。細片のため分類できない

ものも多くある。

C2類(1・2)は両者とも胎土・焼成が極めて似ており底部切り離し後,周縁部分のみ撫で

が加えられ丸味をもたせている。また内面は,滑らかに仕上げられており,体部には部分的に

黒斑がみられる。

E類(5)内面は撫でにより滑らかであり,本類に多く認、められるロクロ痕は消去されている。

その他,3・4は小片であるため詳細は不明であるが,特に4の口縁部は異常に厚いため,

E類の可能性がある。 6は唯一,体部下半に手持ちによる削りが施されている。

甕(フ・ 8) B1類(8)・ B2類(フ)が出土している。 7 は内面に,8 は外面にそれぞれ細かな

カキ目調整が観察される。また8の口縁端部のつまみ上げはきわめて大きい。

覆土出士遺物(20~22図)

竪穴から出土したもので,上記したカマドより出士したもの以外をここで取り扱うこととする。

叉一「、X 5

モ戸子ι ＼t丑1..三ニイ

2

第19図

7

1号住居出土土器カマド付近(1五)
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2 平安時代

覆士2 (↓弓)
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杯(9 ~35)底部破片の識別により50個体以上が含まれると推定される。 AI・ A2・ BI・ CI・

CU D ・ E類の多種類が出士している。

A1類(9 ・10・11・29)は本住居九ら出士した杯の中で最も焼成が良い。 10は内外面ともロク

口痕をかなり残すが,Ⅱの内面は撫でにより平滑に仕上げている 0

B1類Q2~18),内面は,比較的遺存状態の良い12・14・15・16をみる限り,撫でにより平滑

に仕上げている。13・14・16の体部外面には,広い範囲で黒斑が認められる。15は,外面の口

縁部に鉱物が溶解したような,黒色のガラス質付着物がみられ,焼きは非常に硬く,器体は部,

分的に還元焔焼成の様相を呈す。

C1類a9・2のは,内面が平滑に仕上げられている。

C3類(21~25)は,内面がいずれも平滑に仕上げられている。 24の底部付近は,ヒビ割れによ

る歪みを生じている。22は,器高が高く,底径が小さい標準的タイプである。

D 類(26~28),28は内外面のロクロ痕凸部に対し,ミガキが施される。 26は,外面のロクロ

痕凸部に対し,不明瞭ながら光沃が観察される。

その他(30~34)は,破片のため分類できなかったものであるが,15は体部の立ち上がりから

E類に近似し,31~33は,器高か低く,口緑に向かって外方へ広がるように開くことからD類

に近似すると考えられるが,器壁が厚く,口縁端部の作り出しも異なることから本類に含める

ことはできない。34は,底部回転糸切りの後,底部と体部下半に対し,削りが施されるもので

本住居では 1点のみの出士である。器面はかなり荒れているが,削り部分の粒子の動きから,

回転による削りと考えられる。内面は平滑に撫でられている。

黒色士器(35)は 1点のみの出士である。

椀(36) A類に含まれる。 1点のみの出土である。

小型甕(38~48)口縁部破片の識別により13個体以上が含まれると推定される。 AI・ A2・

BI・ B2 類が出土している。

A1類(47)は 1点のみの出士である。他の同種のものに比べ器壁がかなり厚い。

A2類(38~40・43・45)は本件居出土の小型甕の中で最も多いタイプである。他のものに比べ,

最も器壁が薄く胎土・焼成も良くない。 38のように胴部が張らないものと,45のように張る,

ものとがある。

B1 類(41・42)・ B2 類(44・46)は金体的に焼成が良く,胎士も精練されているようである。胴,

部が張るもので占められている。42の口縁から胴部にかけては,広い範囲で黒斑がみられる。

48は,底部破片である。底部内面から胴部にかけてロクロ痕が顕著に観察される。

甕(49~59)口縁部破片の識別により15個体以上が含まれると推定される。しかし,個体

別の口縁部破片の割合に比べ,胴部破片の数が異常に少ない。 AI・ A2・BI・B2・D2類が出土

している。

A1類(49・50・52)は,胎士に大小の白色粒が含まれており,他のタイプのものと区別される。

第Ⅲ章遺構と遺物



頸部の屈曲部から体部にかけては,輪積み

痕の凹凸がそのまま残され,その凸部に

限ってカキ目詞整が施されるこれらは,

A,類に特徴的にみられる体部上半への調

整と口える。 49・50は,体部が張るが,52

は,若干ふくらみをもつ程度と推定される。

A2 類(51・53)の体部には, A1 類でみら
、ー、 t4

れた頸部屈曲部から体部上半にかけての顕

著な輪積み痕はみられないが,他のタイプ.,

に比べ凹凸は目゛つまた凸部へのカキ目

調整もA1類ほど顕著ではないが観察され
,

る。体部の張りは,両者とも,それほどふ
':Eよ-J

,'
くらみをもたない

'゛゛

B1 類(54 ・ 56 ・ 57)は, A類ι、比べると

般的に焼成が良好である外面体部上半は

A類とは異なり,輪積み痕をカキιより

』

平滑に調整している '▲

B2 類(59)は,他に 3 点出士している

鉢(37・60)は図化した 2個体のみである

いずれも細片の六め<体像をとらえることはできなかった

1 1

第22図 1号住居出土土器拓影(兎)
W内の数字は遺物番号

37は,内外面撫で調整により丁寧

に仕上げられている。取も近似する形態であるA2類に比べ小型で器壁も厚く,口縁部が外反,

する 60は口径が不明であるが,ラ、,パ状に口縁を開き,外面にはへラ状工貝により沈線が施

されている

鍋(61 67)口縁部破片の識別ι、より12個体以上が含まれると推定される甕同様,別個

体の口縁部破片が多く,それに見合うだけの体部破片は出士していない。 AI・B,・B2類が出

士している。各資料とも外面体部上半から口縁端部にかけては撫で,内面はカキ目によって調

整が施されている

A.類(63)は他に 3 点出士している。 B,類(61・64・65)は本住居から出士した鍋の中で取も多

いタイプである。

氏類(62・66・67) 67は唯,全体像の復原できる個体である外面体部上半から内外面の

口縁部にかけて撫で調整が施され,体部下半は格子叩き目によっているその後,体部の撫で

と叩き目との境に限って不定方向に削りが施される内面体部上半は横位のカキ目,下半はハ

ケ目調整か施されるまた下半に限って,前段階の押圧痕がカキ目により消去されず部分的に

残存する
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2 号住居(第23~28図,図版8)

土師器焼成遺構とも考えられるが詳しくは,第V章で述べる。ここでは一応,住居として説

明する。検出区は6・D区である。基本的には方形のプランを呈するが,北西隅には大きな張

り出し部分をもっ。ここでは覆土の連続性から,張り出し部も住居の一部と考えておく。
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1層暗褐色土耕作土。

2府暗褐色土耕作土.しまり若干あり
3層μ↓褐色土粘性,しまり若千あり
4屑川色土焼土粒1~5加を若干含む
5 屡旦1、褐色土焼土粒 1 -]0伽10%,炭化粒 1 ~ 3mml゜0
6府褐色土焼土粒1~10所2%.黄色土粒が混合
7屑暗褐色土焼土粒と黄色土粒の混合土

2

/

多叶

.,

δ,
タ,

10

B'
ノづタ

戸ず

タ"'

8層

9層

10眉

P8

PO

褐色土焼士村・炭化粒・無色土の混合士
明褐色土,黄色土を多量に含む,住居の第 1次椎械土
暗褐色士炭化粒1~ 4mm2%

焼土眉

褐色土地山プロソクを混合,住居Ⅷ土9層に近似

第23図 2号住居(↓40)
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2 平安時代

規模は,方形

部分で長軸4.8

m,短軸4.3m

を測り,床面積

はおよそ20.51r゛

である。主軸方

位は N -65゜・圦1

である。確認面

からの掘り込み

は,北西隅の張

り出し部分で

64Cm,東壁で

54Cmとかなり深

.ー

契0
N~

N

"゛ー^

とエミゞ

-26-

いが,南西部で

は,後世の耕作による士壌流失が見られる。張り出し部分の床面と壁の立ち上がり部分には,

火の影響により硬化した面力靖忍めら力、る。床面はかなり広い範囲で焼けてぃるのに対し,壁面

は,部分的に硬化している。また北東隅に位置する火床と思われる硬化面は,本住居のカマド
(注5)

火床としたが,不明な点が多い。

覆士は第3 ~10層の8層に識別される。これらは 1号住居同様,3 ~ 5層の黒褐色士.を主体

とするものと6~10層の黄褐色士.を主体とするものに 2大別される。 9層を除く各層には炭化

物'焼士粒が粒の大小・量を問力ず含有されている。また5と9層に狭まれ六部分に炭化物の

層が確認、されている。これらは竪穴のほぼ中央部のみに分布してぃる。

床面は,火床のレベル・硬化面舗・の存在から,ほぼ掘り形と同じレベル(9層下面)がこれ

に相当するものと考えられる。

周溝は,方形を呈する部分にのみ検出されている。北西の張り出し部分を除き,ほぼ全周す

るが,北東隅のカマド周辺で部分的に跡切れる。幅10~40cm,深さは10伽平均である。覆土は

竪穴の第1次堆積士である9層に近似する。

ヒツトは全部で18基確認されている。その中で周溝内より検出された PI~P6 と P7 は,深

さ30cm前後を測るしっかりした穴で,本住居の柱穴と考えられる。それぞれの隅を占める PI.

P4' P5' P7 の内, P1 を除く残りの穴は,底部が外側に傾斜するように穿たれてぃる。張り

出し部分の壁面にも,大小のピ、,トが存在し,その多くは柱穴同様底部を外側に傾斜させてぃ

る。

カマドは,東壁の北側に位置すると推定されるが,半ば破壊された状態であったため,構造

等をとらえることはできなかった。周辺には若干掘り窪められた火床が存在し,カマド構筑時

、

、
、 〒ゞ,ゞ＼
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に使用されたと思われる自然礫が散乱する。

出士遺物(第25~28図,図版23・24)

本住居から出土した遺物は,須恵器・土師器・礫に分けられる。礫に関しては 1号住居同様

カマド構築に使用されたと考えられる。

遺物は,大半が方形部分より出士しており,張り出し部分からの出士は少ない。出土層位は

床面直上からのものが細片のみ僅かで,ほと人どは浮いた状態で4 ・5層に含まれている。ま

た,士器が限られた範囲に集中するということはなく,ま人べ人なく含まれている。接合状況

は,方形部・張り出し部の別なく,かなりの距離を隔てたものが接合する例が多く認、められる。

また垂直分布からも,上下約30cm雜れた土器片が接合する例がある。住居外との接合関係で特

筆することは,距離を隔てて東側に位置する6号士坑との接合関係である(詳細は6号士坑参岡。

須恵器(68~76)

蓋(68~70)つまみ部・端部折り返し部等の識別により5個体以上が含まれると推定される。

68・70は,本住居出士品の一般的な形態で,器高が低く,端部の折り返しは弱い。また,つま

み頂部は平坦に仕上げられる。それに比べ69は,器高も高く,端部の折り返しも強い。そして,

宝珠形のっまみをもち,天井部を回転へラ削りの後,撫でにより丸く仕上げている。また,内

面中央には,回転糸切り痕が不明瞭ながら観察され,成形技術の端を窺い知ることができる

(第28図12)。

有台杯(71・72)僅か2点のみの出士である。底部は回転糸切りの後に撫で調整が施される。

無台杯(73~76) 6点出土してぃる。底部はいずれも回転へラ切りの後,撫で調整が施さ

れる。 75・76は,台付か否か不明であるが,器壁の薄い作りである。

土師器(フフ~129)

杯(フフ~10D 底部破片の識別により501剛本以上が含まれると推定される。 AI・ A2・ B2類・

赤彩士器が出士している。

A2類(93~10のの胴部下半の削 1)は B2類同様,回転を利用したものである。遺存状態の良好

な93.96を見る限りでは,削りの後,撫でによわ滑らかに仕上げている。また,これらの器壁
(注6)

には,火の影響と思われる剥落が目立っ。95は,かなり歪人でおり,接合もままならなかった。

内面はB2類に比べると粗く,ロケロ痕を消すような撫で調整は見られない。

B2類(フフ~91)の底部から胴部へ立ち上がる部分に施される削りは,全て回転を利用したもの

である。体部の立ち上か'りは,若干内湾気味になるのが一般的で,内面は撫でにより平滑に仕

上げてぃる。86~90は,口縁部の破片であるが,体部の立ち上がりからB類とした。

その他図化してぃないが, B,類と思われる底部破片が僅か1点出士する。他は全て上記し

た体部下半に削りを施すもので占められている。

赤彩土器(102・103)は底部破片の識別より10個体以上が含まれると推定される。形態または

成升犲支術等は A1類に類似するが相対的に大型のものが多い。体部下半を削るものが大半であ

第Ⅲ章遺構と遺物
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2 平安時代

^^
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125

126

るが,103のように大型の椀になるものが少数含まれる。また,102のように,器壁にロクロ痕

を顕著に残す薄い作りのものが1点だけ含まれている。破片の多くは,火の影響により器壁が

剥落するものが目立つ。

椀(104) 104はA類に含められるが,中でも底径が異常に小さい。

鉢(105'106)口縁部破片の形状より図化した 2個体が出土している。 A,類(106). A2 類

127

第27図 2号住居出士土器覆士3 (1五)

128
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(105)に分かれる同個体と思われる破片から成形技術をみれば,底部は回転糸切り,体部

下半は,手持ち削りによっている

小型甕 07 H4)底部破片の識別により17個体以上か<まれると推定される底部破片が

多量に出土しており,それに見合うだけの口縁から胴部にかけての破片は出士していない。す

べて A1類である。Ⅱ2は,器壁が中でも一番厚く,頸部屈曲部から口縁端部にかけて大きい

113・Ⅱ4等の底部破片の観察(第28図 6 ・フ)から,回転糸切りの後,底部外周に限って,ヘフ

状貝ι、より放射状または不定方向へハケ目が加えられるものも目立つ

甕 a15~125)口縁部破片の識別により13個体以上が含まれると推定される個体別の

縁部破片の割合に比べ胴体破片の割合が異常に少ない印・B2・D類が出士している

B,類Q15~121・123・125)と B2 類(122・123)の調整はほぼ同一である。内面は,体部上半か

ら口縁端部までを撫で(部口縁部にカキ目を施すものもある),下半は,押圧痕をそのまま残す

ものと,カキ目調整により消去するものとがある(第28図8 ・ 9 ~Ⅱ)。

D類(124)は,器胖が薄く,口縁部の作りによっても小型甕A1類をそのまま大型化したもの

のようであるしかし外面頸部屈曲部から体部にかけては,横位のカキ目が施され,小刑甕に

般的にみられる輪積み痕の凹凸は,きれいに消去されている

口縁部破片の識別により5個体以上が含まれると推定される甕同様,別鍋(126~129

個体の口縁部破片が多く,それに見<うだけの体部破片は出士していない B,・B 類ι、2分

第Ⅲ

凡

9

第28図 2号住居出士士器拓影(1弓)
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2 平安時代

される。 B1類a26・128)と B2 類(127・129)は,器体に見られる調整痕がほぼ同一である。内面

は,頸部付近が撫での他,カキ目が施されるが,体部下半は不定方向のハケ目である。また,

129は不明瞭で図化しなかったが,押圧痕が下半に部分的に残る。

3 号住居佛29図,図版9)

方形と推定される落ち込みと,その外周に沿う溝とによって構成される。検出区は下段の北

西側,標高48mの南西に緩く傾斜する4 L区である。方形部の落ち込みは竪穴住居の壁面と

推測される。西側から南側にかけては耕作等によって破壊を受け壁面は確認されなかった。

方形の長軸・短軸は不明である。遺構検出面からの掘り込みは遺存状態の良い北側で15伽で

ある。

覆土は黒褐色粘質士で,多量の黄褐色粘士がブロ"ク状に混入する単層である。

外周溝と言えるかどうかは不明であるが,方形の落ち込みに沿って溝が検出されており,排

水溝とも考えられる。覆士は住居の覆士と同様であり,平安時代の土師器片が出士している。

溝は方形部の北壁と東壁にほぼ沿うように 1~1.2mの間隔をおいて位置しているが,南側は

序々に方形部より遠ざかっていく。幅は30cm前後を測る。溝の先端部は傾斜によって消滅する

のかそれとも底部が序々に立ち上がるのか確認できなかった。溝の深さは確認面から平均20伽

を測る。ピットは検出されていない。

カマドは確認されなかったが,方形部の東壁延長線上に長径1.2m,短径0.75mの範囲にわ

たって火床部分が検出されている。

出士遺物(第30・31図,図版25)

住居及びその周辺から出士した遺物は須恵器と土師器で,士師器が大半を占める。須恵器は

蓋1個体,杯2個体分である。士師器は杯と甕が多く,他に小型甕と鍋が続き,蓋と台付大型

皿各1個体である。方形部の南東側に遺物の集中している地点が認められ,その殆どは床面と

推測される付近より出土している。また,遺物の接合状況もこの集中地点内での接合が多い。

146は隣接する 5号士坑と接合している。第30・31図にレイアウトしたものは全て,集中地点

からの出士である。

須恵器 a30 ・132)

蓋(130)天井部外面はロクロ撫でによる凹凸が顕著でやや窪人でいる。天井部と体部の境

目は回転へラ削りが施されている。

杯(132)墨書は「V」字が並列したような形で描かれ,文字か記号かは不明である。

士師器(131・ 133~147)

蓋(131)県内では出土例が少ないが,器壁が厚い他製作技法は須恵器の蓋と同様である。

天井部はほほ平担で口縁端部はわずかに屈折して丸く仕上げられている。

杯(133~137)口縁部破片の識別により9個体以上が含まれると推定される。破片のため



明確ではないが,大きく B類とE類に分類される

E類 133・134)体部はほぽ直線状に開くが,134の口縁部は少し外反気味である。

B類 135 137) 135は B 類で,体部下半は横方向のへラ削りによって底部を小さく仕上げ

ている口縁内外面には様にスス状の付着物が観察される

小型甕 a38)胴部破片の調整痕により9個体以上が含まれると推定されるが,口縁部破片

は見当らず,底部の破片もわずかしか,忍められない
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甕(139~143)口縁部破片や胴部破片の識別により10個体以上が含まれると推定される。

DI・ E類が出士している。

D1類(139・141~143) 139の口径は比較的小さく,中型の甕と考えられる。体部と口縁部の,

一部にススが付着している。141は口縁部が「く」の字状に大きく外反している。141~143の

口縁部は,ロクロ撫でによって殆ど稜をなさず丸くふくらみ,そのまま薄くつままれている。

胴部は3例とも薄くつくられ,特に外面はロクロ撫でが強く凹凸になっている。その凸部には

カキ目痕が見られる。胴部下位は叩き目になるものと考えられる。

E類(140)胴部から口縁部にかけて直線状に,やや開きながら立ち上がっている。頸部が

わずかに窪み口縁部がやや外反する。口縁端部は把厚し,ほほ平担になっている。

鍋(145~147)口縁部の形態から3個体とも A2類と推測され,いずれも底部欠損している。

145の口縁部は外反した後,端部を薄くし,内側に丸くつままれる傾向も見られるが磨耗して

いるため,明瞭ではない。146は 5・L区の5号士坑出士の破片と接合する。147の体部内面上

位のカキ目は粗くなっている。146と147の体部下位は外面に平行叩き目が,内面には同心円状

の叩き目の後,ハケ目により調整されている。これらは胎士や胎土に含まれる砂粒の量・色調・

製作技法など類似している。

台付大型皿(144)底部には高台が付く。全体的に均整がとれているように見えるが,細部

では底部内面のハケ目痕や体部外面下位のへラ削り痕が不定方向に残り,高台内面では一部回

転へラ削りによる凹凸がみられ,粗雑な作りである。

第Ⅲ章遺構と遺物
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2. 平安時代

4 号住居(第32 ・ 33図,図版10 ・1D

検出区は,6・B ・ C区で,住居西側半分は桜乱により破壊され,全体のプランは不明である。

規模は,長軸・短軸とも不明であるが東西方向にのびる方形を呈すると推測され,床面積は

15'以上を測る。住居東側の壁面を基準とする主軸方位は, N・4゜・Wである。

遺構確認面からの掘り込みは,遺存状況のやや良好な住居東側で50cm,北側で45Cmである。

覆土は,4層に識別され第1層の黒褐色士は一部にしか残存しておらず,竪穴上面はかなり

撹乱を受けている。覆士の主体となる黄色士ブロ"クが混入する褐色土は,平均して20~25師

の幅でレンズ状に堆積している。床面直上にまぱらに堆積している第4層は,黄色土が多量に

混入するもので,住居が埋没する時に周辺の地山が流入した第1次堆積土と推測される。
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ピ、,トは 7 基確認され, P 2 ・ 3 を除き直径30~40師の円形プランを呈するものが多く,床

面からの深さは平均して10~20cmである。 P2 は直径55師の円形プランを呈し,深さ30師を測

る。また,住居西側P5とP7 の中間に火を受け赤く硬化した面が検出された。覆士は3層に

識別され,第3層の褐色士からまとまって士師器片が出士している。P 3 は長径55Cm,短径45Cm

の楕円形を呈し,深さは580mを測る。覆土は褐色土を主体とするが,焼土粒・灰・炭化物が多

量に混入するもので,カマド内埋土の廃棄ピットとも考えられる。

カマドは,住居の南側ほぼ中央に位置する。焚き口の袖部は人頭大の礫によって構築されて

いたと推測されるが,半ぱ崩壊した状態で検出された。また,カマド周辺の壁立ち上りも不明

で,住居南側は全体に遺存状態が非常に悪い。カマドの規模は,幅が約90cm,長さ95師の方形

を呈するものと推測される。さらにカマドの奥の一段高い竪穴外と思われるところに,幅5.5Cm,

長さ60cm位の窪みが確認された。士層断面や位置などから煙道と考えられる。
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2 平安時代

出士遺物(第34~42図,図版26・27)

須恵器・士師器・内面を黒色処理する黒色土器が出士している。このうち大半は土師器が占

めている。須恵器は他の遺構に比べ数量が多く,甕胴部破片・短頸壺片がそれぞれ1点以外は

全て供膳形態の蓋・杯である。士師器にはロクロ成形・非ロクロ成形があり,後者は量的に少

ないが,平安時代の士器としては器形・技法等,極めて特異である。その他に,士師器の蓋で

内面を黒色処理した黒色土器が出士している。覆士以外に,各ピットより士器が出土している。

細片で図化できなかったものが多く,このうちP5からは甕1個体, P7では甕1個体・非口

クロ小型甕2個体, P8では士師器細片が数点出土している。いずれも口縁部片は出土してぃ

ない。 P I~ 4 出土の土器は大半が第34・35図に図化したが,このうち P 2 ・ 3 は,覆士内よ

リー括して出士しており,且,遺存状態が良好で貴重な資料である。

ピット1 出士土器(148・151)は,2点のみである。 148は無台の杯で,内面は粘土紐痕の凹凸

が顕著で,底部は回転へラ切りが観察される。151は須恵器の技法をそのまま踏襲しているが,

色調は明褐色を呈し軟かく酸化焔焼成と推測されるため士師器とした。口縁端部はっままれ,

稜を有し垂下する丁寧な作りである。

ピツト2出士士器 a49・152)は,図化したもの以外に土師器杯 1点が出土している。 149は杯

C1類に分類され,体部下半でくぴれ内湾気味に立ち上る器形である。152は甕で破片数は15点

を数えるが全て胴部片で,口縁部が出土していないため分類不可能であった。破片は1部内外

面に炭化状のものが付着し,赤味を帯びている部分もあり,煮沸用として使用された痕跡が観

察される。

ピツト4出土士器(15のは,図化したもの以外に士師器甕2個体分が出土している。150は器

形の大きさなどから小型甕の底部と推定される。内面は粘士巻き上げ痕の凹凸が顕著で,底部

には回転糸切り痕が観察される焼成良好な士器である。甕は口縁部がなく全て胴部破片で,1

個体は薄手で外面は叩き痕があり,器面全体に炭化状のものが付着し黒色を呈してぃる。内面



は丁寧な撫で調整が施されている。

ビット3出士土器(153~165)のうち,土師器の甕胴部片以外の全ての個体を図化した。須恵

器蓋1個体・士師器杯9個体・甕3個体である。杯は形態の識別から大半がB1類である。

須恵器蓋(153)口縁端部は,やや丸味をもって垂下するもので,外面縁辺部は帯状に黒化

しており,重ね焼き時に生じたものと推定される。

士師器

杯 a54~162)は,全て内面が平滑に撫で調整されるもので, B1類である。遺存状態が良好で,

技法や底部回転糸切り痕も明瞭に観察できる。157は内面に細かい墨滴が付着し,これは覆士

出士の213にもみられる。

'＼
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2. 平安時代

甕(163~165)は,いずれも口縁形態からC類に属する。胴部下半の破片も多く,外面叩き目,

内面押圧痕の後カキ目が施されている。接合状況では,164がカマド出土のものと接合してぃ

ることが注目される。

覆士出士遺物

須恵器 a66~192)

他の遺構に比べ須恵器の数が目立つが,器種別では供膳形態である蓋・杯がその大半を占め

る。破片の識別により蓋29・有台杯6 ・無台杯19個体以上含まれるものと推定される。

蓋 a66~17フ) 166・167 ・175・176は,いずれも偏平ながら宝珠様のつまみをもつ。天井

部は回転へラ削りにより調整されているが,166・167・175はさらに撫でを施し滑らかに仕上

げている。167と175の内面には墨痕が観察され,175は磨られていることなどから転用硯と推

定される。 168~174・177は,口縁端部が丸味をもっものや細く垂下するものなどいくっかの

形態を観察することができる。内面に墨痕が観察されるものに171と173があり,173は磨り面

を有し,形態などから175と同一個体の可能性が強い。172と177は他の蓋に比べ焼成が不良で,

色調も白っぽく軟かい。

有台杯 Q78~183)は全て付け高台で,底部は回転糸切りと回転へラ切りの2種類が観察され

る。糸切りは179~182,ヘラ切りが178・183である。糸切りの杯は,全体的にロクロの依存度

が高いようで,直線的で丁寧なっくりを呈している。179の底部外縁は,ヘラ削りにより調整

されている。

無台杯 a84~186・19のは底部回転へラ切り技法で,糸切り底のものはない。186は焼成不良

で,灰白色を呈して軟かい。その他は台付か否か不明であり,187は頸音Ⅲ寸近でわずかに外反

する器形で,それ以外は直線的に立ち上がるか,やや内湾するものである。

短頸壺(19D 1点のみの出士である。極めて薄い作りである。

士師器 a93~282)

多種多様な器種が含まれている。ロクロ成形・非ロクロ成形があり,大半はロクロ成形の士

師器である。特にことわからない限り,ここではロクロ成形の土師器をさすこととする。

蓋(193) 1点のみの出士であり,内面はミガかれ黒色処理されている。本遺跡出土の士師

蓋中,最も丁寧で薄い作りである。

杯 a94~223)口縁部破片より堆定80個体以上出土している。 AI・ A2・ BI・ CI・ C2 類の

5種が出士している。 B類が他の形態に比べ数量が多い。その他,分類の範疇に該当しないも

のが数点見られる。

A1類(209・210・215) 209・210は A2 類に比べ小ぶりで胎士は緻密である。両方とも非常に

丁寧な作りで,遺存状態も良好である。209の立ち上がりは,体部中位からやや直立気味とな

り口縁部付近で若干くびれる器形で,底部は目の粗い回転糸切り痕が観察される。213は内面

見込み付近に墨滴と思われるものが多量に付着し,体部から口縁にかけては細かい墨の粒が飛

-40-



び散った様子で付着している。胎士に細砂が多量に含まれ,表面はザラザラしている。215は,

体部中位から急、激に内湾し,口縁で直立気味となるものである。体部の形態などからB類の範

疇とも考えられるが, B類の特徴である底部から体部下半のくびれがまったく観察されないも

のである。

A2 類(217・219・220)は,体部下半から底部にかけて器壁が厚くなるもので,いずれも体部

下半に回転へラ削りが観察される。焼成時に受けたものと推定される焼けムラか司立つ。

B1 類(194~196 ・ 198~205 ・ 212 ・ 213 ・ 218 ・ 221)は,胎士がやや半且く,大小の白色粒子が含ま

れるが,一部202・218のごとく胎士が緻密で他と区別されるものもある。 B1類の特徴である

底部から体部下半のくびれは,さらに指頭によって撫でつけ底部外線を突出させている(199・

200・202・194)。外面は磨耗しているものが多く,焼成時のものと思われる焼けムラが目立つ。

221は二次的に火を受けたものと推定され,遺存状態の非常に悪い士器である。

C1類(197・214)は,焼成がやや不良で器面は荒れている。体部の傾きなどを考慮すれば207

208も含まれる可能性がある。

C2類(211)は 1点のみの出士である。底部は欠損しているが体部の形態から本類とした。

その他(206~208・222・223)は口縁及び底部の破片で,分類不可能であった。ただし206は杯

というより皿になるものと考えられ,体部下半は入念に削り調整が施されている。器面は荒く,

底部は回転糸切りである。

足高杯(224) 1点のみの出土である。底部は,回転糸切り離し後,高台を貼り付けている。

焼成は非常に良く,胎士には大粒の白色粒を含む。

小型甕(231~246)口縁部破片より17個体以上が含まれるものと推定される。いずれも破片

で,口縁部から底部まで接合できるものはない。 AI・ BI・ B2類が出士している。

A,類(232・235・237~240・242)は,口縁部をつまみ上げ端部を細く仕上げている。このなか

でも頸部が強く外反するもの(232 ・ 235・ 237・ 238)と,緩いもの(239 ・ 240 ・ 242)があり,強く外

反するものは体部の幅が口径より大きくなるものと考えられる。

B1類(233.234.241) 233の内面は粗いカキ目が全面に施され,厚手である0

氏類(231)は 1点の出士である。端部がやや内傾するものを本類とした。砂粒を多量に含み,

焼成は良好である。

甕(226~230.247~266)大別してロクロ成形の甕と非ロクロ成形の甕類がある0 ロクロ成

形の甕は,口縁形態の識別により15個体以上含まれるものと推定される。口縁部から底部まで

接合できるものはないが,体部上半は撫で,又はカキ目,体部下半から底部は叩き目が施され

る。 BI.B2. C類が出士してぃる。 C類がその半数以上を占める。一方非ロクロ成形の甕は,

口縁部及び底部の識別より13個体以上含まれるものと推定される。口縁形愈やプロポーシヨン

から数種類の器種又はタイプに分類されるものと推定されるが,数が少ないため,個々の説明

を加えるに止め,分類はしなかった。

第Ⅲ章遺構と遺物



2 平安時代

B1類(230・248)は 2点の出土である。 248は230に比べて頸部から強く外反するもので,口縁

端部を丁寧に撫で,直立気味に調整している。外面体部にカキ目が施され,焼成も良好である。

B2類(227~229) 227・229は外面端部っまみ上げにより凹部が著しく,口唇部にそって沈線

がめぐっているかの様に観察される。227は体部下半の叩き目を施した後,上半にカキ目を施

し調整している。

C類(226・247・249・250~252)は,口縁外面端部を B類同様っまみ上げ内傾させるが,その

後引き伸さず口唇部を押さえ平扣な面を作り出す。断面は台形を呈するものが多い。体部中位

で器形の最大径を測るものが多いが,252は体部上半で最大幅に達するものと推定される。

226'247・249・251は器面の赤色化,黒い焦げ跡,炭化物の付着等が観察され,煮沸用に使わ

れていたものと思われる。

非ロクロ成形甕(253~266)器形にバラエティーがあるが,基本的な成形技法はある程度一

致している。口縁から体部にかけては外面縦位のハケ目,内面横位のハケ目が施され,外面体

部下半は削られ,底部は平底になるものが多い。253は器面の凹凸が著しく,やや粗いハケ目,

が口縁から底部にわたり施され,口縁部から頸部にかけてはその後に横撫でされ,ハケ目を消

している。体部の底部付近も撫で調整が施されている。頸部の屈曲は緩く,器形の最大幅は口

縁と体部で同じ位になる。底部は平底で粗く撫で調整されている。254は頸部が屈曲しないで,

口縁端部を横撫でによりっまみ上げたのち,外方向へ折り返し突出させるもので,口唇部より

下方約1師位の幅でハケ目が消されている。内面には横撫でが施されるが,粘士紐痕が顕著に

観察される。255も甕の破片と推定され254と類似するが,口縁部は折り返さず,体部から直線

的に口縁に達するもので頸部も不明瞭である。256・257は小型の甕底部と推定されるいずれ

も平底で,底部は撫でが施されている。257は内外面とも黒く焼けた痕跡があり,器面はやや

脆い。内面はへラ状のもので撫で調整が施されている。258はややラッパ状に開く器形のもの

で,口緑端部を横撫でし,やや内側から外傾し開く。外面は細かい縦位のハケ目,内面にも細

かい横位のハケ目が施されている。262は頸音Ⅲ寸近でわずかに器壁が薄くなり,口縁で厚手に

なるもので,口縁端部をやや押えながらっまみ,稜を作り出している。外面口縁から頸部にか

けて撫で,体部はハケ目が施される。体部下半及ぴ底部は不明であるが,成形技法等から263

と類似する。264は262などに比べ,器壁が薄く口縁は朝顔状に大きく開く。砂粒を若干含むが,

焼成は良好で堅緻である。外面は縦位のハケ目,内面横位のハケ目が施され,口縁外面は横撫

でされている。266も264に類似する口縁形態を示しているが,頸部の屈曲が急である。外面は

体部から口縁端部まで縦位のハケ目が,内面は口縁部のみに横位のハケ目が施されるが,体部

には施されず丁寧な撫で調整で仕上げてある。尚,底部は撫で調整が施されてぃる。

鍋(267~282)口縁から底部まで接合できるものはないが,口縁形態の識別より20個体以

上含まれるものと推定される。口縁の傾きゃ体部の形態大小等のバラエティーは認められる

が, AI・ A2・ BI・ B2 類が出士している。
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A1 類(267~269・ 274)は頸部のくびれが イ・ /

緩く,口縁部がわずかであるが内湾し立ち

上がるもので,内面には太目のカキ目が施 、

゛
"、、.^

モ● .1

されている胎士にはいずれも砂粒が多量 1(愉) 160
3 1to

゛ニエ塑゛、 劃一ー・.'堂ミ:.ー

ι、<まれる 269は口縁の歪みが著しい .C'エノ""マニ、'、.

・、、1^1'冬途§ミ
1 ノづーーー^、

A 類 271・ 275 ・ 27フ・ 279)は,半円状の J'.、"

f

:'., J牙0島ミS、

弓;゛W4,ツ)ヤ§ヤビ、註9, 、.,.,

丸味をもった体部から頸部で明瞭ι、くび /＼ /4 、、 '、
,、 t之、、ーー嶋、

・.、C壷会1!r緑 4
t

れ,外反し口縁に達する内外面とも体部 6 111

^、
上半にカキ目が施され,体部下半は叩き成

、、'＼1{{、.、ぐξf l "N、
ノ

'、N、'y、大>
ι、

形である 275では上半のカキ目と下半の

、,;＼'冷"ンノ'・""
阜

＼・、凄'兪"・,＼'. ι゛''

叩き痕の境にへラ削りが施されている
^^

9

271・279は他と比べ薄手で口縁端部は丸味
第42図 4 イ'出士器拓影(↓会)

をもつものの,上方へ最後つまみ上げられ 内の数字は遺物番号

ており,別タイプの可能性があるそして, 279は細片{測であるため径が幾分小さくなる可

能性が強い

氏類(278・280・282)は,緩く内湾して立ち上がってきた体部をもち,頸部で急、角度に屈曲す

る口縁端部はつままれ稜を作り出している 278は頸部でほと人ど屈曲しないが,口縁端部

の作り出しは,やや磨耗してはいるものの稜が確'忍できることから本類としたいずれも外面

は磨耗して荒れた器面を呈している

B2類 281 は 1点のみの出土である丁富な作りで焼成良好,堅緻である

1・4号住居遺物出士状,
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2 平安時代

5 号住居(第43・44図,図版11)

検出区は 5・C区である。

規模は長軸2.8m,短軸2.5mの

東西に長い方形プランを呈する。

床面積は約 7rイで主軸方位はN

・90゜・Eである。確豆忍面からの掘 A

り込みは平均20cm強である。

覆士は2層に識別されたが,黄

褐色士を主体とする層のみで,他

の住居に一般的に見られる黒褐色

土を主体とする層の存在はなかっ

た。 1・ 2層は、基本土層Ⅳ層に

きわめて近似しており炭化物の含

有の多さによって,かろうじて識
A←

別された。

周溝・ピット・硬化した床面等

は検出されなかったが,竪穴東側

に径1.1m,深さ 15Cmほどの土坑

が1基検出されている。

カマドは南壁の西側隅に位置する。袖に

当る部分には,角閃石安山岩の自然礫が立

てた状態で検出されている。その東側の礫

は,地山とほとんど変わらない士にささっ

た状態であった。前庭部は,若干落込みが

認められ,火床と推定されるが,焼けて硬

化した面は存在しなかった。南側に張り出

した部分は煙道と考えられ,端部で円形の

落込みが確認された。

出土'物

床面からかなり浮いた状態で土師器の細

片が数点出土している。しかし,これらの

中に個体全容を窺い知るものは無く図化し

ていない。

1 1
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C.士 坑佛45勵

、、士坑は上段頂部周辺と,西

'M倒畭斗面に集中している。分布

曳鮖 D地点から A群(1~ 4 ・フ,

9 ・ 11~15), B 群(21~25 ・ 27

~31), C 群( 6 ・ 10 ・ 16 ・ 18~ ^

20 ・ 26), D群(5)の 4 群に分

^
けられた。

N

①
A群では,平面形が長方形

を呈し掘り形がしっかりした

深いものが多い。覆土の第1

次堆積土陛本層序の第Ⅳ層に

類似)に黄褐色粘質士が堆積

C
し,遺物はほとんど含まない。

●6

B群は,楕円形の平面形態を ●10
205

16.

呈するものが多く,各士坑よ 26 . ●18.13 19●9.14 24乞82125゛.8念.23り士師器片がまとまって出士
▼ 張津〆訟'器 .土坑

している。 C群は,掘り込み
B司

Aがやや浅く覆士には焼土,

23 456789

粒・炭化物を多く混入する。
第45図土坑分布儲図)

士師器片も多量に含まれてい

る。 D群は,下段に位置し他の士坑と分布を異にするが群として取扱った。 A~D群のうち,

A群は形態が他の士坑と異なり,士師器がほとんど出士していないこと,第1次堆積士にⅣ層

近似の土が堆積していることなどからB~D群とは区別され,縄文時代の所産と考えられるも

のが多い。また, B・C・D群の1部は平安時代の土師器焼成遺構の可能性がある。
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A 群士坑(第46・47図,図版12~14)

検出区は 2 ・ 3・C ・ D区の範囲にある。当地区の地山は西方向に傾斜している。そのため

地山下部の自然礫が露出している。

1 号士坑(第46図)

規模は長軸1.61m,短軸0.58mを測拘,東西方向に長い隅丸長方形状のプランを呈する。遺

構確認面からの掘り込みは東倶仂ゞ43Cm,西仰仂ゞ20cmを測る。底面はほぼ平坦で,壁は外反して

いる。

覆士は3層に識別され,第2層と第3層はほぽレンズ状に堆積している。 1層より士師器片
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2. 平安時代

が20数点出士している。いずれも細片で図化していない。

2 号士坑(第46図)

規模は長軸1.30m,短軸0.68mを測拘,東西方向に長く,ほぼ隅丸長方形に近いプランを呈

する。遺構確認面からの掘り込みは東側で43Cm,西側で20cmを測る。底面は固くしまっている。

壁は垂直に立ち上がっている。

覆士は3層に識別され,第2層と第3層はほぼレンズ状に堆積している。遺物は出土していない。

3 号土坑(第46図)

規模は長軸1.44m,短軸0.47mで東西方向に長い隅丸の長方形を呈する。遺構確認面からの

掘り込みは東側で30cm,西側で21Cmを測る。底面はほほ平坦で,壁は外反している。

覆土は3層に分けられ,第2層と第3層が大部分を占め,レンズ状に堆積している。遺物は

土師器片1点出士するのみである。

4 号士坑(第46図)

規模は長軸1.16乢短軸0.66mを測り,東西に長い隅丸方升剣犬のプランを呈する。遺構確認

面からの掘り込みは東側で31伽,西側で鉱Cmを測る。底面は平坦で,壁は緩やかに外反している。

覆土は 6層に識別される。遺物は出士していない。

7 号士坑(第46図)

規模は長軸1.oom,短軸0.60mを測り,均整のとれた隅丸方形のプランを呈する。遺構確認

面からの掘り込みは東側で40cm,西側で30mを測る。底面は平坦で,壁は外反している。

覆土は4層に識別され,第1層と第4層が大部分を占める。遺物は出士していない。

8 号士坑(第46図)

規模は径1.15mのほぽ円形のプランを呈する。遺構確認面からの掘り込みは東側で36師,西

側で18伽を測る。底面は椀状に湾曲し,底面と壁との境は不明瞭である。

覆土は3層に識別され,レンズ状に堆積している。東側は畝状の溝により撹乱を受けている。

遺物は出士していない。

9 号士坑(第46図)

規模は長軸1.22m,短軸0.70mで隅丸方形状のプランを呈する。遺構確認面からの掘り込み

は東側で81師,西側で57師を測る。底面は凹凸しており,壁はほぼ垂直に立ちあがる。

覆土は4層に識別される。遺物は出士していない。

11 号土坑(第47図)

規模は長軸1.26m,短軸0.79mで隅丸方形状のプランを呈する。遺構確認面からの掘り込み

は深く東側で81Cm,西側で64伽を測る。底面は平坦で,壁はほぼ垂直に立ち上がる。

覆士は4層に識別される。遺物は出士していない。

12 号士坑(第47図)

規模は長軸1.48m,短軸0.71mで隅丸方形のプランを呈する。遺構確認面からの掘り込みは
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2. 平安時代

Ⅱ号土坑
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第47図 A群士坑 2 (殆0)

東側で54Cm,西側で32伽を測る。底面は平坦で,壁は外反しながら立ち上がっている。

覆士は3層に識別され,第2層には炭化物が若干含まれている。遺物は土師器片数点が出土

している。

13 号士坑(第47図)

規模は最大幅0.71m,最小幅0.57mの不定形のプランを呈する。遺構確認面からの掘り込み

は最深部で20cmと浅く,底面は平坦ではなく,底面からの立ち上がりは緩く外反している。遺

物は出土していない。

14 号士坑(第47図)

規模は最大幅0.89m,最小φ副.69mの不定形のプランである。遺構確認面からの掘り込みは

18Cmと比較的浅く,底面はほほ平畑であるが,地山面に沿って急傾斜している。遺物は出士し

ていない。

15 号士坑(第46図)

規模は最大幅1.52m,最小幅0.61mの楕円形に近い不定形のプランを呈する。遺構確認面か

らの掘り込みは東側で51師,西側で42Cmを測る。底面は平坦で,壁はほぱ垂直に立ち上がる。

覆士は2層に識別され,比較的平担な堆積をしている。遺物は出土してぃない。
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B群士坑, 1・ 2号炉(第48~50図,図版15~17)

検出区は6・B区に位置する23号士坑を除き,全て 5・B区に集中している。 5・B区は台地

の西縁辺にあたり,士壌の流失・地山クラック等が目立ち,遺構・遺物の遺存状態は良好とは

第Ⅲ章遺構と遺物
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2 平安時代

園えない。それは第48図の 1・ 2号炉・27~31号士坑が立地する破線で囲まれた範囲に限定さ

れ,すでにⅣ・ V層の流失がみられる。そして,Ⅳ・ V層の下位に堆積する礫層が顔をのぞか

せている。また,その地域の西側は,近・現代の耕作痕により撹乱を受けており,撹乱内から,

多量に遺物が出土することから,検出された士坑群は,さらに西方へ伸びてぃたものと推定さ

れる。Ⅳ・ V層の流出した範囲にはⅢ層に近似する士壌が広い範囲で覆っており,遺物もかな

り多く出士していることから,当初,これらの地域を住居跡として調査を進めてきた。しかし,

調査の進展に伴って,遺物が数地点に集中出土すること,断面の観察により大小の落込み

が多数検出されたこと等により,土坑群として扱うことにした。したがって,この地域での士坑

のいくっかは,遺物集中範囲及び土坑立ち上か'りの断面精査によって上面プランを復原している。

1 号炉(第49図)

規模は最大幅約1.7m,最小幅約0.7mの方形に近い不定形のプランを呈する。遺構確認面か

らの掘り込みは南西隅で40cmの他は15~30師である。遺構内部で検出された径20~35Cm大の多

数の礫は,その長軸を縦にし,礫上部のレベルをそろえるように,しかも隙間なく,掘り形の,

壁面に配されている。これらの礫は遺構掘り形の南壁に2重か3重に巡っていたものと推察さ

れる。また,東側の礫集中部には,いくっかの土器片が礫の下や間から検出されており,撮乱

を受け移動している可能性も考えられる。礫に囲まれた範囲の床面は,火を受け硬くしまった

状態で検出された。礫の表面は赤褐色や赤色に変色し,ヒビ割れやハジケが見られ火熱による

ものと考えられる。

覆土は3層に識別され,焼士や炭化物は特に第2層下位で多く検出された。

遺物の多くは覆士上部より出士し,接合関係も1号炉内の遺物でまとまることが多い。しか

し,杯の部は28・号士坑出土のもの(333)と接合する。石組みに囲まれた火床面と思われる覆

士最下部からは,ほほ完形の小型鍋(300)が一時的な圧力によってつぶされた状態で検出され

た。また301・302の大型癖の破片の一部は石組みの下や石の問にはさまれた状態で出士してぃ

た。これらは石組みの一部が崩壊したためによるものと考えられ,本遺構出土遺物の中では最

も信頼性のおけるものである。大型甕(298)の破片の一部は上層と下層から出土してぃる。

炉(第48図)2 字ヲ

規模は不明確であるが,南北約0.9m,東西約0.8mの範囲と推定される。遺構上部にはこぶ

し大の礫が多量に検出され,礫は赤褐色を呈し火を受けたものと考えられる。

覆士は上部に黒色士,その下に焼士・炭化物を多量に含む暗黄色土が堆積してぃたが,遺物

の出士は少なく,図示できるものはない。

21 号士坑(第50図)

規模は長軸0.9m,短軸0.7mで東西に長い楕円形のプランを呈する。遺構確認面からの掘り

込みは東側で20cm,西側で10cmを測り,西壁が緩やかな立ち上がりとなってぃる。床面はほぼ

平畑で,焼けて硬化していた
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覆士は単層で炭化物や焼士を含む暗褐色土である。細片のため遺物は図化できなかったが,

須恵器の杯片1点と士師器片10数点が出土している。

22 号土坑(第50図)
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2 平安時代

覆士は 2層に分けられ,2層ともほぼレンズ状に堆積している。遺物は第2層上部より比較

的遺存度の良い椀が出土している。

23 号土坑(第50図)

規模は長軸1.35m,短軸0.71mで南北に長い長楕円形のプランを呈する。遺構確訳面からの

掘り込みは南側で36伽,北側で24師を測る。壁面の底部からの立ち上がりはなだらかに湾曲し

ている。壁面の部は近世以降の耕作等による撹乱を受けてぃた。

覆土は単層で褐色士が堆積し,黄褐色粘士がブロ、,ク状に混入してぃた。遺物は細片のため

図化していないが,須恵器の蓋1点と士師器片64点出土してぃる。

24 号土坑(第48図)

規模は南北約1.om,東西約0.8mの範囲と推測される。遺構確認、面からの掘り込みは最深部

で33伽である。壁面の立ち上がりは東側で緩く,西側で急である。

覆土は4層に識別され,各層とも固くしまっている。遺物は少量で細片のため図示してぃな

いが,破片の一部は25号士坑出土の杯(314)や28号士坑出士の甕(335)と接合する。

25 号土坑(第48図)

規模は南北約1.5m,東西約1.7mの範囲と推定される。遺構確認面からの掘り込みは最深部

で43伽を測り,東西両側の立ち上がりは急であるが,途中に段があり一部平坦面を残してぃる。

覆士は6層に識別され,第1層は全体に薄く覆い,焼士粒子や炭化物が混入してぃた。出土

遺物の殆どは覆士上層より出士している。

27 号士坑(第48剛

規模は不明の部分が多いが南北約0.9m,東西約1.2mの範囲と推定される。遺構確認面から

の掘り込みは緩く傾斜し摺鉢状を呈し,最深部で43伽を測る。遺物が比較的多く出士してぃる

遺構の 1つである。

覆士は3層に分けられ,各層に焼士や炭化物が混入してぃる。各層とも固くしまってぃるが

底面も火を受けて硬化していた。遺物は完形に近い士師器の杯を主体に,底面に近い位置で検
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出されている。

28 号士坑(第48図)

規模はやや不明瞭であるが,南北約1.8m,東西約1.5mの範囲と考えられる。遺構確認面か

らの掘り込みは27号土坑と同様に緩く傾斜し,底面も平坦ではなく最深部で45Cmを測る。

覆土は3層に識別され,底面が火を受けて硬化しているなど27号士坑との類似点が多い。遺

物は上部で多く検出されているが,底面近くから出士した例も多い。

29 号士坑(第48図)

規模は長軸0.85m,短軸0.6mの隅丸方形に近いプランを呈する。遺構確認面からの掘り込

みは20cm前後を測る。底面は硬くしまっているが,起伏が見られる。

覆士は3層に分けられ,各層とも硬くしまっている。遺物は各層から検出され,特に底面近

くからの出士が多い。

30 号士坑(第48図)

規模は不明な部分が多いが,南北約0.58m,東西約0.5mの範囲と考えられる。遺構硫認面

からの掘り込みは40cmと深い

覆士は 2層に識別され,遺物は第1層上面より多く検出されている。

31 号士坑(第48図)

規模は不明な部分が多いが,南北約0.7m,東西約0.郭mの範囲と推定される。遺構確認面

からの掘り込みは最深部で24Cmを呈し,比較的浅い。底面は平坦ではなく,立ち上がりは緩く

傾斜し,摺鉢状を呈する。

覆士は2層に分けられる。第2層には焼土や炭化物が混入し,遺物の殆どは第1層より出士

し,細片化したものが多い。

第Ⅲ章遺構と遺物

B群士坑・1号炉出士遺物

1 号炉出士遺物(第51・52図,図版28)

出士遺物は須恵器と士師器である。須恵器は蓋2個体,無台杯3個体が出土し,しかも皆細

片である。士師器は甕と小型甕,杯が大半を占め,他に椀・鍋・非ロクロ土師器がある。

須恵器(283 ・ 284)

蓋(283)口縁端部は屈折して丸くつままれ,断面は方形に近い。

無台杯(284)底部はへラ切り後,ロクロ撫でによって調整され平如になっている。底部外

面に「山」と読める墨書痕が見られる。

士師器(285~302)

杯(285~288)口縁部破片の識別により22個体以上が確認され,大半がE類であり,1点

だけB類が含まれる。 286・287の内面はロクロ撫でにより滑らかである。 288は,口縁端部の

器壁が厚く,底部から体部下半にかけて小さくくびれる。いずれもE類である。
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2. 平安時代

＼モ■1,
283

284

285

286

290

287

292

2朋

289

296

291

293

300

1295

ぶ

、&_"、、、、

^^

第51図

298

297

B群

^^一三t_
.^

三二>ー'→
^^_」ブ、一气一

_メニ七^ー、、__'^.ー

1号炉出土土器

-60-

^^^^.^.^ー

^.^』.^^

二之_二斉t

1 (,弓)

299

1
492

区

、
ノ

1

、
^
一
^
・
一
、
、
三
^
・
・
^
^

〒
'
匡

j＼
、

ワ



^^

^^^^^
^

椀(289.290) 3個体以上出士し,図示された椀はどちらも B2 類である。 289は外面体部

下位の回転へラ削り痕が明瞭であり,内面はロクロ撫で後,ミガキが施されたものと思われる。

290は磨耗著しいが,外面体部下位に回転へラ削り痕がみられる。

鉢(291)鉢は 1個体しか確認、されておらずB類である。内外面とも不定方向にへラ削り調

整が施され,内面はその後ミガキが施されている。底部の切り離し法は不明であるが,その後

の調整はへラ削りである。体部の内面上部にはカキ目痕が明瞭に残っている。体部外面の一部

に黒色の炭化物が付着している。

小型甕(293~295)口縁部と胴部破片の識別より13個体以上が含まれる。 B1類'B2類が確

認、されているが,大半がB2類である。

B,類(293). B2 類(294・295) 294・ 295は胴部があまり張らない。前者は内外面全体に炭化

物状のものが,後者は口縁部と胴部上半の1部にススがそれぞれ認められる0

甕(296~299)ロクロ成形の甕と非ロクロ成形の甕に大別できる。ロクロ成形の甕は,胴

部破片の調整痕の識別により40個体以上が検出されているが,胴部破片の割に口縁部と底部破

片の個体数が少ない。 BI・ D2類が出士している。非ロクロ成形の甕は 1個体しか出士して

し、なし、。

B1類(296~298) 297は口縁部より底部まで復原でき,体部外面下半に平行叩き目,内面上

半はカキ目,下半は叩き目の後ハケ目調整が施されている。内面のカキ目に直行させて,カキ

目と同じ工具により縦位のハケ調整痕が散見される。口縁部の外面には炭化物が一部付着して

いる。298の器面は磨耗してぃる。胴部外面は上半部まで平行叩き目が施され,内面は押圧痕

の後にカキ目調整が施されている。

D2類(299)胴部内面の上位は撫で,中位にはカキ目調整が施されている。他に図示してい

ないが,胴部破片で外面に平行叩き目,内面に同心円叩き目が施されているものも見られる0

非ロクロ成形甕(292.第60図5) 292の底部と胴部には不定方向のハケ目痕か認められる0

^

^^
^

^

第52図
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302
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2. 平安時代

内面は撫で調整により凹凸している。

鍋(300~302)図示した 3個体がすべてで, BI・ B2類が出土してぃる。

B1類(300'302) 300は他の 2例に比較して法量が小さく,器壁は薄手であり,形態等から

甕とも考えられる。本遺跡では小型の鍋は他に下段の包含層から出士してぃる。成形技法も他

の鍋と異なる点が多く,特に底部には回転糸切り痕(第60図1)が認められ,内面はミガキによ

り仕上け'られる。明確ではないが赤彩が施された可能性もある。302は口縁端部の内外面と胴

部にカキ目痕が施されている。口縁部内面の一部にはススが付着してぃる。

B2類(301)胴部内外面の一部にカキ目痕が認められる。

22号士坑出士遺物(第53図,図版29)

出土遺物はすべて土師器で,器種は杯・椀・小型甕・甕である。

士師器(303~310)

杯は,底部破片の識別により12個体以上が確認、されている。303はC類と考えられるが底部

欠損のため明瞭ではない。

椀(304~306) 3個体出士しているが,すべてB類である。内面はロクロ撫での後ミガキに

よって丁寧に仕上げられている。外面はロクロ撫でによる凹凸力巧曵り,その凸部のみにミガキ

が施される。 306は不明瞭であるが,304や305と同様,体部下位にへラ削りが施される。また,

304と306にはヒビ割れやハジケが認められる。特に306は歪みが著しく,体部下位から底立βに

かけての外面はにぶい赤榿色に変色している。

小型甕(307'308)口縁部破片の識別により6個体以上確認され,図示されてぃない A1類

1個体を除き,他は印類である。体部内外面とも強いロクロ撫でによって凹凸してぃる。

3船

ノノーー、、ーーナC^

ノ/入 Y^

307

304

305

306

第53図 B群
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22号士坑出士土器(1弓)

-62-

^
^ー,・^

310

80

一
三
一

1
一

工
三

'

三

^
一
、
=
^
一

一



307の外面と口縁

部内面にはスス状

のものが付着して

いる。

甕(309・ 310)

口縁部破片の識別

により6個体以上

確認、されている。 第54図 B群 25号土坑出士士器(1五)

309は D2類で,他に A,・ DI・ E類も散見される。 309と310は胎士や色調等類似している。

25号土坑出士遺物佛54図,図版29)

遺物は細片化した士師器や須恵器である。須恵器は蓋と無台杯がそれぞれ1個体出土してい

る。士師器には杯・椀・小型甕・甕などがある。このうち図示したのは士師器の杯と椀である。

士師器(311~315)

杯(3Ⅱ~313)口縁部破片の識別により15個体以上出土している。図尓した杯はすべてE

類で,体部は直線的に立ち上がっている。特に312は器高が低く,体部も直線的に大きく開い

ている。

椀(314・315)いずれも B類である。内面にはミガキが施されていたものと思われるが,

器面が荒れており単位,方向等は不明である。

27号士坑出士遺物(第55図,図版27)

遺物は須恵器と士師器,それに未加工の滑石である。比較的残りの良い士師器の杯は,第4

層下部か第5層にかけて出土している。他に須恵器の有台杯・無台杯・蓋各1個体と士師器の

椀や甕などが検出されているが,細片のため図尓できたのはわずかに須恵器の有台杯と士師器

の杯・椀である。

須恵器(325)

有台杯(325)底部破片で,器壁は厚く高台は大きく外反している。

311

312

313

第Ⅲ章遺構と遺物
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2. 平安時代

士師器(316~324)

杯(316~320,322~324)口縁部破片の識別により22個体以上が出士している。 316~320は

E類で,322~324は口縁部を欠損しているが,体部下位の立ち上か'りから同類と考えられる。

器壁は比較的厚い。

椀(321)底部は赤褐色を呈し,歪み・剥落が著しく,火気の影響を強く受けたと思われる。

また,上げ底気味の底部も前記の理由からのものである。

28号士坑出士遺物(第56図,図版3の

遺物は周辺の士坑に比べ,須恵器や非ロクロ土師器が多く出士している。須恵器には蓋と無

台杯があり,士師器には杯・椀・小型甕・甕・非ロクロ成形甕・鍋がある。,

須恵器(326~33D

蓋(326~33の 5個体以上出士している。ロクロ撫でによって丁寧に仕上げられ,特に内

面は平滑になっている。天井はやや高く,328を除き他は平坦である。体部は傾斜し,口縁部

は屈折するが,接地面まで垂下するもの(326・327)と,強く内傾するもの(328・329)とがある。

口縁端部は丸くつつまれ,断面三角形や長方形を呈する。326の天井部と体部の境はへラ削り

後ロクロ撫でによって調整されている。327は端部外面が細い棒状のものによって削られ外反

している。330は口縁部の屈折部付近で,外周にそった形で剥離が施されている。327の体部や

328・330の口縁部外面には自然釉がかかっている。

無台杯(331)底部は平坦で,体部は直線的にゃや外反しながら開く。体部上半の外面に自

然釉がかかっている。

^

^^

価 1



士師器(332~339)

杯(332)口縁部の識別により10個体以上出土しており,体部下位のへラ削り調整や体部の

立ち上がりからB2類と推定される。

椀(333)器面は磨耗著しく,体部下半のへラ削りの有無は不明確であるが,体部の立ち上

がり等からB類と考えられる。

小型甕(334)口縁部破片の識別により3個体以上が検出されている。334は B1類と推察さ

れる。

甕(335,第60図6 ・フ)胴部破片の識別により24個体以上が出士している。 335は磨耗して

おり明確ではないが, B1類と考えられる。胴部破片から成形技法をみると外面は平行か格子

状の叩き目痕,内面は同心円状の叩き目痕か押圧痕である。

非ロクロ成形甕(336~338) 336は底部が肥厚し,胴部は直線的に開きながら立ち上がる。

胴部外面には撫でによると思われる調整痕が見られ,内面のハケ目痕は明瞭で幅約1.4Cmの工

具を使用している。337と338は胴部にあたるもので,外面に縦位,内面に横位のハケ目痕が認

められる。

鍋(339)口縁部の形態より B2類と推測される。また,小片で磨耗著しいため明瞭ではな

いが,内面と外面体部にカキ目痕が観察される。

29号土坑出士遺物佛57図図版30)

遺物は須恵器と士師器である。須恵器は蓋1・無台杯3個体で,士師器は多く出士し杯・椀・

小型甕・甕・鍋などがある。士師器の杯は口縁部破片,その他は胴部破片の識別により,杯7

小型甕2・甕13・鍋1個体以上検出されているが,小片のため図示されたものは少ない。

須恵器(340)

蓋(34の体部は傾斜し口縁部で一段高くなり,端部は垂下というよりゃや外側に開くよう

第Ⅲ章遺構と遺物
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2 平安時代

に屈折させて,つままれている。

土師器(341~344)

椀(341)体部下位にへラ削りが施され,体部の立ち上か'りは大きく開く。底部内面の一部

に炭化物が付着している。

甕(342・343,第60図8 ・ 9)胴部調整痕の識別により13個体以上出士している。口縁部の

形態より,343は B2 類,342は E類と判断される。 342の胴部内面には不定方向にハケ目,ロ

縁部内面にカキ目がかすかに判明できる。 8・9は胴部下半の叩き目やハケ目の拓影である。

鍋(344) 1個体のみの出士であるが,30号士坑の破片と接合する。 B2類である。

30号士坑出士遺物悌58図,図版30)

土師器のみ出士し,杯と甕・非ロクロ成形甕・鍋がある。隣接する29号士坑の破片と接合す

る鍋が,2個体分認、められている。

士師器(345~349)

杯(345)は,底部破片より2個体以上が出土している。

甕(346~348)胴部破片の識別により7個体以上が確認されている。 B1類と C類に分けら

れる。

B1類(346・348) 348は口縁部が大きく外反し,口縁端部を外にややふくらませながらっま

まれている。特異な形態で,倒立させると甑とも考えられる。器面は磨耗して調整は明確では

ないが,胴部外面の一部にカキ目,内面の一部に斜方向のハケ目が見られる。346も磨耗著しく ,

調整は不明である。

349

第58図 B群 30号士坑出土土器(1弓)

347
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C類(347)器面は剥落しているが,胴部外面の部に

カキ目痕がみられる
350

鍋 349 口縁部の形態から B.類と考えられる内面

と口縁端部外面にカキ目痕が見られる器面は火の影響と 351

思われる剥落が部に,忍められる破片の部は29号士坑

より出士している

非ロクロ成形甕隠60図4)胴部破片で内面には横位,

外面には縦位のハケ目が施される

31号土坑出士遺物(第59図,図版30)

須恵器と士師器が出士し,士師器が大半を占める須恵

器には蓋が3個体,無台杯3個体分があり,図尓できたも 第59図 B群

のは蓋1個体のみである士師器には杯・小型甕・甕・非 3

ロクロ成形甕がある甕は胴部破片の戯別により17個体以上,非ロクロ成形甕は1個体以上出

士しているが,細片のため図尓していない

須恵器(35の

蓋(350)天井部と体部の境をへフ削り凋整しているつまみは中央部が少し高く,宝珠形

に近い形をしている屈折した縁端部はやや外反夙味につままれている

士師器 351・352

口縁部破片の織別により7個体以上が出士している 351は口縁部欠損している杯 351

がE類と推定され,体部の、ち上がりは百線的に開いている
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2 平安時代

小型甕(352)胴部破片の識別により2個体以上が

出土している。これら破片のうち27号士坑出士の破片

と接合するものも含まれている。352は比較的遺存度

の良いもので,B2類である。体部内外面はロクロ撫で

が強く凹凸している。外面にスス状のものが見られる。

第61図 C群 6号士坑遺物出士状態
C 群士坑(第61・62図図版17・18) (!乃0)

本士坑群は遺跡上段頂音剛寸近に点存するもので,各士坑より土師器が多量に出土している。

いずれも掘り込みのやや浅いものであるが,平面形態はバラエティーに富人でいる。それぞれ

遺物の出土状態や遺構の規模から,性格の異なる士坑と思、われる。

6 号士坑(第61図)

検出区は6・D区である。規模は長軸約0.85m,短軸約0.3mを測拘,東西に長い平面プラン

を呈する。本遺構の周辺は著しく撹乱を受けているため,正確な平面形態は不明である。遺構

確認面からの掘り込みは約20師を測る。底面及び壁の掘り形等は企画性がなく一定していない。

覆士は暗褐色土を基本とし,炭化粒を多量に混入するもので,しまりがなく分層不可能であっ

た。小型甕1個体と杯・椀が完形に近い状態で検出されている。小型甕を除き,いずれも赤色

塗彩である。遺物や出士状況より祭礼的性格をもつ遺構の可能性がある。

10 号士坑(第62図)

検出区は4・D区で,本士坑北・東側は撹乱を受けていて一部崩れ,プランは不明確である。

規模は長軸2m,短軸0.8m以上を測り,北方向に長い平面プランを呈している。確認面から

の掘り込みは約20cmである。底面はほほ平畑であり,南側の壁の立ち上がりは明瞭であるが,

北側の壁はやや緩やかに立ち上がる。出土遺物は,士師器の細片が数点出士しているが図化で

きる資料ではない。

16 号士坑(第62図)

検出区は 7・C ・ D区で,調査区の中で最も東倒Ⅱこ位置する。規模は長軸2.6m,短軸2.1m

を測り,南北方向に長い不定楕円形を呈する。確認面からの掘り込みは約20cmである。

覆士は細分して7層に識別される。各層とも炭化粒・焼士粒がブロック状に混入するもので,

土坑の東側では炭化物・焼士ブロ、"クを主体とする層が堆積している。土坑西側は粘質士を多

量に含む層が堆積する。底面はほぼ平如で,薄く焼土が貼り付いた状態で検出され,火床面と

考えられる。出士遺物の多くは土師器の杯で,表面に黒斑が観察されるものが目立ち,士師器

焼成遺構の可能性が強い。

17号土坑

検出区は 6・C区で,隣接して南側に4号住居,東側に18号士坑が存在する。規模は長軸

1.65m,短軸1.20m を測るやや歪人だ楕円形のプランを呈する。

覆土は褐色士である。出士遺物は,士師器片だけで須恵器は含まれない。

②

後

-68-



18 号士坑嘩62圃

検出区は6・C区で,4号住居の北東隅に位置し一部重複している。両遺構の切り合いから,

住居が新,土坑が旧の閲係にある。

規模は長軸1.50m,短軸 lmの東西にゃや長い楕円形のプランを呈する。確認面からの掘り

込みは,東側で約30cm,西側で約10cmを測る。底面は平坦で,緩く東側へ立ち上がっていく。

覆士は3層に識別され,各層とも焼土粒がブロ、,ク状に混入している。特に第3層では細か

4
'

4

@
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2 平安時代

い焼士粒が全面に混入している。底面は火を受けたものと推測され,やや赤く硬化してぃる。

出土遺物は杯・小型甕・鍋の器種が出土している。このなかで歪みをもつものや黒斑の観察さ

れるものが多く,16号土坑と同様士師器焼成遺構の可能性が強い。

19 号士坑(第16 ・18図)

検出区は 5・C区で 1号住居と重複する。両遺構の切り合いから,住居が旧・士坑が新の関

係にある。当初から遺物か凄女地点に集中して出士することは分かったが,確認面付近の覆士が

区別しにくく遺構は分離できなかった。そこで遺物集中で推定された重複遺構の範囲の限定と

出士遺物を分離するために,遺物分布図を作製しながら調査を進めた。その後土層断面精査の

段階をもって遺構の落ち込みが明瞭となったため,土坑と認定した。したか、つて住居床面上で

確認された円形の落ち込み佛16圃は,本士坑の底部残存部である。また第18図で不した破

線範囲は,士層断面と遺物分布状態によって本土坑の範囲を推定したものである。

規模は径約1.4mのほぼ円形を呈すると考えられ,確認面からの掘り込みは20cmを測る。底

面は緩い摺鉢状を呈している。

覆土は2層に分層される。上層には赤色焼土プロ"クが多量に含まれ,下層は火の影響によ

り赤く硬化している。硬化面は地山までたっしている。出士遺物は士器断面が剥げたような異

常な割れ方をするものが多く,士師器焼成遺構の可能性が強い。

20 号士坑(第16 ・18図)

検出区は 5・C区で19号士坑同様,1号住居と重複閧係にあり,両遺構の切り合い関係も同

様である。したがって平面プランは,遺物集中,土層断面等の観察により復原したものである。

規模は長径1.8m,短径1.2mのほぼ楕円形を呈するものと推定され,確認面からの深さは北

東部44飢を測る。底面は,割合平畑で緩く立ち上か'つていく。

覆土は2層に分層され,底面は部分的に火の影響により地山が赤く硬化している。また,北

東の壁も火により硬化しており,周辺には焼土ブロ,,クが散在している。覆土中からは多量に

士器が出士している。

26 号士坑(第62図)

検出区は4 ・5・C区で,士坑南側の壁は一部撹乱を受けている。

規模は長軸1.20m,短軸1.10mで隅丸方形状の平面形態を呈している。遺構確認面からの掘

り込みは,約25師である。底面はほほ平畑で,西側の壁は直線的に立ち上がるが,東側は緩く

立ち上がる。

覆士は4層に識別され,下層には黒褐色士(基本層序の第Ⅳ層に類似)が堆積する。士器は,

覆土全般にわたり出土している。

C群士坑出土遺物

6号士坑出士遺物(第63図図版30・31)

遺物は士坑掘り形の中位より出土し,底面からやや浮いた状態で検出された。検出状況から,



後世の撹乱は,

ほとんど影響し

ていないと考え

られる。最初に

小型甕か配置さ

れ,次に甕の口

縁部をふせるよ

うに杯と椀が重

なって出土して

いる。接合状況

で注目されるこ

とは,小型甕の

穿孔された底部が,2号住居覆土4層より出士していることで,6号土坑と2号住居は密接な

関連をもつ可能性が強い。出土状態や赤彩土器などの遺物から祭礼に関連する士坑と推定され

る。図化したものは出士遺物全てであり,小型甕を除き全て赤色顔料を施す赤彩士器である。

士師器(353~358)

赤彩士器(353~357) 353~356は,遺存状態が良く,ほぼ完形になるが,歪みが著しい士器

である。353は内外面の一部に黒斑が観察される。354は底部の一部が欠損しており,破損部位

の形状から意識的に外面より1勾面へ穿孔されたものと推定される。355は外側の器面が著しく

剥落している。しかし残存部にはハケ状工具で赤色顔料を塗った痕が良く観察できる。356は

他のものに比べ,やや器高が低く口径が大きい。357は椀で,外側の器面は著しく剥落している。

口径・器高の割合に対し底径が小さいもので,体部下半に回転へラ削りが観察される。外面の

体部下半にも一部黒斑が観察される。

小型甕(358)は,底部が欠損しているが,354と同様に意識的に穿孔されたと推定される。

内面体部下半は成形時の粘土紐巻き上げ痕が顕著に観察され,上半は丁寧に撫でられている。

杯・椀に比べ胎士は粗く,大小の白色砂粒が多量に混入している。口縁形態からA,類に属する。

16号士坑出士遺物(第64図図版31・32)

出士士器のうち須恵器の杯1点を除き,全て士師器が占めている。大半は覆士第1・2層出

土で,床面直上付近からのものは少ない。杯のうち完形に近いものや個体の半分以上が残存し

て検出されたものが10個体以上あり,掘り込みが浅い割に遺存状態が良好である。

各器種の推定個体数は,底部の識別により杯67・椀2個体以上,口縁部の識別により小型甕

1・鍋2・盤1個体である。この数より,士師器の中でも杯がその大半を占めることがわかる。

出土士器片の一部に黒斑・器面の剥落・歪み等が観察されるものが多く,本士坑出士土器のー

つの特徴ともいえよう。

353

354

.^』、、

/
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2. 平安時代

士師器(359~385)

杯(359~380)形態より杯の大半は B,類に属し, AI・ A2 類が少数出士している。図化し

たうち,黒斑が観察されるものは366 ・ 368 ・ 369 ・ 372 ・ 376 ・ 37フ・ 384である。

A2類(380)は,体部下半に削りが施されないが,口径に対し器高が低いため本類とした。底

部はややあげ底気味となっている。

、・・^_..41

362

＼ー.、'41

359

360

383

部

367

368

364

369

.^^.^ー^

ーーー多三多ミヌき'三今^
^^^.^.ー.

382

3聞

370

374

371

375

372

366

376

373

37フ

^
^

第64図 C群 16号土坑出士士器(1弓)
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A1類(359・360)は,口縁部が入念にロクロ撫で調整されるもので直立気味となっている。内

面は墨状の細かい黒色粒が付着している。底部縁辺の形態はB,類に類似するが,器高がやや

高く,器壁も厚手となる。,

B1類(361~379)は,基本的な形態は一致するが口縁形態が若干異なるものが存在する。 368

と374で,明らかに口縁端部をっまみ,内傾気味に仕上げるものであるが,新たな分類を設定

するほどの形態・技法でないものと考えられる。各個体の接合状態を観察すれば,焼成時に生

じたと推定されるヒビや歪みを有するものが目立つ。

椀(366・382)器面が荒く大小の白色粒が多量に混入され,体部下半に削りが施されない

ものであるが,大きさや形態からB類とした。

C類(382)は,1点のみで同一個体の破片は出土していない。内外面とも横位のミガキが丁

寧に施され,黒斑も観察される。

小型甕(383) A1類(383)は,小型甕として唯一の出土である。胴部外面に黒斑が観察される0

鍋(384.385)両者とも B2類である。体部と考えられる格子状叩き痕を有する破片も数点

出士してぃるが接合せず,器形全体を把握できるものはない。

盤(38D ほほ完形で,内外面とも丁寧なロクロ撫でが施され,底部は回転へラ削りが施さ

れる。内面に黒斑が観察される。

17号士坑出士遺物佛65図図版33)

全て覆士一括として取り上げた資料で,細部にわたる出士状態は不明である。全て土師器で

総破片数は22点を数える。器種では杯4個体・非ロクロ成形甕1個体・小型甕1個体'鍋1個

体以上が含まれると推定される。

士師器(386~389)

杯(386)体部上半が欠損し,器面も荒く分類不可能

であるが,底部の形態から推定すればB2類となる。内面

388

第Ⅲ章遺構と遺物

には成形時の粘士痕や黒斑が観察される。この他,図化

してぃないものでB1類に属するものが1点含まれる。

386 ■雌

389

1＼
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第65図 C群 17号士坑出士土器(↓弓)
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2. 平安時代

非ロクロ成形小型甕(387)底面は粗い撫で,外面には縦位のハケ目が施されている。

小型甕(388)口縁部がやや内傾しながら強く外反する A,類である。内面は撫での後に,所々

螺旋状にカキ目が施され,平畑になっている。外面は体部上半に粘土紐痕の凹凸を顕著に残し,

凸部にのみ,粗くカキ目が施されている。体部下半は上方から下方へヘラ削りが施され粘士紐

の凹凸を消している。底部の調整は不明である。

鍋(389) B2類で,外面に墨状の細かい黒色粒が付着している。外面体部中位から格子状

の叩き目痕が観察される。

18号士坑出土遺物佛66図図版33)

出土士器は全て士師器である。大半が覆土最下層の第3層からで,やや堅い火床と推定され

る面の上位より出土する。器種では杯・小型甕・甕・鍋が確認される。

土師器(390~397)

杯(390~393)底部の識別より 8個体以上含まれると推定され, BI・ B2 類が出士してぃる。

391・392などで器形の歪みが著しく,若干実物と実測図のイメージが異なる。

B1類(390~392)は,いずれも基本形態とやや異なる形を示しているが,390では体部の傾き,

391'392では体部下半のくぴれ等の特徴から本類とした。390・392の内外面には黒斑が観察さ

れる。393は,著しく器面が荒れ体部下半の削りの有無は不明である。しかし,体部下半のく

びれが観察されず,内湾気味に立ち上らないことからA2類の可能性がある。

390

391

392

393

394

第66図 C群 18号士坑出士土器(殆)
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小型甕(394)口縁部2点の出士で,同一個体と推定される。口縁端部が丸味をもち,やや

強く外反する。

甕(395)口縁形態の識別より2個体以上含まれると推定されるが,図化可能なものは 1点

のみである。図化しなかった 1点は, B2類に属する口縁部片である。

鍋(396.397)口縁形態の識別より 2個体以上含まれると推定され, A,' A2類が出士して

いる。赤く焼けた体部下半の破片も多数出士しているが,接合しない。

A1類(397)は,頸部で一端明瞭にくびれるが,直線的に立ち上り外反しないもので,外面は

著しく荒れた器面を呈している。

A.類(396)は,397と同様に砂粒を多量に含むもので,器面は内外面とも著しく荒れている0

口縁部で黒斑状のものが観察される。

19号士坑出士遺物佛67図図版33)

出士遺物は全て士師器であり,そのほとんどが覆土上層からの出士である。士器片の大半は

405の鉢と同一個体と考えられ,わずかに,杯・甕・鉢・鍋の破片が出士している0405の破片

は,数片,1号住居.20号士坑の範囲に広がっており,現段階では 1点のみカマド付近の資料

と接合した他,全て士坑内での接合である。

士師器(398~401)

杯即8.399)底部破片の識別により12個体以上が含まれると推定されるが,それぞれ細h

である。また,破片には,剥落した痕跡が目立っ。399はD類で器壁にミガキは施されていない0

甕口縁部破片はないが,胴部破片の識別により2個体が含まれると推疋される0 いずれも

細片であるが体部の破片から調整痕をみると,外面上半には縦方向の削り,下半には格子叩き

目,内面の上半はカキ目,下半は同心円状の押圧痕がみられる0

鉢(401)本土坑出土破片中,最も多量に出土している。破片の大部分は,火によってハジ

ケたように剥落してぃる。これらの破片は,ほぼ1個体(401)に復原されるものと考えられる0

第Ⅲ竜遺構と遺物
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2 平安時代

口縁部破片がないため,全体像はつかめないが,底部からの立ち上がりを見る限り,底部が大

きく胴部がほほ垂直に立ち上がるバケツ状を呈するものと思われる。底部外面は指圧痕が顕著

に観察され,外周には不定方向のハケ目が散見される。内面は指圧痕のみである。胴部の内外

面はハケ目調整によるが,外面下半部には,ハケ目調整の前にへラ削りが施される。

鍋(40の口縁部破片の識別により3個体が含まれると推定される。別個体の口縁部破片の

割には,胴部破片がわずか3点と少い。口縁端部の作り出しにより全て B1類に分類される。

20号士坑出土遺物佛68図図版33)

安山岩製の礫片1点の他,全て士師器である。出士層位はほと人どが覆土上層である。覆士

上層と底部付近で間隔を25Cm以上隔てて接合する例もある。一部,1号住居カマド付近のもの

と接合した例もあるが,現段階では,19号士坑との接合関係はない。杯の破片が最も多く,個

体の半分以上復原(402~406・408・409)できるものが多い。

土師器(402~414)

杯(402~406・407・408)底部破片の識別により22個体以上が含まれると推定される。器形

全体の形状より BI・ CI・ C2・ C3類に分類される。

B.類(404・406)は,両者とも内面は撫でにより平滑に調整するが,外面にはロクロ痕を残す。

C1類(402)は口縁部外面に明瞭なる屈曲部をもち,底部は小さく体部との境は丸味をもつ。

C2類(403),動類の形態に似るが, B1類に比べ底径が小さく器高が若干高い。

C3類(408),器高が高く底径は小さい。器面は荒れているが,内面は撫でによって平滑に仕

上げられている。

その他405・407は細片のため全体像がつかめない。405は器高が高く,器体はほほ直線的に

広がっていく。407は器壁が厚く,口縁部にいたって内湾する。内面は平滑に撫で調整が加え

402

戸三干ヲ___ー,
^

403

405

404

406
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られている。

椀(409・41の 3個体分出土している。両者とも B類に含められよう。 410の外面へはロク

口痕の凸部に限ってミガキが施され,内面体部上半へは,外面同様凸部に限ってミガキ,下半

から底部にかけては全面にミガキが施される。

小型甕(41D 1個体のみの出士である。 B1類に含まれるが,外面口縁部の稜は不明暸であ

る。

甕(412・413)体部破片の調整痕から7個体以上が含まれると推定されるが,いずれも細

片である。 BI・ B2 類が出土している。第70図26~28から体部の調整をみると,26・27は外面

格子叩き目,内面撫でであり,28は,外面平行叩き目,内面は同心円状の押圧の後に不定方向

へのハケ目調整が施される。

鉢(414) 2点のみの出士である。口縁端部は外側へ折り返す。内外面とも撫で調整である

が,外面には輪積み痕が明瞭に観察される。

鍋佛70図29・3の体部破片の調整痕から2個体が含まれると推定されるが,破片数は少な

い。外面上半は削り下半は叩き目,内面は一様に横位のカキ目調整がみられるが,下半には前

段階での同心円状の押圧痕が部分的に残存する。

26号土坑出士遺物佛69図図版34)

全て土師器片で,覆土各層より出土している。図化したなかで,覆士最下層の第4層出士の

ものは419だけで,他は第1層出士である。器種では杯・椀・小型甕・甕が確認、される。

士師器(415~419)

杯(415~417)底部の識別より 5個体以上含ま

れると推定され, A2・ E類が出土している。

415A2類(415)は,体部下半に回転へラ削りはみられ

第Ⅲ章遺構と遺物

ず,器形は全体に歪人でいる。内外面とも焼けムラ,

黒斑が観察される。

BI・ E類(416・417)細片のため詳細不明である

が,416は E類,417は B1類と推察される。

椀(418)口縁部の形態からB類とした。内面の

殆ど全体と外面の凸部にミガキが施されている。

小型甕(419) 1個体のみの出土である。口縁端

部外面は,やや丸味を帯びるがわずかながら稜を有

し直立気味となることからB,類とした。外面体部

の粘土巻き上げ痕は,ロクロによる撫で調整により

やや平坦となっている。
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D群土坑

15 号士坑(第71圃

'
検出区は 5・L区である。規模 .

.

.

口古、は長軸2.60m,短軸1.40mの東側 A'
00^ ーーー.

が広く,西側がせまい不定楕円形
.

.隠 ..

を呈する。遺構確認面からの掘り
.

. .
.

＼.
.

.

込みは,東仰1、で30師,西側k'23Cm ・風・

' 9 ・を計る。床面は平坦でなく,東側,

は緩く窪み,西側への境いに段を
A 48.6m A'

有する。また東側窪みの大半が火
..

.
: ...

..無:.1'都
.

.

j
. ...

.む .

により硬化しており,西側ではそ
S一石

れが確認、されなかった。覆土は炭 .土器片

第刀図 D群 5号士坑及び遺物分布(殆0)化粒を含む黒褐色士の単層であ

る。出土遺物は,士師器杯・小型甕・甕・鍋であり,須恵器は出士していない。各器種の個体

数は細片が多く底部片が少ないこともあって明確な数字は不明であるが,おぉよそ杯7・小型

甕2 ・甕7 ・鍋10個体以上と推定される。多くの士器は火床面よりゃや浮いた状態で出士し,

底面に貼り付いた状態のものはない。また土坑西側の窪みからは甕・鍋片(423・427~431)がや

やまとまって出士している。接合関係では,鍋で土坑周辺出士のものと土坑内東側出士のもの

が接合したり,西側の窪み出士のものと東側平佃出士の甕片が接合したりする。

出士遺物(第72・73図図版34)

杯C類,小型甕B ・ C類,甕 A1類,鍋 Aい A2・ B,・ B2 類が出士してぃる。鍋の破片が圧

倒的に多く,口縁部からA類が大半を占める。,

土師器(420~43D

杯(420) 7点以上の出士である。口径に対して底径が小さく,底剖絲象辺が撫でられC3類,

と思われるが,外面体部下半には不明瞭ながら回転へラ削りが施されている。内面には粘士紐

痕の凹凸が見られる。

小型甕(421・422)口縁部形態で421は B1類,422は B2類に分類される。 421の外面は炭化

物が付着し暗褐色を呈している。また,422の胎士は421に比べて緻密である。

甕(423・424) 423は底音Ⅲ寸近の破片で,内面には粗いカキ目が全面に施されている。底部

は破片から,やや膨らみをもつ厚手と推測される。424は A1類であり,内外面には黒斑が観

察される。

鍋(425~431) A1 類(425 ・ 427), A2 類(428 ・ 430 ・ 431), B1 類(426)が出士している。 427の

内面は,体部下半に叩きが入り,次にカキ目が施されている。430は器形全体に歪みが見られ,

口縁部がやや肥厚するものである。

第Ⅲ章遺楢と遺物
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第Ⅲ章遺構と遺物

429

D.遺構外出士士器佛74・75図図版34・35)

畝状小溝やその他の遺構の覆士中から検出された遺物も含めて,包含層より出士した遺物は,

平箱でおよそ10箱である。遺物の集中区は,上段では畝状小溝やその周辺,下段では沢の落ち

込み周辺の3・ 4 ・ 5・K区である。遺物は士師器が大半を占め,須恵器はわずかしかない。

図示した遺物は遺存度50%以上のものや,器形・成形技法などの特徴的なものを取り挙げた。

須恵器には蓋・有台杯・無台杯・短頸壺・把手・甕がある。士師器には蓋・杯・椀・鉢・小

型甕・甕・非ロクロ成形甕・鍋・高杯があり,中でも杯が多い。

須恵器(432~438)

蓋(432・433) 432は天井部がなだらかに傾斜し,口縁部でやや外傾気味に屈折している。

433は天井部平坦で口縁部で段をっくり,屈折部は外反しながら接地している。432は 6・B区,

433は 4・B区出士。

有台杯(434)口縁部は欠損しているが,体部は直線的に立ち上がっている。体部内面のー

部にはタール状のものが付着している。 4・D区出土。

無台杯(435)体部はやや外反するように立ち上がっている。底部と体部の境には回転へラ

削りが施されている。 6・C区出土。

第乃図 D群 5号士坑出士土器

430

2 (レ邑)

431
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2. 平安時代
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462

461

第Ⅲ章遺構と遺物

短頸壺(436)外面肩部に2条の沈線を巡らしている。胎土はにぶい褐色であるが,酸化焔

焼成である。 8・C区出士。

把手(437)胎士は非常に緻密で,焼成も良く,色調は灰白色を呈し,須恵器か陶器系のも

のか不明である。器面は丁寧に磨かれ平滑になっている。須恵器であるとすれば,平瓶の把手

と考えられる。 8・D区出土。

甕(438)胴部破片で,外面に格子状,内面に同心円状の叩き目が施され,外面には自然釉

がかかっている。 6・D区の2号住居の上層より出士。

土師器(439~467)

蓋(439)天井部はほぽ平坦で,体部は屈折気味に傾斜している。内外面平滑に仕上げられ

ている。 3号住居の蓋(第30図13D より天井部が高い。フ・D区出土。

杯(440 ・ 441 ・ 444 ・ 446-450)

A1類(444・446), A2 類(441), E類(44の 444の体部下位には回転へラ削り痕が観察できる。

他は磨耗していて器面の調整は不明である。444は 4 B区の畝状小溝と 6・C区,441は 7・D区,

"0は 5・B区,446は 4・J 区出土。

465

1

第乃図遺構外出士土器

464

4船

2 (↓弓)

466

467
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2 平安時代

B1類(447・449)両者とも器面剥落していて明瞭ではないが,体部下位は撫で調整と判断さ

れる。しかし,449の底径は極端に小さく C3類とも考えられる。いずれも 5・K区出士。

B2類(U8)体部下位には回転へラ削り痕が観察できる。体部外面の一部は火を受けてにぶ

い赤褐色に変色している。 5・K区出士。

C3類(450)体部上半は屈折した後,直線的に大きく開いている。底径は異常に小さくなっ

ている。 3・K区出土。

赤彩士器(442・443) 442は杯 A1類に相当し,底部下半に回転へラ削り痕が確認できる。

443は底径が比較的大きく,体部は直線的に開きながら立ち上がっている。 442は 7・D区,443

は 3・C区出土。

黒色土器(451・452) 451は底部も含めた外面全体に回転へラ削り調整が施され,体部下半

は大きく湾曲しながら立ち上がっている。内面は黒色処理され底部には放射状に磨かれた痕跡

が見られる。外面にはスス付着している。452は器壁は薄くつくられている。口縁部はやや外

反しながら大きく開いている。内面は磨かれ,光沢を放っている。外面は器面剥落しているが,

磨かれていたものと推察される。 451は 3・K区,452は 3・F区の性格不明遺構出土。

鉢(445・454・455)底部破片の445を除き口縁部の形態から A1類と考えられる。 445は胎

士精良で,底部は回転糸切り後,回転へラ削りが施され平坦になっている。体部は大きく開い

て立ち上がる傾向を示す。外面下位は回転へラ削りが施され,ロクロ撫でによるくびれと段を

なしている。 454と455は胎士に砂粒を多量に含み,器面は荒くなっている。 445は 5・K区,

455は 3・F区の性格不明遺構出士。

非ロクロ成形甕(453・456・457) 453はハケ目調整され,体部はやや開き気味に立ち上がる。

口縁端部は上にっままれ,器壁は薄くなっている。456と457は細片のため法量は不明であるが,

体部はやや開き気味に立ち上がり,口縁部は短かく緩く外反している。体部の調整は456が粗

く深いハケ目痕が残り,457は一部に薄くハケ目調整が施されている。 453は 5・B区と 6・B区

より,456と457は 6・B区の4号住居西側の撹乱部より出土。

小型甕(458) A1類である。口縁部内面にススが付着している。

甕(459 ・ 460 ・ 462 ・ 463)

A1類(459・46の 459の内面にはカキ目痕が明瞭に観察できる。 460は器面剥落しているが,

口縁端部は強くつままれて外面に窪みが見られる。体部外面の中位には叩き目,内面には不定

方向のハケ目痕がかすかに認められる。 459は 5・C区,460は 5・C区と 6・B区より出士。

C類(462) 5・B区出士。

D類(463)磨耗著しいが,体部外面の一部に叩き目,内面にカキ目痕がわずかに観察できる。

5・B区出士。

鍋(461 ・ 464 ・ 465 ・ 467)

A1類(461・464・465) 461は小型の鍋である。体部の外面下半には黒斑が観察される。 B群

-84-



士坑の 1号炉出士の鍋と類似しており,本遺跡では2例しか出士していない 464は器面の調

整が明瞭である外面の部にはススが付着している。

A2類467 口縁部は端部まで百線的じ開き,端部は肥厚している体部外面の中位には平

行叩き目,内面には同,[、円叩き目が施された後カキ目調整されている。 461は 3・K メ,465と

467は4 K区,464は 4 J 区出土

高杯(466)脚部しか遺存していない胎土には小礫,砂粒が多量に含まれ,器面は荒くなっ

ている 2 K区出土

3.その他の遺構と遺物

畝状小溝(第7 ・76図)

上段頂部から西倒除斗面にかけて検出されている規模・方位・覆士・分布範囲等によって2

種類に分けられる 4・5・C・D区を中心として分布するものと6・7 D区に分布するもの

がある

第Ⅲ章遺構と遺物
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3 その他の遺構と遺物

4・5・C・Dを中心として分布する畝状小溝

1本の平均的な長さは24m,幅約0.4mで,遺構確認面からの掘り込みは20伽前後である。

15本の各溝がN・34゜・Wを指して平行に,0.7m前後の間隔を置いて並列してぃた。これらの

溝とほぼ直行し(N・50゜・E),他の溝を切るような形で認められた。

覆士は褐色士でしまりがなく,若干の炭化物を含む単層である。遺物は須恵器片数点と士師

器片が多量に出士しているが,これらは遺構の埋没時に周辺の包含層・遺構からの流れ込みに

よるものと考えられる。

他の遺構との切り合い関係は,溝の南東伽功ゞ1号住居の一部を切り,4・C ・ D区の東側では,

現代の耕作痕により撹乱を受けていた。従って前者の畝状小溝は新,住居跡は旧の関係にある

と言えよう。また 5・B区南西隅の 2本の溝は本溝の延長線上にあり,覆土や規模などからも

同類と推察される。

6・フ・D区に分布する畝状小溝

規模は不揃いであるが,最長の溝で4.8m,幅は0.2~0.4mの間である。遺構確認面からの

掘り込みは 5Cm前後である。方向はほほN・73゜・Eである。

覆土はしまりのある黒褐色粘質土が主体である。

他の遺構との切り合い関係はみられず,遺物も出土していないが,覆士から平安時代の可能

性が強い。

性格不明遺構佛7剛

住居跡・士坑・ピ、,ト・畝状小溝を除く落ち込み状の遺構を本項で一括して述べることとす

る。遺構は規模・覆士が似ており,長軸方向・分布範囲等によっておよそ4地区に分けられる。

上段では4・C・D区を中心とする地区とそれ以外の地区,下段では3・4・K・L区と5.6

・L ・ M区を中心、とする地区である。これらの遺構は長方形状のプランを呈するものが殆どで,

その長軸は斜面の等高線にほぼ平行し,覆土は褐色土でしまりがなく,明褐色粘質土が径1

3伽大のブロックで混入する単層であることから,現代の特定作物仙芋,ごほうなど)の栽培

痕とも推測される。

出士遺物は平安時代の士師器片,須恵器片が平箱で2箱分と縄文時代の石製品や近・現代陶

磁器が若干量出土している。これらは埋没時に周辺の包含層や遺構の覆士が流入したためと考

えられる。

上述の遺構の他焼士状の覆士をもっ落ち込みが上段の北及び西方向に傾斜するEラインの各

区に分布する。規模は不定形のプランを呈し,底部は狭く,断面がビ、,ト状のものが大部分を

占める。覆士は褐色土で焼士や炭化物が多量に混入する単層である。前者の遺構を切るような

形で重複するものもある。

-86-



J紗

陶磁器の多くは耕作士や近世の畝状小溝,他の耕作痕等より単発的に出士したものが殆どで

ある。近世の陶磁器と判断されるものは色調,施釉等の違いから16個体以上あり,肥前系・京

焼風・越中瀬戸系などがある。いずれも細片のため詳細は不明であるが,18世紀頃の所産と推

察される。また,中世の遺物と思われる甕器系の陶器も1点含まれているが,紙面の都合上こ

こで述べることとする。以下,遺物中心に種類別に記述する。

務器系陶器 Q)摺鉢の体部破片である。色調は淡茶褐色を基調とし,胎土は緻密で焼成

良好である。越前系の陶器と考えられるが,時期は不明である。 4・K区出士。

肥前系陶磁器(3・4・6) 3 は高台内面も施釉され,そこに染付けで一重の円が描かれて

いる。また,高台外面と体部下位の境にも染付けが二重に巡り,体部下半には文様が描かれて

^
いる。 4は陶胎染付けである。 6は見込みに蛇の目釉ハギが施されている椀と考えられる。

台畳付けから高台部内面にかけて砂目痕を有し,底部は2/3が露胎となっている。体部下半は

高台方向から打ち砕かれ,円形に調整されたものと思われる。 3 の高台径は5.5Cm,4の口径

はH.3Cm,6 の高台径は4.3Cmを測る。 3 は 8・K区,4 は 4・A区,6 は 1号士坑出士。

ー」ー"《
京焼(2)胎土は赤味がかった明褐色を呈し,施釉より器面は黄褐色を呈している。 1日10

径は7.5Cmを測る。 4号住居西側の撹乱部分より出士。

越中瀬戸焼(5)底部内面の周縁に鉄釉が施されている。口径は10cmを測る。 3・K区出土。

不明陶器(フ・8)いずれも摺鉢の口縁部破片で,胎士は黒褐色である。 7は全体に茶褐色,

口縁部に暗褐色の釉が施されている。 8は全体に茶褐色の釉がかけられている。口径は7が

32Cm,8 か'37.3Cmをt則る。いずれも 5 ・ F 区出土。

/戸"'、
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3. その他の遺構と遺物

鉄製品(第78図,図版

36)

鉄製品には刀子3

点・角釘6点・和釘1

点その他丸釘・不明'"、,

鉄製品・鉄淳など近・

現代のものと思われる

遺物が多数出土してい

る。殆どは遺構外出士

であるが,刀子の 1と

必

・《ミ蛋ア・

2 は B群士坑,3 は 1

号住居のカマド,和釘

の8 は4号住居より検出されたものである。これらはサビの湧出により,鉄自体もろく,サビ,

をすべて除去することはできず,全形を知り得ないものが多い。1は先端部が欠失しているが,

小刀と考えられる。現存の長さ19.3Cmを測る。茎と身の間に切羽状のもの力靖忍められる。茎に

は木片が付着している。 2の中央部も厚くなっており,切羽と判断される。 3 はサビの湧出が,

見られず,薄く板状になっている。一音Ⅲこ小さな孔が穿られている。原形は不明である。 4~

7 は角釘,8 は和釘と考えられ,先端部が細くなり尖っている。 4 ~6 の断面はほぼ同様の方

形を呈している。 4 と 5 の頭部は折損したものと推測される。現存の長さは 2が4.3Cm,3が

2.9Cm,4 が6.5Cm,5 が7.1Cm,6 が8.6Cm,7 が9.5Cm,8 が8.2Cmを測る。 4 は 7 -C 区,5

は 5・C区,6 は 6・B 区,7 は 4・C区出士。

銭貨(第79図)
4.、"_.^

"ノ"ノ開元通宝(初鋳唐代 621年)が1枚,6・M区の耕作士より出土して

いる。風化して薄くなり,変形している。
叉 ＼、砥石(第80図,図版35)

吹'、・.嵳 "、、1、、、1 X3・K区から出土したもので,角柱状を呈
＼ 、

する。下端を欠損するが,他の面は全て作業 j '・'、亀竃

ゴ'、蒔す,面である。現存の長さは,4.8Cmを測る。凝
イ、 11

『^ニ.、、ー.

灰岩製である。
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^
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第Ⅳ章小出越遺跡,および,その周辺の

遺跡出土士師器の蛍光X線分析

1.胎土分析による士師器の産地推定

粘土を高温(~1350で)で焼成しても,その化学特性に変動が起らないことは,筆者らによ

る粘士の焼成実験(三辻他 1978,三辻 1983)によって確認、された。このことは須恵器生産の

現場である窯跡から出土する須恵器片にっいても確認できる。すなわち,窯跡には十分焼成さ

れた硬い破片から,未焼成に近い軟らかい破片にいたるまで,種々様々の須恵器片が見出され

る。これらの破片を分析しても,化学特性に有意な差は認められず,一窯跡出士須恵器として

はばらっきはあるものの,一定の化学特性をもっことが確かめられた。したかって,士器を分

析して得られる化学特性は素材粘士の化学特性である。このような実験・観察事実から胎土分

析による土器の産地推定の研究は出発する。粘土の化学特性は母岩に支配される。したかって,

岩石に地域差があるように,粘士を素材とした土器にも地域差があるはずである。」の推疋を

確認するためには,全国各地の土器を分析してみなければならない。このような士器の地域差

を求める研究を行うためには,まず,生産地のはっきりわかった士器が必要である0 」の点で

全国各地に窯跡徃産地)が残ってぃる須恵器が絶好の分析対象となった。筆者らの十数年間

にわたる研究の結果,窯跡出士須恵器には地域差があることが証明された。しかし,地域差が

あることがわかったからといって,ただちに産地推定ができるという訳でもない。須恵器の窯

跡が多すぎるからである。筆者が取扱った窯跡だけでも800基をこえる。このように多数の窯

跡の中から,ーつの産地を胎土分析のみで選択することは容易ではない。そこで,筆者は年代

ごとに窯跡を整理し,須恵器の流通を追跡することにした。この点で特に注目されるのは窯跡

の数が少ない5~6世紀代の須恵器の流通に関する研究である。既に,地方窯産の須恵器はそ

人なに遠方まで流通してぃないのに対し,大阪陶邑産の須恵器が全国各地の古墳に出士するこ

とが立証されつつある。

さて,問題は土師器である。窯跡力巧美っていないという点で流通の追跡は須恵器よりも難し

い。しかし,不可能ではない。突破口はいくっかあるが,そのーつが小出越遺跡,および,そ

の周辺の遺跡出士士師器の場合である。小出越遺跡には,士師器焼成遺構とみられる土坑がみ

つかってぃる。この士坑内に散乱する多数の士師器片を分析してみて,それらが同質の胎士を

もっかどうか,云い換えれば,同じ粘土を材料とした士師器であるかどうかを調べてみること

である。もし,同質の胎士をもっとすれば,この土坑は士師器焼成遺構であることが土師器の

胎士から検証されることになる。小出越遺跡の土坑が士師器焼成遺構であることが検証される

と,次に,これらの士師器と同じ胎士をもっ土師器が同時代の周辺の遺跡にどのように分布し

第Ⅳ章小出越遺跡,およぴ,その周辺の遺跡出土土師器の蛍光X線分析

奈良教育大学 辻利
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2 分析方法

ているか,どの程度遠くまで搬出されているかが追跡できることになり,士師器流通に関する

ーつのモデルケースとなる。士師器がどの程度,遠くまで搬出されるのか現在のところ全くわ

かっていないだけに,小出越遺跡産士師器の追跡は士師器流通の研究上,重要な意味をもっ

次に,時代が違えば,士師器胎土はどのように変わるのか,つまり,士師器の素材粘士の採集

地がどのように変わっていくのかを調べる。そのために,小出越遺跡を中心とした地域で,小

出越遺跡とは異なる時代の遺跡出土土師器を分析することになる。このようにして,士師器焼

成遺構をもっ小出越遺跡を中心として,土師器流通の研究を拡大してぃくことができると筆者

は考えている。以下に,小出越遺跡,およぴ,その周辺の遺跡出士士師器の分析彩果にっいて
述べよう。

2.分析方法

士師器片はすべて表面を研磨して付着汚物等を削りおとしたのち,タングステンカーバイド

製乳鉢(硬度9.5)の中で100~200メッシュ程度に粉砕した。粉末試料は塩化ビニール製りング

枠の内へ入れ,約10トンの圧力を加えてプレスし,直径20m,厚さ3脚の錠剤に成形し,蛍光

X線分析用試料とした。エネルギー分散型蛍光X線分析装置で, TUを_次ターゲットにして

真空中でK, ca を,また, M0 を二次ターゲ、,トにして空気中で Fe, Rb, sr を測定しメ、{

量分析には,岩石標準試料JG-1を標準試料として使用した。分析値はJG-1による標準化
値で表示した。

3.分析結果

a 小出越遺跡の出土土師器

はじめに,小出越遺跡にある焼成遺構とみられる士坑内から出土した土師器のRb一翫分布

図を第81図に示す。この分布図は須恵器の地域差をよく表示するので,士師器の地域差をみる

上にも役立っだろうと考え,使用することにした。そうすると,焼成遺構とみられる士坑内か

ら出士した士師器はある程度はぱらっくものの,一定の領域内にまとまって分布することが第

81図からわかる0 通常,一窯跡から出土する須恵器もこの程度にぱらっいてぃるものであり,

この点を考慮に入れると,これらの士師器は同質の胎士をもってぃるとみなし得る。これらの

点を全部包含するようにして,小出越領域をとった。この領域は定量的な意味をもっものでは

なく,小出越遺跡産の士師器はこの領域にほぽ分布するという定性的な意味をもっにすぎない

とは云うものの,この分布領域は他の遺跡から出土した士師器を分析した場△小出越遺跡産

であるかどうかの目安をっける上に役立っ。この領域から全くはずれてしまった場△小出越

遺跡産である可能性がきわめて小さくなるからである。また,第81図には小出越遺跡と長者

原で採集した粘土もプロ、,トしてある。これらの粘士は一応、,小出越領域に分布し,素材粘士

であった可能性をもっが,そのことは更に他の因子にっいても調べてみなければならない

第82図には,小出越遺跡の住居跡や士坑から出士した士師器のRb-S,分布図を示す。大邦

分のものは小出越領域内に分布していることがわかる。しかし,2号住居から出士したN。45
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46・47.48・49の5点の土師器は小出越領域をとび出して分布し,小出越遺跡産の土師器では

ない可能性をもっことを示峻する。以上のことでおおよその見当はっくと思うが,ここで,他

の因子についても調べてみよう。

第83図にはK量を対比してある。 K因子でも焼成遺構出士の士師器はよくまとまっている。

そして,長者ケ原の粘土は土師器とよく対応するのに対し,小出越遺跡の粘士は士師器には対

応しないことがわかる。このことは小出越遺跡の粘士はそれだけで士師器素材にはならなかっ

たことを示唆する。また,小出越遺跡(住居跡)の士師器も大部分は焼成遺構出土土師器に対

応するが, N047・48・49などはずれて分布した。

第84図にはCa量を比較してある。 ca因子でも焼成遺構の士師器はよくまとまって分布して

いる。また,長者ケ原の粘土は士師器とよく対応、しているが,小出越遺跡の粘土はCa量が少

なく少しずれて分布した。小出越遺跡の住居趾出士士師器も焼成遺構出士士師器によく対応、し

ていることもわかる。

第85図には Fe量を比較してある。 Fe因子でも焼成遺構出士士師器はよくまとまって分布す

る。長者ケ原の粘土は Fe量がほ人の少し多く,土師器とは少しずれる。これに対し,小出越

遺跡の粘土はFe量も少なすぎて土師器には対応、しない。住居跡の士師器のFe量は相当ばら

つぃてぃるものの,大部分のものは焼成遺構の士師器によく対応している。

以上の結果,小出越遺跡の焼成遺構と推定される士坑から出士した士師器は全因子でよくま

とまって分布しており(一窯跡出土須恵器と同程度のぱらっき),同質の胎士をもっとみてよい0

したがって,士師器胎士からみても,この士坑は焼成遺構であったという推定を支持する0 ま

た,長者ケ原の粘士はFe因子でほ人の少しずれるものの,他の因子では焼成士坑出士士師器

と全く一致し,土師器の素材となった可能性は高い。それに対して,小出越遺跡内で採集した

粘士はK, ca, Fe 因子で全くずれており,この粘土だけでは士師器粘土とはならなかったこ

とは明らかである。また,小出越遺跡の住居出土土師器の胎士は大部分のものが焼成士坑出士

士師器と全因子で対応、しており,同遺跡内で焼成した土師器とみられる。しかし, N045'46'

47.48.49など,若干の土師器は同遺跡産の士師器ではない可能性もあることをっけ加えてお

第Ⅳ章小出越遺跡,およぴ,その周辺の遺跡出士上師器の蛍光X線分析

b 小出越'跡周辺の遺跡出士士師器

小出越遺跡周辺の遺跡出土土師器のRb-sr分布図を第86図に示す。すべて,小出越須域に

分布してぃるが,原山遺跡のN027・28,鰐口下遺跡のN087・認は小出越領域の隅に偏在するこ

とが注目される。また,周辺の遺跡出士土師器のK量, ca量, Fe量は第83'84'85図に対比

してある。そうすると,前記原山遺跡の2点の土師器はCa, Fe因子では小出越遺跡産の土師

器に対応するものの, K因子では大きくずれ,小出越遺跡産でないことを示唆する。また,N027

とN。28はそれぞれ別産地の土師器である可能性もK因子は示唆している。また,鰐口下遺跡の

N。87.88はCa量が少なく,小出越遺跡産の土師器には対応しない。したかって,別産地の士



3 分析結果
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2

0

小出越

0

3

師器とみられる。これ以外の周辺の遺跡出土士師

器は全因子でほぽ小出越遺跡産士師器に対応して

おり小出越遺跡産の土師器とみられる。,

以上の結果,小出越遺跡は士師器を生産した遺

跡であり,その土師器は周辺の遺跡へ流通したこ

とが明らかになった。しかし,小出越遺跡産でな

い士師器が原山遺跡・鰐口下遺跡で検出されてお

り,それらと対応、する粘土・士壌が何処に分布し

ているのか,その産地を探る上に興味深い。

なお,分析結果は表2にまとめてある。
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3 分析結果
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縄文士器

1.縄文土器

本遺跡出士の縄文士器は,出土数が少なく断片的資料であるため詳細は触れず,ここでは全

体の器形を復原しうる第10図の 1・ 2 について,資料報告程度に簡単に説明を加えたい。

1の類似資料を出士する周辺遺跡として,新潟県布目遺跡(小野他 1987),富山県南太閣山

遺跡仙本 1986)等が挙げられる。布目遺跡第1群士器は波状の口唇に刻みを施し,胴部の

凸帯に爪・半裁竹管等による刺突列が施される。 1にみられる隆帯下の半戡竹管による鋸歯状
(π8)

平行沈線を除けぱ,胎士・内面の調整等にいたるまで酷似する。また8の平底外面へ施される

爪形連続刺突の存在など類似点が多く,報告者は東北地方南部の桂島式・関東地方のニッ木

式・関山1式に比定している。また南太閻山遺跡第13類には,口縁部の羽状縄文・頸部への刻

みを伴った隆帯の貼付け・隆帯下の半戡竹管による鋸歯状平行沈線など文様構成・施文具にお

いて近似する。前記2遺跡の士器を概観すると,器形・施文具・施文方法・文様構成等におい

て類似点が多くみられ,本資料もこれらの遺跡から前期前葉に位置付けておきたい。しかし本
(注9)

県にあっては,早期末~前期全般に比定される資料が少なく,その編年的序列・系統等,未整

理なため詳細は不明である。そして,西頸城地方をみるかぎり,岩野E遺跡(高橋 1986)で

は早期末に東海系の入海式の流入,東カナクソ谷遺跡佃海 19釘)では,前期初頭の北陸系

の土器が出士するなど他地域からの影響を強く受けており,本遺跡出士土器も含め,今後,系
(江10)

統的に整理してゆかなければならないであろう。

2は,本文において縄文時代中期最終末に時間的位置付けを行った。しかし,該期の伴出遺

物は全く見られず,この士器自体も破片数が少量なため,復原には若干の無理があることは否
(i主11)

定できない。ここでは,不確定ながらも時期の比定を行った根拠にっいて触れることとする。

関東地方では,縄文時代中期後葉から末葉にかけて両耳壺と称される士器群が存在する俵

孫子他 1981,大塚・谷井他 1982)。特に加曽利EⅣ式期のそれは,①一対の把手が橋状を呈する,

②把手が頸部から肩部にかけて付される,③口縁部が無文帯となり,胴部の縄文鼬文)と隆

帯によって画される点にこの土器との共通性を見い出すことができる。しかし,全体のプロポー

シ"ンの面では,器高・口縁径・底音附茎の比率に大きな相違があるため,異質な感がするのは

否めない。また文様の面では,把手と頸部に施された刺突列は,両耳壺には見られず,口縁部

無文帯と胴部の縄文(地文)で構成されている点に違いがある。

刺突手法と橋状把手を有することからは,新潟県を中心に分布する後期初頭の三十稲場式と

の対比が必要となろう。また最近では,加曽利EⅣ式の両耳壺にご十稲場の系譜を辿る可能性

があることも示唆されており注目される佃中 1985)。

三十稲場式の刺突手法には,花弁形文・突瘤文・瓜形文・押し引きによる三角状文などのパ
0釘2)

ターンが知られている。しかし,この士器における棒状の先鋭な工具を下から突き上げる手法

錦V早 ま と め
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(把羽や,水平方向に突く手法(頸劃は,三十稲場式に類例を見ない。加えて,把手や頸
(注13)

部にのみ刺突文を有し,胴部には縄文を施すという文様構成も同様である。類似点をあげると

すれば,頸部の隆帯に付された連続的な刻み目文と全体的なプロポーションと言えよう。

以上,加曽利EⅣ式の両耳壺と三十稲場式を例証し,共通点・相違点を述べてきた。中でも

前者との共通性は特筆すべきであり,時期比定に際しては大きなウエイトを占めている。しか

し,相違点も無視することはできず,ひいては地域差か時問差かという大きな問題が生ずる。

ここでは地域差という理解に立ったが,今後,当地方での類例が増加した段階で隣接する北陸

地方,北信地方との比較を行った上で検討すべき課題となろう。

2.士師器焼成遺構

A 本県における土師器焼成遺構の事例と現状
(注14)

県内の士師器焼成遺構は,現在のところ報告例がない。しかし,今熊1号古窯跡(小島他 1983)

の報文中に「還元焼成されているが,器形・胎士共に士師器であって,焼成が須恵器窯で成さ

れたものである。」との記述があり,須恵器窯での士師器焼成の可能性を指摘している。しかし,

発掘調査の成果ではなく,灰原からの表採品という資料自体の限界性が存在することも,報告

者自身が述べているところである。このような事例は県内に幾っか存在し,山崎須恵窯跡・貝

屋須恵窯跡・真木山窯跡群等で報告されている。

山崎須恵窯跡 U1止 1981)「窯は,全体にやや低温度時点に放棄されたもので器体はかなり

脆く,未だ還元のかからない赤褐色,或いは黄褐色を呈するもの力沫念てである。」と窯出土土,

器の様子を説明したうえで,窯内出土の内外共に黒色処理した椀とも杯とも区別が尽きかねる

資料の説明のなかで「瓦質の黒色土器の検出は,同時焼成と考えざるをえないものであるが,
惚Π5)

他に報告例を見ない。」としている。

貝屋須恵窯跡(川上 1982)においても,須恵窯中に士師質土器の鉢・鍋・甕・甑が出士し

ており,中でも鍋は20数点(個体?)が出士したと言う。その多くは灰原より出士しており,

報告者は窯内で焼成されたものと考えている。

真木山窯跡群(戸根 1986)では須恵窯出土品の中に「酸化焔焼成の長胴甕・鍋がある」とし,

土師質土器が煮沸具に片寄る傾向を指摘している。そして須恵器窯で須恵器・土師器をそれぞ

れ時期を異にして焼成したものと報告者は考えている。

なお,狼沢2号窯跡仲川他 1973)から,士師器のような焼成を示す士器群が出士している

が,報告書は,形態・成升犲支法において須恵器と認めており,焼成中に窯体が壊われたためと

考えている。
(?主16)

以上のような事例は,須恵器窯の構造で土師器を焼成した可能性を示唆したものであるが,
(i主17)

今後,資料の集積をまって明確になるものと考えられる。ここでは報告から土師器焼成の一面

を提示するにとどめる。しかし,何れにしても断片的な資料に過ぎず,いぜ人土師器焼成遺構

第V章 ま
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2 土師器焼成遺構

の存在は不明である。

B 土師器焼成遺構として認定される条件

「何をもって士師器窯とするか」(穴沢 1978)の指摘のように,現在,土師器焼成遺構に関

しては,その実体が明確ではなく資料の増加を待っているのが現状といえよう。

本遺跡においても状況は同様であるが,ここで士師器焼成遺構として報告するにあたって,

それらを認定した諸条件にっいて本遺跡なりに詞信己しなけれぱならない。

1.土師器表面に見られる破損形状一・ー・個々の土器説明文(平安時代土器観察表参卿のなか

にもしぱしば表現してきたところであるが,士器表面には剥落痕・ヒビ・歪みが多く観察され

る(図版24・29・31)。特に 2 号住居・ 6 ・16号士坑より出土した土師器に多く見受けられる。

その他,1号住・ 4号住・ 1号炉・17・18・19・26・27号士坑にも少量見受けられる。器種別

には杯・椀が大多数を占める。これらの破損形状(割れ方)は,士器消費地ではあまり見るこ

との出来ないものであり,須恵窯出土の須恵器の表面にしばしば見られる加熱による細かなハ

ジケと同様なものと考える。これらの破損品は窯内焼成時の失敗作であり,士器生産地にその

まま留まるもので,基本的には消費地への流出は殆ど見られないものと考えられる。また,こ

れらの破損形状の他に,器面内外に黒斑が観察されるものが多いことも特徴である。

2.遺構の床面・壁面等が焼固しているー・一検出された士坑・住居跡の一部に床面・側壁が
(注20)

焼固しているものが存在する。

3.2の土坑・住居跡に,1で指摘した器表面の剥落の見られる士師器が多出する。

4.4号住居のような,カマド構造(人頭大の石を両方の袖に配した構造をもっ)をもたない竪
(注21)

穴が検出されており,工房跡の可能性がある。

5.須恵器の出士量が極めて少なく,土師器が多量に出土している。その中でも土師器杯は,
(i主22)

全体に対する割合が極めて高い。

6.胎土分析の結果から,焼成遺構出士の士器は,その胎土が極めて近似する(単一須恵窯

出土士器の指数範囲とほぼ同じ)。

以上6点が,本遺跡での士師器焼成遺構の存在を認めた理由である。

C 士師器焼成遺構と窯構造

土師器焼成遺構認定の諸要素を前記した。これを基に,士師器焼成遺構と考えられるものを

整理すると,2号住居と 5 ・16・18・19・20・27号土坑の 7遺構となる。それらの遺構の分布

状況は,5号土坑を除き上段の南西へ緩く傾斜する地点に集中しており,日本海から前川沿い

の谷を通り抜け吹き込む,強い北西風が直接あたらない立地である。また,5号土坑も同様に,

下段の南側沢地へ傾斜する地形に占する。

焼成遺構は,形態的に大きく2分類される。方形をした竪穴の1部を焼成部として張り出さ

せたもの(2号住居)と,それ以外の浅いなだらかな掘り込みを持っものとである。

前者は,方形の工房跡とその1隅を弧状に張り出させた焼成部を持っ竪穴の遺構である。土
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師器焼成のための工房跡が検出された遺跡に,瀬谷子遺跡悼間他 1971)・広綱遺跡御佃他

1985)等がある。瀬谷子遺跡では方形の竪穴遺構の床面に焼土・火床が散在し,竪穴の隅に灰

白色の粘土が集積されている。主柱穴らしきものは存在せず,上屋の有無にっいては不明であ

る。また,3号工房跡・5号工房跡・6号工房跡等で検出されている竪穴の壁を張り出す形で

長軸lm内外,短軸50cm内外の,楕円形を呈する火床が見られ,火床面は遺構外に向けて緩や

かに,或るものは段を持ちながら上がっていく。報文では,これらの火床を竪穴内部から外側

へ向かい火を焚く形の窯と考えている。これら床面,壁際等の火床の存在と士器の原料となる

粘土の集積は,これらの竪穴が土器の焼成(窯)と加工・整形(工房)とが一体となった遺構

と考えられる。本遺跡の2号住居も瀬谷子例に近いと考えられるが,遺構内の隅に見られる主

柱穴様のピット(ピ"ト4は火床に位置し,覆士も他と異なり炭化物を多量に含有する黒色士であるこ

とから性格が異なると考えられる)・方形部に見られる周溝状の溝等については,今後,検討し

てゆかなけれぱならない。つまり柱穴様のピットの存在は上屋を想定させるが,張り出し部分

を一部とする焼成部は,その火床面の広か'りから方形部のかなり内部まで達しており,大規模

なものと推定される。そして,遺構内覆士の観察から焼成部の上部構造らしき崩落士は確認さ

れず,開口した窯と考えられ,どのような上屋構造をとれぱ,焼成部からの引火を防げるか検

討事項となろう。次に方形部に見られる周溝の存在であるが,ここでは一応,排水溝としての

用途を考えておく。しかし竪穴住居跡によく見られる壁板の付設跡とも見られ即断はできない。

後者の形態としては,楕円形・円形・不整形等が存在する。床面は平坦でなく,摺鉢状に窪

み,しっかりした掘り方は確認、されていない。水深(栗原 1972)・権現後(阪田 1984)・駒

形(穴沢 1978)・水池(下村他 1976)遺跡等で検出されている焼成部と焚口部を形態的に分

離する(イチジク形・二等辺三角形等)部分は確認、されず,床面の段差・傾斜等もみられない。

しかし5号士坑のみは,焼士範囲が片寄ることと,施設を2分できるような底面の段差の存在

から,焚口部と焼成部とを分雜できる可能性も存在する。しかし,それぞれの士坑覆士の観察

から,上音畊奪造らしき崩落土も確認、されていないことなど,下宿内山(下宿内山調査会 1978)

南小泉(結城 1979)・落河原(谷本 1973)・サシトリ(秋田県教委 1976)・水深遺跡等で検

出されているものに近い平窯と考えられる。また,瀬谷子遺跡の窯跡周辺で検出された,覆い

屋根の存在を想、定させる複数のピットの存在は確認、されていない。

D 胎士分析について(第88・89図)

分析資料は合計88点であり,総て土師器である。その内訳は,小出越遺跡のもの67点,周辺

遺跡のもの15点,小出越産粘士2点,長者ケ原産粘士4点である。ここで,先ず,資料とした

周辺遺跡と粘士採集地点について,概要を説明したい。

岩野A遺跡(高橋 1986)糸負、川市大字大和川字岩野に所在し,海川右岸の段丘に立地する。

縄文時代早・前期,平安時代,中世の遺物・遺構が検出されている。焼土範囲とその近くに土

師器杯の集中出士が見られ,これにSX14の遺構名を付している。胎士分析に使用した士師器
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2 土師器焼成遺構

底部片は,この集中地点からのものであり,底部径・体部の立ち上がり等から,報告記載の杯

と同様な器形と考えられる。

大塚遺跡(県教委発掘 1986)糸負、川市大字宮字ソウレハ他に所在し,姫川右岸の段丘上

に立地する。先士器時代から中・近世の遺物・遺構が検出されている。資料78はピ、,ト35より

出士しており,体部下半がへラ削り後,ナデられる杯である。79は包含層からの出士であり,

実測図はないが杯体部の破片である。80はSK34より出士しており,底部からバケッ状に開く

体部をもち,外面縦方向のハケ調整・内面撫で調整をもつ非ロクロの鉢である。このうち78

80は,両遺構間で接合関係が認められることから供伴関係にあり,調査者は今池遺跡皈井

1984)の調査成果より9世紀前葉と考えている。

立ノ内遺跡(県教委発掘 1985・1986)糸負、川市大字道明字立ノ内に所在し,早川左岸の段

丘上に立地する。平安時代,中世の遺物・遺構が検出されている。焼士範囲が散在しSX21の

遺構名を付した地点に,製塩士器に伴って士師器杯が出土している。資料はこの地点からのも

ので実測図はないが,同地点から出土している杯と酷似しており,ここにその図を載せる。調

査者はこの士器の時期を9世紀後半から10世紀前半に位置付けている。

鰐口下遺跡媒教委発掘 1986)糸魚川市大字上刈字鰐口下に所在し,姫川右岸の段丘上に

立地する。縄文時代後・晩期,平安時代の遺物・遺構が検出されている。半ぱ,破壊された竪

穴住居跡のカマド脇のピットより,残りの良い杯が数個体出土しており,住居跡一括と考えら

れる。87は底部が厚く,88は体部に「山」を逆位にした記号と思われる墨書が描かれた杯であ

る。

岩野下遺跡(和田 1987)糸魚川市大字大和川字岩野に所在し,海川右岸の段丘上に立地

する。縄文時代中期,奈良・平安時代,中・近世等の遺構・遺物が検出されている。その内,

平安時代の SB5 ・SB3 ・SK 1 の士器片を資料とした。報告では, SK1 とSB5 が9 世紀後半

から10世紀中葉に位置付けられている。本書には, SK1の一括士器を参考として載せる。

原山遺跡仕田 1986)糸負、川市大字大野字苦竹原に所在し,姫川右岸の段丘上に立地する。

平安時代の竪穴住居跡が検出されている。その内,1号住居出士の杯・鉢(非ロクロ)を資料

とした。調査者は,これらの資料を10世紀前半と考えている。

小出越産粘土調査範囲の下段で黄褐色の遺構確認面より,約lm50伽下位の灰白色粘士で

ある。

長者ケ原産粘士地表より50cmと lm下位より採集した黄灰色粘士である。
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(i主24),、
小出越遺跡出士のものは,竪穴住居跡・士器焼成遺構,その他の士坑とで,それぞれ遺構別

こ抽出した。資料は全体の器形が実測図で復原できるものを基本としたが,杯以外の器種は,

、破片が多く,若干,復原できないものも含人でいる。また,器種別にあまり片寄らないよう

こ選択した。しかし,一部の遺構を除いて,その多くは,床面直上等,原位置をたもって出土



する例は少なく,覆土内出士遺物から,任意に資料としたことを付け加えておく 0

周辺遺跡にっいては,本遺跡と比較するため,時期的に似かよった遺物を資料とした。しか

し,該期の資料は,最近の調査で遺跡数が増えているものの,遺物量・遺構等においても断片

的な資料が多い。そして,未だ当地の士器編年も成されていない状況等も考え合わせると,各,

資料に時期的な不安が残る。しかし,大塚遺跡の分析資料78は,2号住居出士杯に,同じく80

にいたっては,4号住居の非ロクロ成形甕佛40図226)に酷似する。また,立ノ内遺跡出土の杯

は,底部径・体部立ち上がり・胎士等から,16号士坑出士の杯に極めて似る資料である。

これらの資料を分析した結果は,第Ⅳ章に詳しいが,その結果を要約すると次のようになる。

1.焼成遺構出土の資料は,分析結果が近似するため,同質の粘士を原料とした可能性が高

く,遺構は土師器焼成遺構と考えられる。

2.住居跡出土・士坑出土の士器の多くは,小出越領域を尓し,本遺跡で焼成された可能性

が強い。

3.2号住居出士品で,分析資料45~49は,本遺跡以外の地で生産されたと考えられる。

4.鰐口下・原山遺跡出士の資料は,本遺跡以外の地で生産されたと考えられる。

5.長者ケ原産の粘土は士師器素材となった可能性が高いが,小出越遺跡産の粘士はそれだ
(注25)

けでは素材とはならない。

小出越遺跡については,2号住居で,領域外の資料が出土しており,それが45を除き総て煮

沸具であることが注目される。また,2号住居は体部下半に回転削り調整を加える杯が大多数

を占め,小出越遺跡の中にあっても時期的に最も古い士器群と考えられる。そして,5号士坑

のように鍋を焼成したと思われる遺構の存在や,多数の器種が領域内に存在する分析結果から,

本遺跡で多くの煮沸具まで焼成された可能性が存在する。これらを総合すると,2号住居に占

地した人々は,本遺跡にあって最も初期に士師器焼成に従事したもので,その時,他の地で作

られた煮沸具等を少ないながら持ち込人でおり,2号住居を工房・焼成の場と同時に居住空間

として利用していたものと考えられよう。

次に,周辺遺跡についてであるが,岩野A ・鰐口下"・岩野下・原山遺跡は,士師器杯に器壁

の厚さ・底径の大きさ等,遺跡問でぱらつきがみられるものの大きく9世紀中葉以降に対比さ

れよう。また岩野Aの資料で対応、するなら,その高台付き皿から10世紀前半と推定される。そ

して,小出越2号住居・4号住居等でみられる杯A・B類の後段階で,杯C類を出土する1号

住居に対比またはそれ以降に該当すると思われる。また,大塚遺跡の資料は,小出越2号住居・

4号住居に近似品があり,立ノ内遺跡のものは,4号住居・16号土坑のものと同様と考えられ

る。これらのことを総合し,胎土分析の結果と照らし合わせると以下のようになる。

1.少なくとも糸魚川全域に,小出越領域を示す粘土を材料とした士師器が分布する(姫川

沿いの,原山・鰐口下遺跡では,領域外の士師器が出土しており,分布圏を区切る可能性も存在する)。

2.小出越遺跡の士師器焼成期間は,士器の分析よりほほ8世紀末~9世紀後半にかけて行
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2 師器焼成遺構

ヨ

第87図小出越領域内外の遺跡(MO0,0卯)(国土地理院,昭和44年3月30ヨ発イT,レ60,佃0)

注26

われたものと考えられるまた鰐口下・原山遺跡から10世紀前半期に,小出越領域外の粘
(i主27)

土を材料とした土師器の流入仕師器焼成遺構の存在)が考えられる

以上,各項目について簡単にまとめてきたが,ここで小出越遺跡の土師器製作遺跡としての

性格をまとめ,終わりとしたい。各地の士師器製作遺跡のありかたは,ほと人どか'小規模なも

ので,土師器生産は単集落または,地域圏を構成する小さな集落群を対象とした自給性の強

いもの(塩野 197フ・小宮 1986)とする考えと,水池遺跡・水深遺跡から考えられる大規模で,

なおかつ組織的士器生産がおこなわれ(塩野 197フ),しかも広い地域を対象とする生産基地的

な性格を有するものとがある本遺跡は,第2図でも分かるようにかなり斜面地に立地し,西

側は前川,東・南側は山地,わずかに北側に開析されてはいるものの,起伏が多い北側での

表面採集の結果からも集落等の寸地は考えられず,詞査範囲内においても,わずかな住居跡と

土坑(土師器焼成土坑等)が点在するし、すぎないそして,検出された遺構のほと人どが士師器

焼成に係わったものと解されることから,小規模でありなか'ら,士師器製作者集団の占すると

ころと考えらるまた生産された士師器は,かなり広範囲に流通し六ものと推定され生産基地

的な様相を那すしかし,粘士採掘坑・粘土溜め遺構等の付属施成が検出されないことと,粘

士分析の結果から,土器作りのすべての作業が小出越遺跡で行なわれたのではなく,土器生産

の前段階である生地作りまでは,他の地域で行なった可能性が強い
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第89図 胎土分析資料
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3.平安時代の土器

本遺跡は,士師器生産遺跡と考えられる。したがって,出士士器の組成は一般の消費地遺跡

と異なる状況を示す。土師器焼成遺構の内5号士坑は鍋の破片が大多数を占め,ほぼ原位置を

示すと考えられる士坑西側の窪地出士遺物も,鍋A類で占められる。また,16号士坑出士士器

は杯が圧倒的に多く,その中でも A,類がほと人どで,僅かル類が1点含まれるのみであった。

そして27号士坑は遺存率の高い杯が多数出士し,そのほと人どがE類に含められる。このよう

に,焼成遺構の中には焼成物として同器種・同タイプを焼成したと考えられる遺物の出士

がみられ,遺構内で出士した士器群に器種・タイプの片寄りが想定される。同時に一般の消費

地遺跡と比較した場合,欠落した器種・タイプが存在する可能性もある。 4号住居は本遺跡の

中にあって明瞭なカマド施設をもった数少ない住居跡で,最も般的な士器組成を示すと考え

られるが,須恵器は出士士器全体の2割以下で器種的にも杯と杯蓋で占められ,片寄りがみら

れる。これらの組成は,士師器焼成を専業とする集団の住居の一面を示すものと考えられる。

したがって本遺跡のような生産遺跡と一般の消費地遺跡を,土器組成の面から時期設定を試み

ることに危険性を感じるため,ここでは,前記した生産遺跡としての特性を踏まえ,数少ない

伴出須恵器から各住居の大まかな時期設定をおこないたい。そしてこれらの時期設疋を基に,

共伴する土師器杯を中心に形態・技術的差異を指摘し,そこにみられる変遷を整理してみたい。

本遺跡の須恵器を概観すると,杯・杯蓋以外はほと人ど出土していない。杯は,有台'無台

とがあり,器高がわりあい低く小型のものが一般的である。杯蓋もほほそれに対応、する口径を

示す。杯の底部は回転糸切りのものが有台杯に僅か2点あるのみで,他はすべて回転へラ切り

で占められる。器壁は比較的薄いが,内面はわりあい滑らかに仕上げられたものが多い。体部

は直線的に立ち上がり,口縁部で外方に大きく開くものはない。細片のため図示していないが,

1号住居出士の須恵器杯も前記の特徴を示すと思われる。このような中で,3号住居の132と

4号住居の179がそれぞれ特筆される。前者は無台杯の底部破片であるが,器壁が非常に薄く,

内面もロクロ痕の凹凸を明瞭にのこす。このような特徴をもっ須恵器は,県内では番場遺跡(坂

井 1987),今池遺跡(坂井 1984),一之口遺跡西地区(坂井 1986)などで出土しており9世紀
(注3の,

中葉以降に比定される。本遺跡出士須恵器のうち最も新しい時期に相当すると考えられる0 後

者は底部から体部が急、に立ち上がり,体部はほぼ直線的にやや開き口唇部で若干外反する器形

で,底部は回転糸切り,底部と体部の境は明瞭な稜をもっ。この特徴に近似するものに頸城平

野東側に位置する今熊窯(小島 1983)の資料を挙げることができ,9世紀前半に比疋されよう0

このように須恵器で見る限り,大局的に 9世紀中葉以降(3号住居)と9世紀中葉以前(1号'

2号・ 4号住居)に分けることができょう。

では次に各住居出士の士器(特に士師器杯)にっいてその特徴を述べてみたい0

2号住居は,赤彩土器の他,杯A2・B2類で占められる。赤彩土器に関しては杯に比べ,既^イr.ノロ"゛'4-、

して大型品が多いが,形態的・技術的にはA2類に類似し,体部下半に回転へラ削り調整を施

第V章 ま

-105-



3 平安時代の土器

器

遺柵乳

2 万'

種

タイプ

第3表土師器器種別組成表偽舒漣搬契競綛紗凝伐蠏霧箆論)

住居

住居

住居

住居

AI A2 BI B2 C】 C2 C3 D E

3 万'

10 40

杯

14 8 70

すもので底径指数(底径=口径XI0のが50以上となる。これらに近似する資料は現在のところ

県内'北陸地方には良好な資料を見出せないが,北関東・東北地方では9世紀初頭に位署付け
(住32)

られている0 形態的には底径が大きく,器高が低いため須恵器に近似し,須恵器を模倣した器
(i主33)

形とも考えられ, 9世紀中葉以降の器高が高く,底径が小さな士師器杯と比較すれぱ,古い相

様をもっものと考えられる。一方, B2類は底径指数が49とやや底径が小さく,形態的に似る

B,類を多出する4号住居のものと比べ,底部と体部の境を削るという点で, A2類の範疇に含

まれると考えられ, A2類同様古い様相と思われる。

4号住居は,2号住居でみられる AI・ A2類とC類を若干含むが大半は B,類で占められる。

B類のなかでB2類が出士しないことは,体部下半を削るという技術的手法の衰退と考えてお

きたいOB1類に近似する良好な資料も周辺遺跡で見出すことができず,直接は時期比定でき
なし、

1号住居は, C類が主体を占め今池遺跡SD3Ⅳ層出士土器にほぼ比定されようが,径官指

数(器高÷口径XI0のが27~29と器高が口径に対し依然低く,小破片であるが遺構内から出士

した須恵器杯の器壁がやや厚いことなどから今池遺跡SD3Ⅳ層よりゃや古い時期と理解し
たい

以上のように各遺構出土士器(杯)は,技術的・形態的に特徴を強く示すもので,その特徴

を時期的な変遷ととらえ,ここで整理すると古い方から2号住居→4号住居→1号住居→30

住居の変遷が考えられる。 9世紀中葉を境に須恵器と士師器の占有点が大きく逆転し,9世紀

後半で士師器が大勢を占めることは北陸地方ぱ'かりではなく,越後においても既に指摘されて

おり(吉岡 1983'坂井 1984),この時期の士師器杯の形態を概観すると本遺跡のC類にほぼ

含まれると思われる。 1号住居も該期の所産となろうが,前述しメ、△池遺跡SD3 Ⅳ層との対

比から9世紀中葉と位置付けられ,2号住居・4号住居は9世紀中葉以前と考えられる。また,

4号住居出士の須恵器183は,今熊窯資料と極めて近似することから,共伴する杯B1類は 9

世紀前半に位置付けられ8世紀代に下ることはないと思われる。同時に前記した亦遷から2目

住居と4号住居のB類をみる限り,技術的・形態的に連続性がみられ,時期的に連続するもの

と推測され,2号住居はおおよそ8世紀末から9世紀初頭に編年付けられよう。また, E類に

関してはB地区士坑を中心に出士しており, A ・ B類との共伴関係は見出せないそして器壁
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推定時期

8世紀未

9世紀
初頭

9世紀
則半

遺構名

2号住居

杯A類

4 号住居

y

9世紀
後半

1 号住居

A.く A.

3号住居

第90図土師器杯の変遷想定図

の厚さ,内面の調整等かなり粗い作りで他の土器とは一見して区別される。平均して高径指数

は28,底径指数は50である。また,椀と共伴する例が多いことから時期的に新しい様相を示す

ものと理解される。

次に士師器杯を基に共伴すると思われる小型甕・甕・鍋等の変遷にっいて若干述べてみた

い。甕.鍋等は分類の基準のところで,口縁部片が多出し,体部の資料が少ないため,口縁部

形態のみの分類としたもので,ここでも体部下半の調整等にっいては,あまりふれることがで

きない。したがって,口縁部の作り出し等の特徴を中心に述べることとしたい。

甕を概観すると,大きく大型・小型の別があり各類の中での口径差は殆ど認められない。前

者は口径21伽前後のものが一般的で,外面は頸部から口縁部にかけて撫で調整'体部上半に力

キ目.下半にタタキ目を施し(上半と下半の境に 1部削りの施される資料あり),内面は口縁から体

部にかけてカキ目 a部ハケ目),下半に押圧痕が認められる。後者は口径12師前後が大半を占

め,基本的に回転糸切り底となる。内外面ともロクロ撫でによるが,部の資料に胴部下半を

削りにより仕上げるものがある。

口縁部の作り出しは,2号住居で,甕B,・B2・ D類が確認されているが,口唇端部に明瞭

な稜線をもち「く」の字に仕上げるものが多数を占める。小型甕は全て A1類で,屈曲部をも

たず無調整のものである。 4号住居は,甕B,・ B2・ C類が確認、されており,2号住居同様「く」

の字に仕上げるものがほと人どである。また,本住居の特徴として, C類が挙げられ口縁部外

面を撫でにより押えっけ平坦面を作り出している。小型甕は, AI・BI.B2類が確認され,無

調整のものと,「く」の字に仕上げるものが混在する。 1号住居は,甕 AI. A2' BI' B2類が

確認されており,2号.4号住居で主体となる「く」字口縁とは他に,口縁端部を外方へ細く
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つまみ上げたものがかなりの割合で含まれる。小型甕は, AI・ A2. B,. B2類が確き忍され,甕

と同様な様相を示す。また本遺跡で最も新しいと考えられる 3号住居は,甕D . E類が確籾さ

れ,形態の異なるE類を1徐けば,端部を「く」の字に仕上げるものはない以上,甕にっいて

遺構毎に述べたが,須恵器・士師器杯の変遷に照し合わせると,序々に口縁端邦の「くの字

がくずれ,丸まる傾向にある。しかし小型甕に関しては,その限りでない

次に鍋を概観すれば,甕と同様にタイプ間での口径差はほと人どなく,口径35Cm前後のもの

が一般的である。外面は頸部から口縁部にかけて撫で調整・体部中位の削りをはさみ上半には

カキ目,下半にはタタキ目が観察され,内面は,上半にカキ目,下半にあて貝痕とハケ目がみ

られるのが一般的である。口縁部の作り出しは,2号住居でBI・B2類が確訳されており甕と

同様に「く」の字に仕上げるもので占められる。 4号住居は, AI・ A2・ BI. B2類がそれぞれ

確認されているが, AU A.類が主体を占め口縁端部を丸く仕上げるものが多い。 1号住居は

A2'B,'B2類が確認されており, A2類は 1点のみで多くは氏類で占められる。 3号住居は

全て A2類で,端部を丸く仕上げる。以上が鍋にっいてであるが,甕同様,丸くなる傾向にあ

るが,1号住居でB,類の多出がみられ,概には言えない。

以上,大まかな時期設定と,その間の本遺跡でみられる士器の変遷とを概観してきたが,本

遺跡は生産遺跡の性格が強く,大半は一般消費遺跡的な士器組成をとらないため,他遺跡の士

器群との比較が難しい。この中で,4号住居から転用硯175の須恵器蓋が出士しており,生産

遺跡のなかにあって唯一居住としての性格を強く示す遺構である。さらに推爽すれば,生産遺

跡のなかにあって硯を使用していたことから,4号住居は本遺跡の中枢となるものであるが,

現時点では多くを語ることはできない。

今後,小出越遺跡で生産された士師器階に杯動類)が,他の消費遺跡で良好な資料と共伴

する例が増加し,編年付けられることを期待する。

暑五和 ロロ

では,調査成果にっいて,時代毎にその要約を整理し結語としたい、^、ー

縄文時代

1・前期'中期の士器片・石器が少数出士している。前期の資料は新潟県布目遺跡に類例

がみられ,中期の資料には,加曽利EⅣ式と三十稲葉式の移行期のものが出士してぃる 0

2.縄文時代の遺物を出士する遺構は検出されてぃないが,形態と立地からA群士坑中の

長楕円形の平面プランをもっ土坑が該期の所産と考えられる。

平安時代

1.士師器焼成に関連すると思われる遺構の集中から,士師器を作った生産遺跡と考えら
れる。

2・生産された士器は,伴出須恵器と士師器杯の形態・技術的変遷から,およそ8世紀末
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から9世紀後半に位置付けられる。

3.本遺跡で生産された土師器は,胎士分析の結果から,周辺遺跡へ流通した可能性がある。

近・現代

1.出土遺物は,18世紀以降のもので占められ,多数の耕作痕が検出され,調査範囲は該

期から現在に至るまで畑地として利用されていた。

遺跡の推定範囲

1.地形・遺物分布状況から遺跡は調査範囲の南北へ伸びると考えられ,東西約10om ・

南北約250mのおよそ25,000肺にのぽると考えられる。

1)(鈴木 1983)の分類名称を使った。

2)非ロクロ成形甕の中には,口縁部と胴部が明瞭に区別できないもの(鉢としたほうが妥当と思われる

もの)が含まれるが,その中に口縁剖北胴部の調整技法が異なるものがあり,甕・鉢を区別すること

が困難である。また出土量が少なく,そのほと人どが4号住居からの出土であり,ここでは,それら

を便儀的に甕として記す。

3)須恵器の出土量が極めて少なく,杯・杯蓋が大多数を占め,その他の器種はほと人ど出土していない。

4) 16号士坑は杯B1類・ 5号土坑は鍋をそれぞれ焼成したものと考えられる。

5)詳しくは第V章3 で述べる。

6)剥落は,器表面が熱により断面からハジケと人だ様子を示すもので,本遺跡にあってはこれらが,士

器焼成時に生じたアクシデントと考えられる。その他,報文中では,士器焼成に起因したと思われる

器面の状態を,「ヒビ」「歪み」等の語を用いて表わしている。

フ)粘士紐痕としたのは,輪積みか巻き上げか不明であるために,この用語にした。

8)布目遺跡第Ⅳ群第2類は半戡竹管を多用し平行沈線を描く1群で,小片のため全体を窮い知るものは

ないが,本遺跡の資料とも合せ該期の士器群の中には,半裁竹管による平行沈線文がある程度,しか

も安定して含まれるものと考えられる。

9)群馬県三原田城遺跡(小野,・谷藤 1987)Ⅱ群の中に,全体の器形・頸部有段部への刺突'有段部下

の半戡竹管による鋸歯状平行沈線文等きわめて本遺跡の資料に近似するものがあ1),報告者は東海系

の木島式との関係を指摘してぃる。現在,これら系統にっいて論じるすべはなく,今後の資料増加を

待ち整理してゆかなくてはならない問題である。

1の第10図7の底部破片には,水晶粒が多量に含まれ,これらの胎士の特徴は,長野県北信地方にみられ,

強い影響を受けていると考えられる。

Ⅱ)特に胴央部から底部にかけての破片が不足しており,底部が若干すぼまる可能性もあることを明記し

ておく。

12)(寺村 1957)(関 197D の分類が,(田中 1985)によって整理されている。
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13)三十稲場式の胴部文様は,刺突文と縄文の割合が最も高いが,撚糸文・条線文・貝殻条痕文・沈線文.

無文なども存在する(田中 1985)。

14)三島町上向遺跡で士師器窯が検出されたとの報道(中村孝三郎氏調査新潟日報1987,5月12印が

あり,本報告を期待する。

15)須恵器と土師器の伺時焼成は不可能であり,ここでは,両器種が時期を異にして焼成されたものと考

えられようか。

16)岸本氏 Q982)は,7世紀末から8世紀初頭を概し r北1堕型煮沸セ・,ト」が須恵器窯で焼成されたこ

とを指摘し,田嶋氏 a987)は,これら土師器を須恵器窯で焼成する形態が,それ以降長く続くと考

えている。

17)いずれにしても,還元焔焼成と酸化焔焼成とを 1窯内で同時焼成することは不可能と考えられ,前記

した例は同一窯構造で還元焔焼成と酸化焔焼成を時期を異に実施されたものとの考えが妥当と思われ

る。しかし,筆者自身,前記の4遺跡の資料は実見しておらず,結論じみたことは何にも言えない。

したがって,ここでは報文中の指摘を述べるに留める。

18)秋田県サシトリ遺跡・岡山県沖の店遺跡等で,士師器焼成遺構から,「はじけ割れ」.「ヒビ」.「歪

み」等が観察される士器片が出士している。

19)駒形遺跡(穴沢 1978)の報文中に,稲科植物の燃料への利用と窯構造から「均一な,しかもカロリー

の高い酸素の供給力を持つ素材は,燃料消賓を少なく,しかも一定に保ち,灰の残り火を利用するこ

とができるという点で^(中略)^不完全な炎から一歩進人で,黒斑(黒色煤化部分)を除くこ

とが可能になり,均一な製品を焼成できる・・ーー」としている。本遺跡の場合何を燃料にしたか不明

であるが,器面に黒斑が観察されるものが多く,前記の論と照し合せるならぱ,燃料と窯構造の違い

により生じたものと理解される。

20)鍛治跡においても同様な士坑が検出されるが,鉄澤は遺構内外ともに殆ど出士せず,羽口にいたって

は皆無である。また炭窯の場合は,平窯で側壁・床面が焼固する例は多いが,本遺跡のように,まと

まった土器(遺構)の出士は見られない。

2D 埴輪工房跡としての茨城県馬渡遺跡・士師器工房跡としての岩手県瀬谷子遺跡等で検出されてぃる。

22)今池遺跡(坂井 1987)から士師器の須恵器に対する割合は,9世紀前・中葉で2割,9世紀後半で

フ~8割に大きく変化するという。しかし,本遺跡の場合,須恵器が最も多出する4号住居を例にと

り,仮に9世紀後半の士器比率に当てはめても,須恵器の割合は2割弱であり,器種別にも短頸壺片

1点を除き,すべてが杯と杯蓋で占められる。 4号住居以外では,さらにその傾向を強くし須恵器

の伴わない例も多い。

23)本遺跡の分類では「非ロクロ成形甕」となり,大塚遺跡の資料は 4号住居の266に近似する。

24) 2号住居は,土師器焼成と工房とが一体化したものとして取り扱うが,焼成部からの出士士器はほと

人どなく,方形部から多量に出土する土師器を分析資料としたため,分析結果は住居の欄で処理して

いる。

25)本遺跡では斜面地を含め,かなり広範囲にわたり調査がなされたが,粘士採掘坑・粘士溜め遺構等の

粘土採掘に関わる遺構が発見されなかった。このことは,小出越産の粘士を素材としなかったという

胎士分析の結果の裏付けとなろう。

26)椀とよく共伴関係を示す杯E類が,仮りに新しい時期(9世紀後半以降)に設定されるならば,27号

士坑の存在により士師器焼成期間も同様に長期間に渡ることになる。

Ⅱ0-



27)これらは,小出越遺跡以外の地で士器焼成をおこなった可能性を示唆するものであるが,それらが時

間的なものなのか,それとも士器供給圈によるものなのか,また,それとはまったく関係なく,ただ,

単に粘士採集地点が異なるだけのものなのか,今後,前後する時期で広範囲にわたり資料分析をして

ゆかねぱ明らかとはならない。

28)粘士溜・井戸・工房跡・焼成坑・土器捨て場等の施設を保有し,組織的な土器製作者集団の存在が推

定される(塩野 197フ)。

29)遺跡の近くの鷲宮神社は,新篇武蔵風士記稿に「士師宮卜号スヘキヲ和訓相近キヲシテ転シテ鷲明神

ト唱へ来レリ」とあり土師氏との強い関係が考えられ(栗原 1972),土師器を専門に,かなり大が

かりに生産した可能性があると思われる。

3のこれらのうち,番場遺跡では出土須恵器の胎土分析を行い,小泊窯産に近似すると報告している。

31)赤彩士器(杯・椀)は,9世紀前半に消滅すると考えられ(田嶋 1987),本遺跡では 2号住居・ 6

号士坑で赤彩土器が一定量含まれている。形態的・技術的にA2類に近似することから,やや古い様

相を示すものと思われる。

32)(白鳥 1980)では,多賀城跡より出士した士器群をA~F群の6つに区分し,杯体部下半から底部

にかけて回転へラ削りが施されているものをC群とし,卵沢城跡第23次調査SDU4溝跡第3層出士

の一括資料と対比し,9世紀初頭~中葉と位置付けている。一方,福島県広網遺跡御P田 1985)で

は,士師器の杯をa類とb類の二者に分類し,口径に対して底径の割合の大きいものをa類,小さい

ものをb類とし,底径の大きいa類がb類に先行するものとして, a類を8 世紀末~9世紀初頭, b

類を9世紀前半・代~中葉としている。本遺跡における杯AI・A2類は,底径指数が50以上で,広網遺

跡のa類と類似する。

33)この他に須恵器を模倣したと思われるものは,3号住居131の士師器蓋・ 4号住居151・193の土師器蓋,

16号士坑381の盤等が存在する
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12.6・ 3.6・ 6.4

色門Ⅷ少利を2・3含む

赤

赤褐

底4/5
体1/8

良

白色粒十を含む

白色粒子・小礫を
(む

12.8・ 3.8・ 6.5 明褐色砂粒を多く含む

1 / 2

H5-

良

体部外面

小砂利を2・3含む

白色粒千を含む

1 /10

底部内而

ロクロ...で,底部
回転糸切り:体部

B2

B2

外而下部回転へラ
削り

ロクロ撫で,底部
回転糸切り,体部
外而下端回転へラ
削り

ロクロ撫で,底部
回転糸切り,体部
外而下端回転へラ
削り

ロクロ撫で.底部
回転糸切り

ロクロ撫で,底部
回゛工糸切り,体部
外而下端回転へラ
削り

ロクロ撫で

ロクロ撫で.底部
回転糸切り,体部
外面卞端回転へラ
削り

ロクロ撫で,底部
回転糸切り,体部
外面下端手持へラ
削り

ロクロ撫で.底部
回転糸切り,体部
外而下端回転へラ
削り

ロクロ撫で

ロクロ撫で,体部
外而下端回転へラ
削り

ロクロ撫で

ロクロ..で

1 /'10

底4/5
体1/8

B2

B2

良

不良

色

底部内而

門喋・白色粒子を
若干含む

1 / 5

1/ 3

良

白色粒子を含む緻
密

白色粒子を含む

1 / 3

良

褐

砂粒を含む

白色粒イを含む緻
密

砂粒を含む

緻密

1/ 4

良好口縁1/6 口縁部外而

良口緑1/8

・フ.4

底部外而

明褐色やや粗い

12.2・ 4.0・ 6.6

良

良好

良

不良

有

口縁VI0 体部外面

体部1/2

口縁VⅡ内外而

底部1/5

色

明褐色

内而に黒色粒イを
含む

良

白色小礫を多く含
む

1/ 2

良

良
良

良
良
良

色
色

色
色

色
色

色
色
色
色

褐
赤
褐
褐

図
北
釣

5
 
6
 
7

フ
フ
フ

色
色
色
色
色

良

色
色

良
良



色砂粒を含む

出士地点器種・分類

2号住居土師杯A2

怯」'(m)
口径・器高・底径

13.5・ 3.5・フ.3

13.9・ 3.9・ 8.6 褐

色 調

赤褐色

100

13.5・ 3.2・フ.8

ウ

101

士11ム

白色粒子を多く含
む

^

102 ι

14.5・ 3.6・ 8.0 褐

ロクロ撫で,体部
外面上方キ'目,下

色

0

内而に晃色粒・fを
ひむ

ι

14.0・ 4.0・ 8.0 褐

焼成

不良

土帥赤彩土器

法斑ヅケ技遺存率黒

9/10 底部外而 有ロクロ撫で,底部
回転糸切り,体部
外面下半同転へラ
削り

有ロクロ撫で.底部
回転糸切り,体部
外面¥半回転<ラ
削り

ロクロ撫で,底部
回転糸切り.体部
外而下半回転へラ
削り

ロクロ撫で,外面底部~ 有 底部良 1/ 3
回転糸功り: 体部体部
外而下端回転へラ
削"

良 令体にポツ ロクロ撫で,底部1/ 2
回転糸切り,体部ポツ

外而〒半回転へラ
削り

良口献1/14 部内而全有ロクロ撫で

有ロクロ掩で

ロクロ撫で

ロクロ撫で

ロクロ撫で, 優部
回転糸切り'

ロクロ撫で

ロクロ撫で

ロクロ撫で

ロクロ撫で

ロクロ撫で,底部
回転糸切η

有ロクロ撫で

ロクロ撫で

ロクロ撫で,内而
カキ目

ロクロ撫で,底部
回転糸切り

有ロクロ撫で,底部
回転糸切り

ロクロ撫で,体部
内外而芳'キ'目

ι

平行叩き目,内而
カキ目,ハケ目

ロクロ撫で.体部
内外而カキ目

ロクロ撫で,体部
外而カキ目

ロクロ撫で

外而ロクロ.、、で,
内而カキ冠

ロクロ撫で

ロクロ撫で,内面
カキ目

ロクロ撫了,体部
外面下平行叩き目,
内面下同,L、円文'

ロクロ撫で, 体部
外面力革目'

0

0

14.6

土師椀A

土師鉢A2

AI0

土師小型甕AI

AIι

AIι

^

色門喋を若 F含む

良好

14.2・

ι

^

12.3

褐

褐

赤褐

赤褐

0褐

11立

暗

明

良

色

ι

一Ⅱ6

白色小礫を若T含
む

18.2・

12.3・ 4.5・ 4

ι

明褐

明褐

褐

明褐

赤褐

0

門喋・砂粒を多く
含む

砂粒を非常に多く

砂粒を含む

砂粒を多く含む

,」礫・砂粒を含む

砂粒を含む

砂粒を含む

門森を含む

白色粒子を少量含
む

砂粒を少暈含む

砂粒を含む

砂粒を多く含む

砂粒を多く含む

バ磯を少祉含む

砂粒を含む

門磯を多く含む

門耐利を若干含む

,1陳・砂粒を含む

砂粒を含む

^1暖・砂粒を含む

,1Ⅷ少利,黒色粒を
多く含、""

緻密・小礫

砂粒を多く含b

20

23.フ・

14.0・

12.8・

13.0・ 12.4・フ.5

^

U3

.

23.0・

0

ι

n4

色

0

AI

AI

AI

0

115

20.4・

22.0・ 1 /15

ι

116

0

良好口縁1/フ

良好 1/3

良好口縁VI0

良好口縁ν12

良好口鞁1/6

良好口縁V12

口縁1/6

良口綵1/8 体部外而に
う0すら

良口鞁1/8

良口紋1/6

不良 1/3

凸

褐

土師甕BI

明褐色

明褐色

明褐色

色

褐色

色

0 BI

不良 1/3 内外而

不良口緑】ハ2 内外而

不良 1/10

不良 1/10?

不良 1/2 外面

少々

少々

フ.8 褐

22.0・

ー・ 8.2 褐

BI

20.2・

BI

BI

BI

口縁部内外
面

18.4・

18.8・

BI

16.4・

18.2・

色

B2

良底部1/2 内面

良好底部4/5 底部内面

良好口線1/8 口緑部内面

良好全体1/2

B2 色白色粒子・砂粒を良

20.6・

色
色

色
色

良
良
良

包
色
色

褐
褐
褐

褐
明

色
色

褐
褐

色
色

図
南
飾

鵬
旗

鵬
咲
幼
瑚
蜘

山
川
地

褐
褐

色
色

色
色



挿図
NO

125

N1土地..甑器種・

2号仕居土師甕BI

士帥鍋BIι126

13.1 ・

127 0

128

分類

ι

129

0

法力1 【伽)
口径・器高・底径

22.0

0

130

B2

ι

3号住居

131

BI

^

33.0・

*

132

B2

須忠薑

土師蓋

須忠杯

上師杯E

Eウ

B20

34.フ・

0

"市ゆ゛'",を

38.0・

部内面上カキ目,
下1司'D円文ーハケ
目

ロクロ撫で,底部
ヘラ切り

有磨耗している

底部内面ロクロ撫
で,外而回転糸切
り

ロクロ撫で

外面平行叩き目,
内面ハケ目

ロクロ撫で,天井
部回転へラ削り

ロクロ撫で

0

胎 上

細砂を含む

砂粒を多く含み小
礫少'々

砂粒を含む

砂粒を含む

パ磯・砂粒を多{1:
ι、で'む

不良細粒を含む

細砂を含む・白色不良
粒少々

良白色粒少々

不良比較的緻密

不良比較的緻密

不良砂粒を少々

38.4・

ι

ι

136

12.4

1/ 5

ι

17.3・

137

褐

焼成

0

138

遺存率里

口緑1/4 体部外而

1 /15

口縁ν10 口縁部外面

1/15 口縁部外面

1 / 4

0

灰白

掲

灰内

色

13.0・

13.2・

14.3・ 3.フ・ 5.8

0

139

B2

8.2

ら

不良

灰褐

赤褐

0

1 /12

140

土帥小型甕

土師甕D2

BI

良

0

141

法斑ヅケ技

ロクロ撫で,体部
内外而芳キ油

ロクロ撫で,内外
面カキ目

ロクロ撫で,内外
面カキ目

ロクロ.で,内外
面カキ目

ロクロ撫で,体部
外而上屶'キ画,下
削り,内而カキ目

ロクロ撫で,天井
部回転へラ削"

ロクロ撫で

底部へラ切り、内
面ロクロ掩で

ロクロ撫で

ロクロ.で

0

142

ι

ι

143

褐6.4

E

0

ι

144

2/ 5

2/ 5

底部完形

口緑1/9

口緑1/9

4/ 5

DI

6.0 褐

ι

18.0

ι

・ 6.8 褐

褐

褐

内褐色
外(赤)褐色

赤褐色

色比較的緻密

DI

ι

23.1・

-117ー

土師台付大型皿

DI

色

23.0

ι

0

23.0・ー

147

砂粒少々

細砂多し

砂粒少力

砂粒多し

,」磯・砂粒多し
粗、、

締少多し・砂鞄↓'カ

細粒を含む

土師鍋A2

A2力

1 / 6

1 / 3

底部2/3

23.9

ι

良

1/ 3

1/8

37.0・

底部1/4

148 4号住塔P !須恵杯

P2 土師杯C I149 ι

P4 士帥小型甕150 0

不良底部1/3

良底割11/2

良 1/4

良 1/6

良 1/9

不良 1/10

良 1/6

良好 1/3 体部外面

ι

白色細砂わずか

白色細砂わずか

AI

33.9

37.5

良

151 0

152 ι

下端回転へラ削り

ロクロ撫で,底部
回転糸切り,体部
下端回転へラ削り

ロクロ撫で,底部
回転糸切り

ロクロ撫で,底部
回転糸切り

ロクロ撫で,内面
カキ月

ロクロ.で,内外
面カキ目

ロクロ撫で,内外
而カキ目

ロクロ撫で,体部
カキ目

ロクロ撫で,体部
外而カキ目

ロクロ撫で,外面
下へラ削り、内而
カキ目,底部内面
ハケ目:底部外而
掩で→カキ目

ロクロ撫で

ロクロ,で、体部
外而下叩き目,内
面カキ目

40.6・

明褐色

内明褐色
外褐色

(茶)褐色

P1 土師蓋

P2 土師甕

P3 須恵蓋

P3 士師杯B I

153.

12.0.3.8.フ.0 灰白色細砂多し

154 ι

砂粒を多く含む

砂粒を多く含む

砂粒を多く含む

16.0・

・フ.0 赤褐色細砂を多く含む

1 / 8

1/ 5

12.0・

白砂粒を含む・不良"隷艸

良

明褐色細砂を含む

艮
良

部
部

底
体

で
り

撫
切

口
糸

川
陥

ロ
ロ

色
褐

色
色
色

褐

明
褐
褐

色
色
色

褐
褐
褐

色
色
色

良
良

色
色

褐
褐

色
色

褐内
外

0683

色
色

041

1
 
良

鵬
以
瑚

凋
色

色
色
色

4
 
良
良



図
NO

155

出土地点芥種・分類

4号住居P3 士帥杯B I

156 ι

157 0

P3

158 ι

ι

P3

159 0

160 0

BI

^

P3

法量(如)
口径・器高・底径

12.8・ 3.8・ 5.5

BI

ι

161 ι

ι

BI

ι

162 0

13.2・ 3.5・ 6.2

0

P3

BI

BI

調

色

内茶褐色
外赤褐色

茶褐色

色褐

茶褐色

茶褐色

茶褐色

明褐色

明褐色

明褐色

内赤褐色
外褐色

163 0

13.2・ 3.3・ 5.8

0

P3

164 ι0

13.フ・ 3.5・ 6.5

BI

0

門士帥甕C

胎 士

白色小礫少々

門味含む・内色砂
キ立4,'々

4磯多し・細砂含
む

小礫少々・白色砂
粒多し

緻密

砂粒多し

,1畔少力

白色砂粒多し

砂粒少々

砂粒少々

細砂を含む165 ι

13.6・

14.0・ 3.9・ 6.8

BI

P3 ι

P3

ι

14.0・ 4.0・ 6.4

4号住居須忠薑166

ι

C

0

167

焼成

良

良

良

不良

C

20.0

0

遺存率黒 斑、ジケ

1/M 外而にうっ
すら

ほ{王完形

2/3強

1/ 3

口秋1/6

2/ 3

ほι1完形

底矧Ⅱ/4

口緑1/フ

口緑1/4

口縁1/6

168

・ 6.9

20.フ

ι

169

ι

25.0・

0

170

0

0

171

ι

灰褐色細砂多し11.0・ 1.9・

果.駅褐色白色小礫多し12.0・ 2.フ・

灰褐色細砂多し12.6・

灰褐色細砂多し13.0・

班白色細砂多し13.0・

灰褐包細砂少々12.6・

灰白色細砂多し13.0・

灰褐色緻密13.6

皿 1天褐色緻密・細砂を含む14.0

暗褐色砂粒少心

内灰褐色細砂多し
外賠褐色

灰口色細砂多し14.8・

10.0・ 4.0・フ.4 明灰色細砂多し

・フ.4 内灰色細砂多し
外暗灰色

10.8・ 3.フ・ 8.0 明灰色細砂多し

・ 4.5・フ.4 内灰色細砂少々
外黒灰褐

フ.8 j天褐色細砂少々

11.6・ 4,0・フ.0 灰褐色細砂多し

11.0・ 3.8・ 8.0 灰褐色細砂多し

12.0・ 3.4・フ.6 灰褐色細砂少々

1.5・ 3.0・ 9.0 褐 色細砂多し

ι

ι

172

技

ロクロ撫で.
回転糸功り'

ロクロ撫で,
回転糸切り

ロクロ撫で,
回転糸切り

ロクロ撫で,
回転糸切"

ロクロ撫で

ロクロ撫で.底部
回転糸切り

ロクロ撫で.底部
回転糸切り

ロクロ撫で,底部
回転糸切り

ロクロ掩で,内而
カキ目

ロクロ撫で.体部
外而下雫叩、目

ロクロ撫で,体部
上内外而力、目,
体部外而下平行叩
き目,内而下ハケ
目

ロクロ撫で,天井
部回転へラ削り

ロクロ撫で,天JI
部回転へラ削り

ロクロ撫で.天JI
部回転へラ削り

ロクロ撫で,天井
部回転へラ削り

ロクロ撫で,天J{
部回転へラ削り

ロクロ撫で,天井
部回転へラ削り

ロクロ撫で,天貞
部回転へラ削り

ロクロ撫で

ロクロ撫で

ロクロ撫で,天井
部回転へラ削り

ロクロ撫で,天円
部回転へラ剤り

ロクロ撫で.天井
部回転へラ削り

ロクロ撫で,底部
回転へラ切'リー

ロクロ撫で,底部
外面一部に回転糸
切り

ロクロ撫で

ロクロ撫で.底部
回転へラ切り

ロクロ撫で,底部
回転糸切り

ロクロ搖で,底部
回転へラ切り

ロクロ撫で,底部
回転へラ切'リー

ロクロ撫で,底部
回転へラ切'リー

ι

良好 2/3

良好 1/2

良 1/5

良好 1/2

良 1/4

良 1/2強

小良口縁1/2

良 1/5

良好 1/6

良好 1/4

良好 1/2

不良口縁1/10

良 1/3

良好底剖n/2

0

良底部1/6

良好 4/5

良底割Ⅱ/12

良好 1/2

良好口緑1/フ

不良 1/6

良 1/2

不良

0

-118-

ロクロ撫で,底部
回'エヘラ切'リー

須忠有台杯

ι

法

底部

底部

底部

底部

ι

0

184

186

0

0

176

ι

0

ι

0

ι

0

17フ

有

182

185

ι

ι

0

有

178

ι

ι

183

ι

179

色
褐

良
良

門
円

W
Ⅸ
沸

有
有

良
良

冷
有

卿
矧



図
NO
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川士地点器桓・分類

4号住居須恵杯

有

0

ι

190

ι

0

13.0・ 3.フ・ 5.8

0

ι

調胎 土

褐色細砂少々含むが緻
停

明駅褐色細砂多L

灰褐色吐磯わずか・細砂
少々

色細砂多し8.0 褐

灰褐色細砂少々

明褐色細砂少々

褐 色,」昧少々

13.0・ 3.5・ 6.0 明褐色細砂・白色粒多し

13.1・ 3.4・ 6.0 所ミ褐色砂粒少々

'、褐色白色細砂少々

(茶)褐色白色砂粒を含む

0

ι.

祉(伽)
器高・底径

口縁1/2

口縁1/5

1/ 2

ほほ完形

口縁1/2

3/4

口縁1/4

1 /6

1/ 3

1/ 3

1/ 2

1 / 2

1 / 2

ι

194

須恵短顕壷

禎忠杯

上帥董

上帥杯BI

外而にう0
すら

ι

195

Ⅱ9-

ι

リ妙而にうっ
すら

A2

ι

底部

底部

底部

底部

底部

底部

ι

0

198

BI

^

体部外而下
、1'

0

^

199

BI

CI

]3.フ・ 3.5・フ.2

良好

ウ

200

焼成

良

不良

不良

良

良好

不良

良

良

不良

不良

不良

ι

201

遺存率黒

口縁 VI0

口縁 VI0

口縁1/フ

底部1/4

口縁ν10

口縁 1 /14

口縁1/8

1 / 2

1/2 底部外面に
う0すら

口紋】/4 体部外而

1/3 底部外面

13.4・

13.3・ 3.8・ 5.フ

BI

ι

202

BI

^

加3

14.0・ 4.0・ 6.4

B]

ι

冶

斑サ、技

ロクロ撫で

BI

3.6・ 6.4 赤褐色

色3.6・ 6.6 褐

4.0・ 6.4 内褐色
外赤褐色

3.4・ 6.5 赤褐色

3.5・ 6.3 (茶)褐色

3.フ・フ.1 赤褐色

色褐

明褐色

2.4・ 5.6 内明褐色
外褐色

ι

BI

^

ι,

BI

BI

BI

ロクロ,で

ロクロ撫で

ロクロ撫で.底部
回転へラ切り

ロクロ推で

ロクロ撫で

ロクロ撫で, 内而
里色処理

ロクロ撫で, 底部
回転糸功り'

底部ロクロ撫で,
回牡糸幼り'

ロクロ撫で

法

細砂・白色粒多し

細砂多し

細砂を含む

白色粒・砂粒少々

細砂を含むが緻密

白色砂粒を多く含
む

緻密

細砂少々

砂粒多し

体部内面に
うっすら

艮

14.0・ 4.1・ 6.4

不良

良

不良

良

良

良好

良

良

良

不良

良好

不良

良

不良

不良

12.0・

12.4・

4 / 5

4/ 5

2/ 3

1 / 6

1 /' 3

1 /、' 3

1 / 6

1 /' 4

完升1

肩

外而下十

体部外面に
う0すら

口縁部内面
にうっすら

12.2・ 3.フ・ 6.8 褐

BI

ロクロ、で,底部
回転糸切り'(底部

12.6・ 3.9・ 6.5

BI

CI

の角は磨耗してい
る)

ロクロ撫で,底部
回転糸切り

ロケロ撫で,底部
回転糸切り

ロクロ撫で,底部
回牡糸切り

体部磨耗著しい.
底部回転糸切り

底部ロケロ,で,
回転糸切り'

底部ロクロ撫で,
回転糸切り'

ロケロ撫で

ロクロ撫で

ロクロ,で,底部
回転糸切り,体部
外而下半へラ削り

ロクロ撫で

ロクロ撫で, 底部
回転糸切り

底部ロクロ撫で,
回転糸功り'

底部ロクロ樫で,
回゛工糸切り'

ロクロ撫で

ロクロ撫で,底部
回転糸切り

ロケロ撫で

ロクロ撫で,
回転糸切"

ロクロ撫で,
回転糸切り

ロクロ撫で,
回転糸助り'

ロクロ掩で,
回転糸切り

ロクロ撫で,
回転糸切り'

ロクロ撫で.
回転糸切り

13.0・ー・ー

12.6・ 3.フ・ 6.2

白色細砂少々

細砂を少し含むが
綴密

AI

細砂多し内亦褐色
外褐色

明褐色 白色砂粒含む

白色粒多し色褐

赤褐色 砂粒少々

白色粒多し内(茶)褐色
外褐色

色 細砂少々褐

門昧わずか色褐

砂粒少々色

細砂を含むが緻密

細砂を含むが緻密

13.0・ 3.8・ 5.8

12.8・ 4.0・ 6.2

有

内部全体に
うっすら

細'を少し含むが繍

A2

12.8・ 3.6・ 6.8

体部外而

81

有
有

良
良

良
良
良

色
色
色

褐赤
褐

色
色

褐
褐
褐

喫
脚

動
幌
鵬

ー
ー

色
灰

櫛
櫛

ー
ー
ー

則
窈
窈



,図
NO

220

出土地点器種・分類

4号住居士師杯A2

0

怯量(an)
口径・器高・底径

14.2・ 3.9・ 6.2

224

土師椀

上飾杯

BI

^

口縁 V14

底部 VI0

底部3/5

底部1/5

ι

土師足高杯

士師鉢A2

土師甕 C

14.6・ 4.1・ 6.2 茶

0

227 0

胎

砂粒少々

・フ.0

・ 5.6

0

229

B2

色

上

ι

230

細砂多し

砂粒多し

緻密

焼成

良

ι

赤褐色

褐 色

'褐色

褐 色

0

B2

0

1/2強

ι

良

良

良好

不良

不良

良

土帥小型甕B2

AIι

BIι

不良 1/2

不良底部1/2

良好底矧捻/4

BI

斑

外而口緑~
体部

細砂・白色小礫を
含む

門Ⅷ少利多し

細砂多L

細砂多し緻密

褐

茶褐

明褐

赤褐

^

遺存率思

0

』シ

怯、ジケ技

ロクロ撫で,底部
回転糸切り,体部
外面下端回転へラ
削り

ロクロ権で,底部
回転糸切"

磨耗が著しく不明

体部ロクロ撫で,
体部外而下半回転
ヘラ削り,底部回
転糸切り

ロクロ撫で,底部
回転糸切り

ロクロ撫で

ロクロ撫で,内外
而カキ目

ロクロ撫で,体部
上内外市力、目,
体部下内外而ハケ
昌

ロクロ撫で,体部
外而カキ目.下半
平行叩き目

ロクロ撫で,内外
而カキ目

ロクロ撫で,外而
カキ目

ロクロ撫で

ロクロ撫で

ロクロ掩で,内外
而カキ目

ロクロ撫で

ロクロ掩で

ι

茶褐色砂粒少し

_・部 1 /6

口緑1/フ

口縁 1/10

口縁ν10

口縁 VI0

口縁1/6

0

良好 3/4

イ、良口紋1/4

良口縁1/4

良好口赦1/4

0

0

茶褐色砂粒多L

色砂粒多し褐

赤(茶)褐色砂粒多し

色砂粒多し

色細砂多し

暗褐色細砂多L

茶褐色砂粒多し

内赤褐色砂粒多し
タ柳高茶褐色

BI

AI

体部外而下
十

^

239

240

ι

ι.

-120-

AI

AI

^

0

良

ι

244

245

口緑・体部
1/ 6

口縁2/3

口縁1/4

口縁1/フ

口緑1/8

口縁1/8

口縁ν10

口縁 1/10

1 / 3

AI

AI

良

良

良

不良

不良

良

不良

良

0

ι

BI

AI

246 0

247 0

248

細砂が多い

細砂少々

細砂多し

白色小礫・砂粒少
々

細砂が多い

細砂を少L含む

白色細砂多し

細砂多し

細砂少力

0

249

色

褐色

色

褐色

褐色

褐色

褐色

0

250

6.4

ウ

251

茶

6.4

6.8

ι

・ 6.0

不良

不良

良

不良

良

口縁 V13

茶褐色細砂少々

内褐色砂粒多し
外赤褐色

色細砂多し

色砂粒多し

色砂粒多し

色細砂多し

ロクロ撫で.底部
回転糸切り,体部
外面下半回転へラ
削り

ロクロ撫で

ロクロ撫で,内而
カキ目

ロクロ撫で

ロクロ撫で

ロクロ撫で

ロクロ撫で

ロクロ撫で.底部
回転糸切り

底部回転糸切り

ロクロ撫で,体部
外面下乍回転へラ
削り

ロクロ撫で.底部
回転糸切り

ロクロ撫で,内外
面カキ自

ロクロ掩で、外面
カキ目

ロクロ撫で, 外面
カキ目"

ロクロ,で,内面
カキ目

ロクロ撫で,内外
面カキ目

明
茶

調
色

色
褐

色
色

赤
褐

良
良

褐
褐

色
色

褐
褐
褐
明

良
良

1
 
寺
Π

獅
窃

褐
褐

劉
魏
鄭

狭
猫
鄭

知
窃

飢
勿
解



抑図
NO

252

出土地点

4号住居

253

器樋・分類

t師甕C

土師非ロクロ成形甕ウ

法玉1 (cm)
Π径・器高・底径

20.0・

」ケ

18.0・27.0・10.0

認.0・

力

調色

明褐色

内褐色
タ仰音茶褐色

0

18.6・

259

胎

砂粒少々含む

砂粒多し

ウ

ι.

260

ウ

0

261

262

内褐色
外暗茶褐色

暗褐色

士

^

0

焼成遺存率

良口緑1/5

良好全体1/3

0

0

褐6.3

砂粒多し

0

6.2

0

砂粒多し

里

色砂粒多し

茶褐

褐

0

良好口縁1/3

法斑ササ技

ロクロ,で,内面
カキ目

口緑部外而横撫で,
体部外而上縦位ハ
ケ目,下へラ削り
内而横位ハケ目.
底部撫で

口紋部横撫で.体
部外而縦位ハケ目,
内而横位ハケ目

体部外面縦立ハケ
目,内而横、で+
縦位ハケ目

良

6.6

砂粒多し

砂粒少々

・ 8.0

ウ

色褐

茶褐色

明褐色

33.6

良

・ 8.4

口縁少し

赤褐38.0・上師製塩土器

土師非ロクロ成形甕 33.8・19.フ・10.0 褐

良

砂粒多し

砂粒多し

砂粒多し

砂粒多し

底剖党/3

-121-

43.0

暗茶褐色8.4

底部完形

口縁少し

土師鍋A I
ロクロ撫で,内面
カキ目

ロクロ撫で,内而
カキ目

口縁部ロクロ撫で,
内面カキ目

ロクロ撫で.体部
外而上カキ目,
ラ削り下平行叩き
目,内面カキ目→
内而体部下同心円
文

ロクロ撫で,体部
カキ目

ロクロ,.で.内面
カキ月

口縁部外面ロウロ
撫で,内而カキ目

ロクロ撫で,内外
而カキ目

ロクロ撫で,体部

不良約1/8

底部内外而
一休部下半

ウ

褐

底部VI0

底部2/3

底部1/4

口緑 V12

AI

ι

小砂利をかなり含
む

*而ハケ目のち底

色ノ1様少々

271

AI

部撫で

体部下半縦位,内
而横位ハケ目

体部外面縦位ハケ
目.内而横位ハケ
目,口縁部横,て

体部下半外而ハケ
目

体部下半外而ハケ
目

体部外面ハケ目

ι

23.0・

272

AI

上半内外面カキ目
下半外面叩き,内
面カキ目,同心円

ψ

,1礫わずか・細砂
含む

砂粒多し

273

良

ι

褐

褐

暗茶褐色

色褐

274

30.0・

良

.

275

口縁 VI0

ι

細砂多し

砂粒多し

砂粒多し

細砂少々

磨耗が著しく不明

口縁部外而撫で,
内而ハケ目."体蔀
外面縦位ハケ語.
内面横撫で

体部下半外面縦位
ハケ目,内而横位
ハケ目

験畿疹轟ξ
内而横位ハケ目

体部撫で.粘土紐
痕顕碧'

口縁V14 口縁部

約1/4

口縁少々

口縁少々

約 1/20

約 1 /10

約1/8

28.0 ・

良好

褐

褐

褐

茶褐色

茶褐色

暗褐色

31.0・

約1/4

少々

4,'カ

約1/H

色砂粒多し

37.0・

細砂多し

細砂多し

茶色砂粒多し

茶色砂粒多L

細砂多し

良好

外面縦位ハケ目.
ノM

で
,

横
外

部
部
面

縁
体
内
で

口
↓
↓

而
目
目
部

ケ
底

「

良
良

色
色

色
色

褐
絽

茶
音H

内
タ

良
ι

良
良

色
色

良
良
良
良

色
色

色
色

良
良

良
良



図
NO

27フ

出土地点

4 号住屑

器種・分類

士帥鍋A2

法雄((和)
口径・排高・底径

39.4 ・

BI

281

A2

」:,

282

BI

^

コ:, B2

ウ

七、

285

胎

細砂多し

須他、幣

須恵杯

BI

内褐色細砂多し
外赤褐色

冰褐色白色粒少々

0

286 ι

287

士

上帥杯E

ι

288

焼成

良

ウ

ι

289

遺存率

約1/9

茶褐

明褐

j火白

灰

E

ι

茶色砂粒多し(佐1 良
仏粒も)'

0

290

E

0

-122-

抑圧痕十カキ目

ロクロ撫で.内外
而カキ目

ロクロ撫で,底部
回転糸切り,体部
外面下半へラ削り,
内而ミガキ

ロクロ撫で, 内外
而カキ目'

ロクロ撫で, 内外
而カキ自'

ロクロ撫で

里

ι

8.0

土帥椀B

細砂を含むか緻弗

砂栽少力

緻密

白色粒少力・細砂
多し

h色粒少々

白色粒・白色小礫
tむ

砂粒含む,緻密

門喋を耕 F含むか
緻密

亡1色粒1昆人・粗い

E

約1/2

口縁 V30

口縁 VI0

・6.2 (茶)褐色

4・ 5.8 明褐色

色5・ 6.6 褐

0・ 6.0 褐 色

・ 6.2 赤褐色

斑ザケ技 法

ロクロ撫で,内外
面カキ目,袿部外
而下叩き目.体部
内面下ハケ目

ロクロ撫で.内外
而カキ月

ロクロ撫で,内外
而カキ目

ロクロ撫で,外而
体部下叩き面,休
部内而下半横位ハ
ケ目

ロクロ撫で,内外
而カキ目

ロクロ撫で,内而
カキ目

ロクロ撫で

ロクロ撫で,底部
回転へラ切り後撫
で

底部

底部ロクロ撫で.
回転糸切り'

底部ロクロ,で,
回転糸切り'

ロクロ撫で,底部
回転糸切り

ロケロ撫で,底部

0

292

B

土帥鉢

ι

良

不良

良好

良

口縁部内而
{、うぅすら

293

口縁ν16

口縁 V12

口紋1/4

約1/2

ι

294

土帥非ロウロ成形甕

ι

295

0

明褐色・ 6.0

ι

296

297

不良底部完形

木良 1/3

良好 1/2

良 1/フ

不良底剖Ⅱ/4

ι

^

0

ι

B2

土師甕BI

B2ι.

暗褐色比較的緻符

14.0・

・ 6.0

BI

'を1' 1b、1

15.フ・

BI

しか)褐色砂粒少々

14.0・

赤褐色

18.0

20.0・32.5・

良好底剖Ⅱ/3

0

釦1

士帥鍋B2

D2

ι

302

砂粒多し

砂粒多し

砂粒多し

砂劫少し

糾砂多L

良好底割Ⅱ/5

0

釦322号士坑士師杯

亦褐

亦褐

良

0

底部完形

回転糸切り,体部
外而ゞ半へラ削り

不良口縁1/4

良 1/8

良口緑1/4

不良口緑1/6

良 1 / 2

B2

褐

底部回転糸切り,
内而へラミガキ:
体部外而〒半回転
ヘラ削り

体部外而へラミガ
キ.内而体部上'1
カキ目,下半へラ
ミガキ+ハケ目

包砂粒少々

褐 白色粒多し

細砂少々緻弗

タ1而ハケ何,底部タ面不整方向の撫
で

ロクロ

良

砂粒

褐

細砂多し

細砂多し

細砂を多く含む

口縁1/6

ロクロ撫で

ロクロ撫で

ロクロ撫で

禽部

で

色

1 / 5

ほιミ完形

良 口緑1/4

口縁 V13

口縁2/3 体部外而

底部内而に
うっすら

り
口
糸

ク
転

口
回

調
色

色
褐

色
色

褐
褐

明
X

内
外

ロ
,
ケ

一
丁
目

"
乎
キ

口
下
力
口
叩

ク
面
而
ク
而

口
外
内
冠
口
外

窈
矧

76

良
・
N

色
色

褐
褐

色
色

良
良

色
色

赤
褐

色
色
色

褐
一
.
,

内
外
褐

837

'
辺
々

色
色
色
色



抑図
NO

304

川土地点器穂

22号t坑土飾椀B

分類
法 1,1 (cm)

口径・器高・底径

15.0・ 4.9・ 6.2

307 0

308 ι

309

B

土師小型甕BI

ι

310

0

ι

3Ⅱ

312

土帥甕D2

17.0・ι.フ・フ.3 褐

士胎

細砂を多く含む

25号士坑土帥杯E

E00

BI

(赤)褐色細砂を多く含む

0

良好 1/4弱

良 1/6

良好 1/10

良口縁1/6

不良 1/3

良好底部1/2

313

M.0

0

314

13.0・

-123-

焼成

良好

ι

21.フ

ι,

色細砂を多く含む

赤褐色

赤褐色

明褐色

明褐色

遺存率

4/ 5

土帥椀B

E

316 27号土坑土師杯E

!旦

砂粒を含む・白色
粒も

砂粒を含む・白色
粒も

細砂を含む

細砂を含む

門碌少々

茶色小礫少々細粒
tむ

バ礫を含むが緻往
である

砂粒か多い

良好

317

318

斑

1/ 2

0

法"力技

有ロクロ撫で.底部
回転糸切り,外而
1Π1ミガキ内而ミガ
キ,体部外而下端
回転へラ削り

有ロクロ擢で,体部
外面下'1三<ラ削り,
外而凸ミガキ内而
ミガキ

イi ロクロ撫で.底部
回゛工糸切り.体部
外而凸ミガキ

ロクロ撫で

ロクロ撫で

ロクロ撫で.内而
カキ目

ロクロ撫で,内外
血カキ目

磨耗が著しく木明

ロクロ撫で,底部
回転糸切り

ロクロ撫で

ロクロ撫で.底部
回転糸切り.内而
ミガキ,体部下半
外而回転へラ削り

ロクロ撫で,底部
回転糸切り,体部
下牛.外而回転へラ
削り

ロクロ撫で.底部
回転糸甥り

ロクロ撫で

ロクロ撫で、底部
回転糸切り

ロクロ撫で,底部
回転糸切り

ロクロ撫で.底部
回転糸切り

右ロクロ撫で,底部
回転糸切り:辰部
の歪み著Lい

ロクロ撫で.底部
回転糸切り

ロクロ撫で,底部
回転糸切り

ロクロ撫で.底部
回転糸切り

ロウロ撫で

ロクロ撫で.天Jr
部回転へラ削り→
ロクロ.で

良

^

319

2/ 3

N

力

0

320

ι

良

良

良好

不良

良

良

良好

0

1 / 5

321

5.0・ 6.9

ι

ι■

1 / 6

1 /フ

12.0・ 3.6・ 5.4

322

E

0

(茶)褐色砂粒を含む

12.4

13.0・ 3.6・フ.0

ι

323

土師椀

E

ι

324

士師杯

13.0・ 4.0・フ.0 褐

(茶)褐色

1 / 2

1 / 3

1 / 2

1 / 2

ロクロ撫で,天JI
部回転へラ削り

^

325

326

13.0・ 3.8・フ.0 褐

]4.8・ 4.0・ 6.0 茶褐色

ι

0

砂粒を含む

細砂を含む

細砂を含む

砂粒を含む

細砂を含む

細砂を含む

28号上坑

』ケ

底部外而

底部外而一
体部

327

禎恵有台杯

須恵蓋

良

0

訟8 0

2/ 3

329

不良

良

不良

良

良

良

フ.0

0

0

330

色

褐色

色

暗灰褐色

賠灰色

ロクロ撫で,天井
部回転へラ剤り

ι

1 / 4

ι

331

口緑1/フ

1 /' 2

11.8

0

ι

332

・10.0

砂粒を含む

細砂を含む

緻密

細砂多し

白色粒多し

ι

H.9・ 2.5

ほしま完形底部外而

ほほ完形

体部1/4 底部外面

0

外而

須忠杯

士師椀B

12.6

13.0

良底劃11/5 底都外而

良 1/4

良好底部1/5

良底部VI0

良好口縁1/4

灰

灰

灰

灰白

色門礫を若干含むが
緻密

ロクロ撫で,天jl
部回転へラ削り

ロクロ撫で,底部
回転へラ切"

ロクロ,で,底部
回転糸切り,体部
下端へラ削り

2・ 8.6 灰

・ 5.9 赤褐

細砂を若干含む

細砂を若T含む

細砂を含む

白色粒少々・細砂
多し

白色粒・細砂含む

調
色

色
褐

色
色
色
色

褐
褐

赤
茶
褐
褐

天
り

,
肖

で
一

撫
へ

口
一

口

色
色
色
色

褐
褐

E
 
E

57

褐37

色
色
色
色
色

褐
暗



゛図
NO

333

出士地゛、器M ・分類

28号上坑士帥椀B

-124-

0

0

ι

337

士師小型甕BI

上帥嵳BI

上師非ロクロ成形甕

ウ

338

1』1:1t (cm)
口径・器高嘱噺釜

・フ.0

ι

有

ウ

ι

29屶・上坑

12.0・

20.0

ι

ι

士師鍋B2

須忠幣

土飾椀B

342

右

0

良

B2^ ι゛

上師鍋B2ι,

345 30号士坑士師杯

土師甕BI346 0

胎

白色粒多し

赤褐色

赤褐色

褐 色

(茶)褐色

褐 色

12.8

ほ{ま完形

土帥甕E

ややい

29.6 ・

13.5・

17.0・ 4.9・ 6.8

し

砂粒多し

砂粒多し

砂粒多し

砂粒少々

砂粒少々

細砂少心

細砂を含む

細砂を含b

良

冶

細砂少々

砂粒少々

焼成

不良

有 ロクロ撫で,底部
回転糸幼り:体部
外而¥半回転へラ

347

遺存率黒

底部完形

ι

20.0・

木良

不良

良

良

良

良

良好

良

25.6・

40.2・

口縁1/6

1/フ

底部1/3

ウ

349 土師鍋BIι

350 31号士坑須恵払

士飾杯351 ι

土帥小剛甕B2352 0

353 6号士坑土師赤彩上綣

約1/4

斑ヅケ技 法

ロクロ撫で,底部
回転糸切η,体部
下半へラ削り

磨耗が著しく不明

ロクロ撫で

外而縦位へラ掩で,
内面ハケ目"'

外而縦位ハケ目,
内而横位ハケ目'

外而縦位ハケ目,
内而横位ハケ目'

ロクロ搖で

ロクロ撫で

ロクロ撫で.底部
回転糸切り,体部
外而予端へラ削り.
内而ミガキ

ロクロ撫で,内而
ハケ目

ロクロ撫で

ロクロ撫で, 体部
内而ハチ目'

ロクロ撫で, 底部
回゛工糸切り'

ロクロ撫で.磨耗
している

ロクロ撫で,磨耗
している.外而力
キ目

C

亦褐

茶褐色

内褐色
外赤褐色

褐 色

褐 色

褐 色

良好

19.0・

削り

有ロクロ撫で,底部
回転糸切り:体部
回転糸切り,体部
外而下半回転へラ
削り

ロクロ.で,体部
外而下半回転へラ
削"

ロクロ撫で,底部
回転糸切り:休部
外面¥半回転へラ
削り

ロクロ撫で. 底部
回転糸切り'

ロクロ撫で, 底部
回転糸切り'

ロクロ撫で, 底部
回転糸切り'

色砂粒小々'白色粒良イ1鰯""

・フ.2

22.0・

約1/2 体部外面

良好

良好

1 /15

口緑 1/]0

口縁1/8

細砂多し

細砂多し

砂粒を含む

砂粒少々

茶色細砂多し

ほほ完形体部外而

ι1ιま完形 C^麩1汐k所・
体部

ほほ完形口縁部外面

20.6・

口縁1/8

1 /24

口緑ν24

底部1/6

口緑1/フ

口縁1/5

(茶)褐色砂粒多し

有

色

灰白色

褐 色

褐

13.0・11.2・ 9.4

・フ.0

13.1・ 3.9・フ.3

細砂多し

砂粒を含む・小礫
少々

白色粒・砂粒を含
む

小礫少々・砂粒多
し

やや粗い

13.2・ 4.1・フ.2

良

土師小型甕AI

闘9 16号土坑土師杯AI

1/ 8

艮

4.1・フ.4

(亦)褐色白色粒を含む

聞0

1/4弱

1/3剥

底剖Ⅱ/4

1/ 2

ほほ完形内外而

良

良

良好

不良

16.4・ 3.フ・ 8.8

ι

(赤)褐色比較的緻密

17.4・ 5.8・フ.8

ι

而カキ目.内面ハ
ケ目

ロクロ撫で,内外
而カキ目

ロクロ撫で,天Jr
部回転へラ削り

底部回転糸切"

ロクロ撫で, 底部
回転糸切り'

有ロクロ撫で, 底部
回゛工糸Ujり: 体部
外而下半回転へラ
削り

跳誇入'獣

AI

(赤)褐色比較的緻密

11.6・12.3・フ.3 褐

12.0・ 3.フ・ 6.3 褐

(赤)褐色比較的緻密

良

12.フ・ 3.9・ 5.8 褐

しましま完形

色
褐

良
'
艮
良
,
艮
良

色
色

色
色
色

白
褐

褐
灰
明

色
色
色

」
.

褐内
外
褐

矧
鄭
鄭

詩
釧
鎚

棡
色

訊
鉾



挿図
NO

361

出上地゛、排祉・

16号 L坑上帥杯B I

362 ι

363 ι

364

分類

0

^

聞5

BI

.

怯 1ιt (cm)
口径・器高・底径

12.9・ 3.3・ 6.2

ψ

366

BI

^

0

367

BI

0

12.4・ 3.8・ 5.8

.

368

士師椀B

上師杯BI

BI

12.9・ 3.5・ 5.8

0

369

12.フ・ 3.8・ 6.2

凋

ウ

370

土胎

砂粒子を多く含む
が粗い

細砂少力

白色粒f少々

砂粒を含む

白色粒・小礫少々

0

12.3・ 3.2・ 6.0

0

371

明褐

褐

BI

0

16.5・ 4.0・ 6.6

ι

BI

ι

色

13.0・ 3.3・ 5.8

BI

焼成

良

良好

良

良

良

ウ

12.8・ 3.フ・ 5.4

遺存率

1 / 3

BI

13.2・ 3.4・ 6.2

13.0・ 3.フ・ 6.8

BI

里

1 /、 2

13.1・ 3.5・ 6.4

BI

細砂を多く含む

'練少々

^1昧を1; 1・・白色
粒X干

白鮴立を1〒1含む
緻籍である

白色粒イを含む

1 / 3

ほ1ミ完形

斑

37フ

BI

内外而に顕
著

13.3・ 3.フ・ 6.3 褐

-125

赤褐色

色褐

ι

378

私技

ロクロ撫で.底部
回転糸切"

ロクロ撫で,底部
回転糸切り

ロクロ撫で.底部
擢で調整

ロクロ擢で,底部
回゛工糸切り

ロクロ撫で,底部
回転糸切り

ロクロ撫で.底部
回転糸切り

ロクロ掩で, 1武部
回転糸切り

ロクロ撫で,廐部
回゛工糸切り

ロクロ撫て,底部
回゛工糸功り

ロクロ撫で.底部
回転糸切り

ロクロ撫で,底部
回転糸切 1),底部
内面撫で

ロクロ撫で.底部
回転糸切り

ロクロ撫で.底部
回転糸切り

ロクロ撫で,底部
回転糸功り

ロクロ控で,底部
回,工糸切り

ロクロ撫で.底部
回転糸切り後,
で訓整

ロクロ撫で,底部
回転糸切り

ロクロ撫で,底部
回転糸切り

ロクロ撫で,底部
回゛工糸切り

ロクロ撫で,底部
回゛工糸切り

ロクロ撫で、底部
回゛エヘプ削り

内外面横位のへラ
ミガキ

ロクロ撫で

ロクロ撫で,内外
而カキ目

ロクロ撫で.内外
面カキ目

B!

13.3・ 3.5・ 6.4

1 / 2

口緑 V12

ほι1完形

1/3 体部外而

完形

1 / 2

1 / 4

0

379

BI

底部内而.
底体部外而

13.6・ 3.4・ 6.2

0

1 / 5

ι

認0

14.6・ 3.3・ 6.8

BI

0

0

381

赤褐

褐

赤褐

赤褐

外而にうっ
すら

色白象粒・砂粒を二良

13.0・ 3.8・ 6.5

BI

ι.

ι

382

ロクロ撫で,底部
回゛工糸切り:底部
外而下端へラ剤り

BI

ι

13.9・ 3.5・ 6.6 赤褐色

14.0・ 3.8・ 6.6 赤褐色

12.9・ 3.5・ 6.6 明褐色

12.6・ 3.1・フ.3 赤褐色

色

ι■

白色粒を多く含む

白色粒f少々

白色粒子少々

緻密

土帥盤

土師椀C

土師小型喪BI

士師鍋B2

A2

0

良

ι

認5 0

聞6 17号上坑士師杯B2

口縁ν10 内外面

1 / 2

ほほ完形底部外而

」/ 2

1/2強

4 / 5

16.8・ 2.6・ 3.0 褐

387

ι

体山外而に

19.フ・

ι

388

B2

門練少々

白色粒fを含む

砂粒を含む

細砂を多示心含む

12.6・

24.0・

0

聞9

士師非ロケロ成形甕

土師小型甕AI

0

内赤褐色緻密
外褐色

良好 3/4

良好 4/5

良 1/2

良口緑1/フ

良好ほ↓1完形内而

良好口緑1/5 内外而

良口縁1/6 体部外而

良好口縁VⅡ

良 1/10

良底部2/3

41.フ・

打

外而にうっ
すら

390 18号土坑土師杯BI

色褐

内赤褐色
外褐色

色褐

色褐

土師鍋B I

ー・ 6.0

外而縦位ハケ目.
底部撫で

ロクロ撫で.体部
下半細立へラ削り,
休部外而カキ目

茶色粒子を含む

門磯わずか

白色粒・小礫を含
む

門陳を含む

16.2・ 13.8・フ.4 有

39.4

色褐

(茶)褐色

H.3

砂粒を多く含む

弓喋を多く含む

面カキ目,休部

内暗褐色
外黄褐色

黒色粒子の付着

而へラ削り,叩き
目

ロクロ撫で細粒を含む

1 / 6

約1/2

良

右
村

色
色

色
褐
褐

良異"
'白

し

色
色
色
色
色
色

牝

褐
褐
褐
褐
褐

先
、
ト
る

卦
あ

を
で

陳
密

67

色
色

褐上
下

村
府

良

鄭
矧

"
冷
打

イ
イ

'
・
・
艮
.

色
色
色
色

右
府

良
良
良
即

有
村

府
右



図
NO

391

出士地点器神・

18号士坑土肺杯BI

392 ウ

393 ι

ロクロ撫で,底部
回転糸仞り'、

分類

ι

0

BI

0

ι

396

法」.を(伽)
口径・器高・底径

12.0・ 3.フ・ 6.2

A2

士師小型甕

士帥甕AI

士帥鍋AIι

397 0

398 ]9号士坑士帥仟

399 0

400 '・

12.5・ 3.フ・ 6.2 褐

色 捌

(茶)褐色

13.0・ 3.5・ 6.4 褐

イ.

16.0・

21.6・

401

AI

胎 土

白色粒・小碌を含
む

バ喋少々

砂粒少々

砂粒多し

細粒を介む

砂粒を多く含む

砂粒を多く含む

緻停

白色粒を含む

細粒を含む

砂粒を含む

Dι

士師鍋B I

土帥鉢0

21.6・

402 20号士.坑土師杯C I

29.6・

403

40.フ・

褐

褐

茶褐色

内褐色
外泳褐色

暗灰色

色褐

色褐

色

^

404

12.3

14.2・

34.2・

焼成

良

^

405

遺存率里

3/4

^

ι

和6

C2

ι

0

407

408

斑 9力'技

ロクロ撫で,
回転糸切り'

体部外而有ロクロ撫で,
回転糸切り

有ロクロ撫で,
回転糸切り

ロクロ撫で

ロクロ撫で

ロクロ撫で.内而
カキ目

ロクロ撫で,内面
カキ目

ロクロ撫で

令ロクロ撫で

内外ロクロ撫で,
而カキ目'

有ロクロ撫で,体部
外面下半回転へラ
削り,内而カキ目

口縁部外而 ロクロ撫で,底部
回転糸切り

底部ロクロ撫で,
回転糸切り'

ロクロ撫で, 底部
回転糸切り'

底部ロクロ撫で,
回転糸切り'

ロクロ撫で, 底部
回転糸助り'

ロクロ撫で

ロクロ撫で, 底部
回転糸切り'

ロクロ撫で, 底部
回転糸切り: 体部
外面下半回転へラ
削り

内外ロクロ撫で,
而ミガキ

ロクロ撫で

ロクロ撫で.内而
カキ目

ロクロ撫で

内外而撫で

有 ロクロ撫で, 底部
回転糸切り'

ロクロ撫で

ロクロ撫で, 底部
回転糸防り'

ロクロ撫で, 外面
凸部ミ秀キ: 内而
ミガキ

ロウロ撫で

1/ 2

約1/2

口縁 VI0

口縁1/6 外而にうっ
すら

口縁1/フ

口縁 V13

口縁1/6

口緑1/6

口緑VI0 口縁部内外
而

内外而・22.0 褐

BI

0

11.4・ 3.フ・ 4.6 褐

0

0

ι

4仭

12.フ・ 3.5・ 6.0 褐

BI

ウ

ι.

12.9・ 3.6・ 6.5

^

410

12.5・

士師椀B

C3

ι

411

412

法

底部

底部

底部

13.1・ 3.5・ 6.2

ι,

細粒を含む

細粒を含む

緻密

白色粒を含む

砂粒少々

白色粒を含力14.0・

13.6・ 4.2・ 6.1

0

ι

ロクロ撫で

ロクロ撫で

ロクロ撫で,内面
ハケ目

ロクロ撫で

土師小型甕BI

土師甕B2

^

B

色

16.5・ 4.8・フ.0 褐

ウ

26号土坑

416

417

BIι,

土師非ロクロ成形甕

土帥杯A2

褐

内外而

体部外而

良

不良

良好

不良

良好

良

15.5・

^

0

4/ 5

418

11.8・

19.0

ι

ι■

2/ 3

2/3

419

420

色細粒を含む

0

E

BI

0

土師椀B

5号土坑

1 /10

421

13.2・ 4.0・フ.4

色

士師小型甕BI

土師杯C3

土師小型甕AI

緻密

白色粒を含む

白色粒を含む

砂粒を含む

砂粒を含む

砂粒を多く含みゃ
や粗い

門礫・細砂を含む

緻密

門喋・細砂を含む

.

1 / 3

422
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13.8・

外面

外面

ι

1 / 8

不良

0

424

16.4・

・フ.0

^

ι゛

3/ 4

良好体剖"/8

不良口縁1/8

良口縁1/8

不良口縁1/8

良口縁1/8

良 1/2強

良 1/8

良好底割SI/2

良 1/12

土師甕

13.フ・

14.0・ 3.9・ 5.」

体部外而

BI

^

(所勺褐色

H.0・

AI

良 1/ 3

不良 1/2 口縁部内面

良 1/5

良好 1/5.5

良底部1/5

良好口縁1/4 内外而

12.8・

砂粒を多く含む

褐 '喋少々 ・白色粒

,"繼.
(茶)褐色緻密

包砂粒少々

色細砂少々
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良
良

良
良

良
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色
色
色
色

良
良
良
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色
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色
色
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褐
褐
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色
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褐
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NO

425

出士地.'!.〔排1゛

5号士坑士帥鍋AI

分類 1』1」'(cm)
口径・排高・底征

34.5・

底部

底部

底部
体部

底部

底部

431

36.0

外而ロクロ撫で,
底部と体部下十・回

褐

^

胎

砂粒多し

d32

433

内明褐色
外冰褐色

遺枇外須恵晶

34.8

0

"艶 4ι内明褐色砂粒多し

而'粒多し

ι

434

435

土

37.8

晃色粒・砂粒多し

A2

^

焼成

良

43.9

ウ

0

転へラ削り

ロクロ撫で,
而ミガキ

遺存牢

口緑1/8

須恵イ1'台杯

三貞jιi1珂'、

須恵短顕'

須忠把千

須恵甕

0

45.2・

内明褐色
外赤褐色

内明褐色
外赤褐色

0

皿色粒

良

^

H.2・

12.9・

439

UO

口緑1/9

良

白色粒・砂粒多し

砂粒・黒色粒f多
し

^

白色粒

口紋 1/4

・ 8.3 灰白色

H.3・ 3.0・ 8.4 灰白色

(茶)褐色5.0

灰白色

色1,ξ

ι

UI

ケ技 訣

ロクロ撫で.内i所
カキ回.外而下,1、
叩き目

ロクロ撫で.内而
カキ日,外而下、1
平行叩き目

ロクロ撫で, 1大」外
而カキ目,1r卜而下
予平イ1叩き目,内
而同,し円押ル1良,
ハケ目

ロクロ撫で.内而
カキ目.外而下半
叩き目

ロウロ樫で,内外
1而カキ目

ロクロ撫で.内而
カキ目,外而「」1'
叩き目

ロクロ掩で,内外
而カキ目,外而下
半叩きΠ

ロクロ撫で

ロクロ撫で,犬JI
部回転へラ削り

ロクロ撫で

ロクロ撫で,底部
回転へラ切り

ロクロ撫で

士師蓋

土師杯E

灰

0

U2

良

白色利'・砂粒多し

ロクロ、で,体部
外而下半と辰部回

口縁1/フ

0

色細砂含む

良

ι

1 / 4

完升3

1/ 6

転へラ削り

ロクロ撫で.
回転糸助り

ロクロ撫で,
回転糸切り

ロクロ撫で,
回転糸切り,
下端へラ削り

ロクロ撫で,
回転糸切り'

ロクロ撫で,
回、糸功り

口縁】/5

口緑1/4艮

土飾赤彩上器

A2

-127ー

細砂多し

細砂多L

細砂多し

比較的緻儁

比較的徹儁

良

良好口縁ν20

0

口縁 V24

士師杯

良

(茶)褐色

赤褐色

し尓)褐色

明褐色

土帥鉢

1 / 8

良

不良

底部1/4

1/ 2

口縁1/3

15.フ・

ι.

細砂多し

白色砂粒多し

砂粒多し

砂粒少ι

艮

不良

良好

AI

ウ BI

ι

・ 6.6

B2

11.6・ 3.6・ 6.0 赤褐色白色粒を少量含む

0

茶褐色白色砂粒少々・フ.0

12.2・ 3.4・ 5.2

BI

0

1 / 6

1 / 3

1 / 4

1/3弱体部内而

門磯若下

細砂少ι

不良

良

黒色上器

13.0・ 3.0・ 5.6

C3

13.4・ 3.3・ 5.2

外而キ各・f状叩き習,
内面同心円文艸ル

13.6・ 3.6・ 5.9

択

ロクロ撫で

ロクロ撫で, 1武部
回転糸切り

ロクロ撫で,底部
回゛工糸切り

ロクロ撫で.底部
回゛工糸切り,体部
外而下端回転へラ
削り

ロクロ撫で

ロクロ撫で,底部
回゛工糸り」り,体部
下揣へラ削り

口縁1/5

底部2/3

明褐色

明褐色

内里色
外茶褐色
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外赤褐色

良好底部1/3 内而に顕著

白色砂粒少々

17.2・

不良

良

良

砂粒多し

細砂を含む

綴密

1 / 3

1 / 4

底部完形

有

内外緻噐

体部外而

体部外面下
半

色
色

褐
湘

明
傑

内
タ

色
色褐
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不
良

艮
良

色
色

褐
褐

良
良
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色
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色
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NO

453

出士地点排種・分類

遺機外上師非ロクロ成形甕

454 0

455 0

456

土帥鉢A I

ι

457

法益(cm)
口径・器高・底径

0

ι゛

土師非ロクロ成形甕

AI

458

459

ι

13.6・

0

ι

460

461

18.0・フ.8・ 6.5

上師小型甕AI

上師甕A I

^

口緑VI0 口縁部内而

0

462

胎

砂粒少々

茶褐色

AIι゛

土師錨AI

上蹄甕BI

良好

良

不良

良

^

463

暗褐色

茶褐色

^

上

464

門磯少々
し

砂粒多L

砂粒少々

13.8

21.8

ι

焼成

艮

465

力

茶褐色細砂多し

砂粒多

22.0・

21.6・

遺存率黒

V16

ι

466

467

DI

土帥鍋A2

ι

口縁 1/10

23.フ

ι

^

口緑1/8

フCH3

士師高杯

土師鍋A2

17.1 ・

A2

砂粒多し

やや緻密であるが
里色粒付着

砂粒多し

緻密

細砂を若十含む

砂粒多し

怯斑、ジケ技

外面縦位ハケ目.
口緑部外而撫で,
内而撫で

ロウロ撫で

33.0・

色

赤褐色

良

バ{良 1/10

良口縁1/フ

不良口縁1/4

不良口縁VI0

良口緑VI0

不良口縁1/3

明褐

茶褐

U.4・

外而下平へラ箭り
外面縦位ハケ目,
内面横位ハケ目斗

128

口緑部内而

体部内而

パ磯・細砂を若干
含む

砂粒多し

砂粒多し

細砂多し

横位撫で

体部外面縦位ハケ
目,口縁外面横撫
で,内面.で

ロクロ撫で

ロクロ撫で,内外
而カキ目

磨耗が著しく不明

ロクロ撫で

ロクロ撫で.内而
カキ目

ロクロ撫で,内面
カキ目,体部外面
下半叩き目

ロクロ撫で,内而
カキ目

ロクロ撫で.体部
内面カキ目

磨耗が著しく不明

ロクロ撫で,体部
外面下半叩き目,
内而押圧痕→力、
月

体剖汐杵血下
半

口縁部外面

色
褐

色
色
色
色

褐

明
褐
褐
褐
褐

色
色

褐
褐

劇
色

良
・
艮
良

色
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土坑群調査風景 (B群）

実測作業（上段）
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2号住居完掘状態
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2号住居逍物出土状態 2号住居遺物出土状態

2号住居土層堆積状態 2号住居床面直上造物出土状態
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3号住居完掘状態

3号住居遺物出土状態
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3号住居周溝遺物出土状態
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4号住居完掘状態

4号住居迎物出土状態
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4号住居ピット 2遺物出土状態

4号住居ピット 3遺物出土状態
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5号住居完掘状態
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A群土坑分布状態

1号土坑土層断面 1号土坑完掘状態
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2号土坑土層断面 2号土坑完掘状態
(A群土坑）
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3号土坑土層断面

4号土坑土層断面

15号土坑土層断面

3号土坑完掘状態

4号土坑完掘状態

15号土坑完掘状態
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7号土坑土層断面
(A群土坑）

7号土坑完掘状態
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8号土坑土層断面

9号土坑土層断而

10号土坑土屑断面

~ 

8号土坑完掘状態

11号土坑土層断面
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10号土坑完掘状態

12号土坑土層断面

(A・C群土坑）

12号土坑完掘状態
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22号土坑遺物出土状態 23号士坑完掘状態
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25号土坑遺物出土状態

28号土坑遺物出土状態

31号土坑逍物出土状態
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27号土坑逍物出土状態

27・29・30号土坑逍物出土状態

1号炉検出状態

1号炉土層断而

(B群土坑）

1号炉遺物出土状態
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1号炉完掘状態 2号炉遺物出土状態

6号土坑遺物出土状態 6号土坑遺物出土状態

16号土坑逍物出土状態 16号土坑完掘状態

18号土坑造物出土状態 5号土坑遣物出土状態

(B, C, D群土坑）
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2号住居出土土器 (123, ll7=凶 • 他は凶）
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2号住居出土土器 (116,126, 129=凶 ・70,107, 108=況 • 他は％）
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3号住居出土士器 (132,131=況 ・144=!/4・他は½)
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4号住居出土土器 (210,157, 156=凶 • 他は凶）
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B群土坑出土土器 (1号炉） (293, 297, 300 = !/4・ 他は只）
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27号土坑

B群土坑出土土器 (307-309=辺•他は乃）
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29号土坑 30号土坑

31号土坑

6号土坑

B ・C群士坑出土土器 (326-331,350=辺 • 他は凶）
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C群土坑出土土器 （凶）
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19号土坑
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20号土坑
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c群土坑出土土器 (412, 414=況 •他は凶）
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C ・D群土坑 ・遺構外出土土器 (428,427, 430=凶 • 他は凶）
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逍構外出土土器 (450,451, 415=凶 • 他は況） ． 砥石 （況）
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